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はじめに 

 

倉敷市には，市域中心を南流している高梁川のほか，平野部を貫流しなが

ら市民に憩の場を提供する倉敷川，小田川，溜川，八間川などの中小河川が

多くあります。これらの中小河川では，周辺の都市化と人口集中に伴い，生

活排水の流入が増加し，水質悪化が深刻な問題となりました。 

このような河川水質の悪化を抑制，又は改善させるため，平成４年７月８

日に水質汚濁防止法第 14 条の８第１項の規定に基づき，本市は岡山県知事

から生活排水対策重点地域の指定を受けました。 

当該指定を受け，本市では同法第 14 条の９第１項の規定に基づき平成６

年５月に『倉敷市生活排水対策推進計画』を策定しました。その後，平成 24

年３月に同計画を第二期計画として改訂し，公共下水道の整備，合併処理浄

化槽の普及及び生活排水対策の啓発に取組んでまいりました。その結果，市

内河川の水質は徐々に改善されてきました。 

今般，同計画による目標達成や施策進捗の状況を踏まえ，倉敷市第三次環

境基本計画の基本目標である「水と空気と大地がきれいで，常に安全でおい

しい水が届き，安心して暮らすことができるまち」の実現に向けた『倉敷市

第三期生活排水対策推進計画』に改訂し，目標達成年度を 10 年間延伸する

こととしました。今回の計画改訂では，前計画の目標を基本的に踏襲し，生

活排水の適正処理について総合的に取組んでまいります。 

本市の健全で恵み豊かな環境を現在及び将来の市民が享受できるよう，市

民・事業者・市民公益活動団体・行政が一体となり，改訂計画を推進してま

いりますので，ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

令和３年３月 

倉敷市 

 

 

 

 

倉敷環境キャラクター 

【くらいふ】 
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第１章 生活排水対策の実施の推進に関する基本的方針 
 

１ 生活排水対策計画の策定背景 

（１）生活排水対策の必要性 

本市における水質汚濁は，昭和30年代後半から昭和40年代にかけて水島臨海工業

地帯の操業が本格化するにつれ，工場排水による海域汚染として問題となってきた。 

これに対し，公害防止協定の締結や水質汚濁防止法等の規制，排水処理施設の設

置及び技術向上等により工場排水による水質汚濁は改善されてきている。 

一方，市民の生活に伴って発生する生活排水は，工場や事業場からの排水と異な

り，小規模の負荷が面的に広がる面源発生源であるため，抜本的な対策は難しいが，

児島湖や瀬戸内海の大きな汚濁要因になっている。 

河川や海域等の公共用水域の水質改善を進めるためには，工場・事業場の排水規

制に加えて，汚濁負荷割合の高い生活排水対策をいかにして推進するかが緊要な課

題である。 

これまで，下水道などの処理施設の整備や市民の意識の向上により，倉敷川など

都市周辺を流れる河川の水質は，少しずつ改善傾向にあるが，依然として，生活排

水が水質汚濁の原因として占める割合は高く，継続して対策に取り組む必要がある。 

 

（２）第三期計画の策定理由 

本市は平成 4年，公共下水道処理区域を除く全域（旧船穂町・真備町を除く。）が

水質汚濁防止法に基づく「生活排水対策重点地域」に指定された。本市ではこの指

定を受け，平成 6年に倉敷市生活排水対策推進計画を策定し，平成 23年度に同計画

を第二期計画（以下「前計画」という。）として改訂し，生活排水対策に対し計画的・

総合的に取組んできたところである。 

前計画では，生活排水による公共用水域の汚濁防止を目的とし，公共下水道や合

併処理浄化槽の普及推進及び，生活排水対策に係る市民啓発を実施した。前計画は

令和 2年度に目標年度を迎え，近年目標を達成しているところであるが，達成状況

を安定的に維持することが必要であるため，引き続き第三期計画の策定を行い生活

排水対策の取組みを継続していく必要がある。 
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２ 計画の位置づけ 

本計画は，以下に示すとおり，倉敷市第三次環境基本計画の実行計画として位置

づけ，他の計画と整合させながら推進する。 

 

 

倉敷市第七次総合計画 

 

 

 

                             根拠 

倉敷市第三期生活排水対策推進計画 
                     整合 

 

 

 

 

・水質汚濁防止法 

・倉敷市環境基本条例 

倉敷市第三次環境基本計画 

倉敷市下水道事業経営戦略ビジョン 

倉敷市一般廃棄物処理基本計画 など 
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３ 計画の策定方針 

（１）第三期計画の方向性 

第三期計画では，前計画の「河川水質目標」が継続的な達成には至っておらず，

「生活排水処理施設整備計画」等も未達成である状況を考慮し，前計画の目標達成

期間を延伸することを基本とする。 

前計画から引き続き，船穂地区・真備地区についても第三期計画の計画対象に含

め，全市的に生活排水対策への取組みを実施していく。 

 

（２）第三期計画の方針 

前計画の基本方針であった次の２つの柱を，第三期計画においても継続して基本

方針として掲げ，各種対策を推進していく。 

【生活排水処理施設整備を総合的，有機的に推進する】 

生活排水処理施設の整備にあたっては，担当部局において関係部門と

の調整・連携を行いながら計画的に推進している状況であるが，今後

さらに有機的な調整，連携を強め推進していく。 

【水質汚濁防止について市民の意識啓発を総合的に推進する】 

生活排水処理施設の完全な普及・整備が行われるまで，生活排水対

策に対する市民の意識啓発事業を全市的に展開していく。 

 



第１章 生活排水対策の実施の推進に関する基本的方針 

4 

４ 計画策定までのながれ 

本計画に基づく施策を実施するまでの流れの概要は，以下のとおりである。 

 

 

 

 

外部環境把握 目標

内部環境把握 目指すべき姿

施策① 施策② 施策③ ・・・

人口減少・集中化
少子高齢化　など

水洗化率
河川水質
土地利用形態　など

憩い親しめる水辺
水質環境基準の達成

水と空気と大地がきれ
いで，安心して暮らせ
るまち

個別の実施施策

課題の抽出・認識

施策の方向性

処理施設の整備
市民への啓発
関係者との連携

自然と人とが共生し， 次代へつなぐ，健全で 

水と空気と大地がきれい 

水が届き，安心して暮ら 

で，常に安全でおいしい 

すことができるまち 

目指すべき姿 
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５ 計画の目標 

（１）計画目標 

計画目標は前計画の内容を基本とし，次のとおりとする。 

ア 水質環境基準が設定されている河川は，その環境基準を達成し，維持

する。 

 

イ 水質環境基準が未設定である主要な河川は，フナやメダカ等の生物が

棲む市民が憩い親しめる水辺とするため，水質指標としてＢＯＤ５

mg/L以下を達成し，維持する。 

 

（２）目標年度 

目標年度は，上位計画である倉敷市第三次環境基本計画の期間を考慮し，次のと

おりとする。 

計画目標年度 令和12年度 

 

（３）計画対象 

計画対象地域は，前計画から引き続き，次のとおりとする。船穂，真備地区につ

いては，水質汚濁防止法第14条の８第１項の指定地域からは除かれているが，市内

全域を一体的に施策展開していくために，前計画から引き続き両地区を含めること

とした。 

市内全域（公共下水道処理区域を除く） 
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第２章 倉敷市の現状 
１ 沿革 

倉敷市は岡山県の南部に位置し，瀬戸内海に面している。古くから農業･水産業･

繊維業が栄え，特に流通（船運）の要地として発展してきた。昭和30年頃からの工

場誘致で，水島臨海地域が重化学工業地帯として脚光を浴びた。 

倉敷･児島･玉島の旧３市は，地域発展のために昭和42年に合併し，ここに新しい

倉敷市が誕生した。その後，庄村･茶屋町を編入，昭和63年の瀬戸大橋の完成を経て

本州側の結節点となり，名実ともに東瀬戸圏の拠点都市となった。さらに平成17年

には船穂町及び真備町を編入し，産業・歴史・文化のまちとして発展を続けている。 
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２ 概況 

（１）地勢・地形 

倉敷市の地形は，丘陵部は花崗岩が主体であるが，低地部は市のほぼ中央を南北

に貫流している高梁川の沖積作用による広大なデルタ地帯と，干拓や埋立てにより

人工的に整備された土地で形成されており，これらの低地は市土の約半分を占めて

いる。また，市域を取り囲む山地や，点在する丘陵は概して高度が低く，傾斜も緩

やかである。 

市南部が面している海域は，水島地先海域と備讃瀬戸に属し，比較的潮流が速く

干満の差も大きい。 

市域は，山地や丘陵と高梁川により，倉敷･児島･玉島･水島･船穂･真備の６地区に

分けられている。 

 

（２）河川 

一級河川である高梁川は，本市を南北に貫流する水量が県下最大級の河川であり，

その河川水は工業･農業･生活用水等に幅広く利用されている。 

同じく一級河川の小田川（真備地区）は，高梁川流入直前の最下流部が本市真備

地区を東流している。現在，小田川の沿川地域及び倉敷市街地における治水安全度

の向上を図るために高梁川との合流位置を約４．６km下流へ付替える小田川合流点

付替え事業が進行中であり，令和５年度に完成予定である。 

また，二級河川としては，倉敷川，砂川，足守川，小田川（児島地区），下村川，

里見川，溜川等の河川が市内を流れている。これらの河川は，小田川と下村川を除

き，防潮用の締切水門により水位を保たれており，農業用水の余水や生活排水が合

流するものの流れはほとんどない。 

 

（３）気象 

気象は，年間を通じて穏やかで晴天日数が多い瀬戸内性気候に属している。気象

庁のデータによると，令和元年の年平均気温は 16.4℃（最高35.7℃,最低 -2.1℃），

年平均風速は 1.8m/s（最大 9.3 m/s），年間日照時間は 2,066時間，年間降水量は 

733mmであった。 
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                       出典：気象庁データ 

 

（４）人口及び世帯数の状況 

ア 現況人口 

令和元度末における本市の人口は 481,542人，世帯数は 213,391世帯である。近

年はほぼ横ばいの状況にある。 

 イ 将来人口 

本市の将来人口は，平成25年3月の国立社会保障・人口問題研究所による推計では，

徐々に減少する予測となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       出典：倉敷の環境白書 
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出典：倉敷市統計書 

（５）土地利用の状況 

本市は，昭和30年代からの水島臨海工業地帯の開発・整備に伴い，都市化が急速

に進み，農地の宅地への大幅な転用がなされてきた。令和元年度末時点で，市土の

うち田畑が占める割合は 20％未満となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）産業 

ア 産業の構造 

本市の産業別就業人口の推移をみると，昭和45年には50%を超えていた第二次産業

就業人口も全国的な産業構造の変化とともに減少し，サービス業等の第三次産業就

業人口が増加している。平成27年は農林水産業を中心とした第１次産業が2.0%，製

造業を中心とした第２次産業が31.1%，サービス業を中心とした第３次産業が66.9%

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                出典：国勢調査（平成27年10月1日現在） 
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出典：倉敷市統計書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国勢調査（平成27年10月1日現在） 

 イ 工業の状況 

本市の工業は，繊維工業など地場産業的なものが中心であったが，昭和28年頃か

ら県事業として高梁川河口デルタ地帯の埋立工事に着手，これによって造成された

工業用地に石油製品製造業･化学工業･鉄鋼業などの重化学工業の進出があり，関連

産業を含めて水島臨海工業地帯が形成され，重化学工業中心の産業構造に変貌した。

しかし，昭和58年の円高ショックを境に，重厚長大型産業中心の産業構造が見直さ

れ，企業活動の整理・統合が進んだ｡ 

平成29年の工業統計調査によると，本市全体の産業従業員数は 36,520人，事業

所数は 720となっており，製造品出荷額は 3兆6,842億円で岡山県全体の約50％を

占めている。 
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 ウ 農業の状況 

本市の農業は，高梁川によって形成された倉敷･庄･茶屋町地区の肥沃な平坦部と，

一部倉敷，児島，玉島地区の山間棚田で水稲が生産され，畑については，玉島，船

穂，真備地区の丘陵地を中心に果樹，特に桃，ぶどう，みかん等が，また東高梁川

廃川地を中心とした地域では，野菜，果樹類が栽培され，市の基幹産業として発展

してきた。しかしながら，近年の都市化，工業化による農地転用の増大が続いてい

る。 

農家戸数の推移をみると，総農家数は減少傾向にあり，平成27年では6,644戸とな

っている。 

 

 平成17年 平成22年 平成27年 

総農家数（戸） 8,785 7,907 6,644 

出典：倉敷市統計書 

 

 エ 商業 

 商業の状況としては，平成26年では事業所数3,634件，従業員数29,479人，年間商

品販売額9,436億円となっている。推移をみると，年間商品販売額，事業所数とも減

少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：倉敷市統計書 
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 オ 観光 

本市の主要な観光地としては，倉敷川の上流部に位置する白壁造りの蔵屋敷をは

じめ大原美術館のある倉敷美観地区が，児島地区では瀬戸大橋の架かる鷲羽山，奇

岩が散在する王子が岳，玉島地区では良寛和尚ゆかりの円通寺が挙げられる。 

観光客は，令和元年の観光統計によると倉敷美観地区を中心に全市で年間 521万

人訪れており，瀬戸大橋の開通直後の昭和63年をピークに全体的にはやや減少傾向

にある。 

 

（７）水道 

 上水道の状況をみると，1戸当たり1日平均給水量は減少傾向にあるものの，給水

戸数は増加傾向にある。 

 

区分 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

給水人口（人） 483,131 483,186 482,420 481,494 481,143 

給水戸数（戸） 204,838 206,916 208,716 210,649 213,191 

普及率 99.9 99.9 99.9 99.9 99.9 

1日平均給水量

（m3） 
166,878 166,623 167,403 163,733 162,729 

1戸当たり1日 

平均配水量（m3） 
0.815 0.805 0.802 0.777 0.763 

出典：倉敷市水道事業年報 
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３ 水質の状況 

（１）河川の水質 

市内主要河川における令和元年度の測定結果は，次のとおりである（いずれも BOD 

75％値）。 

水質は，各河川とも徐々に改善傾向にあり，水質環境基準が設定されているすべ

ての河川で，同基準を満足する状態にある。 

河川名 測定地点 BOD（mg/L） 類型 環境基準（mg/L） 

高梁川 霞橋 1.7 河川Ｂ類型 3 

足守川 入江橋 1.6 河川Ｂ類型 3 

倉敷川 盛綱橋 2.4 河川Ｃ類型 5 

六間川 桜橋 2.3 河川Ｃ類型 5 

郷内川 藤戸ﾊｲﾂ南 3.5 河川Ｃ類型 5 

吉岡川 粒江橋 2.3 河川Ｃ類型 5 

東六間川 下庄 3.2 河川Ｃ類型 5 

汐入川 県遊水池 2.1 未指定 - 

砂川 呼松遊水池 4.6 未指定 - 

小田川 御仮屋橋 2.2 未指定 - 

下村川 常磐橋 2.7 未指定 - 

里見川 大正橋 4.5 河川Ｄ類型 8 

溜川 港橋 2.0 未指定 - 

小田川 福松橋 1.5 河川Ｂ類型 3 
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主要河川における水質測定地点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）河川の汚濁負荷量 

令和元年度に行った市内主要河川・水路の汚濁負荷量調査結果は，次のとおりで

ある。 

総じて，流域面積が大きく，その流域内に公共下水道未整備地域を多く含む河川・

水路の汚濁負荷量が高いことが窺える。 
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地区 水域(地域)名 負荷量算定地点 ブロック 
BOD負荷量 

(kg／日) 

倉敷 

六間川 桜橋 101 81.0 

郷内川 藤戸ハイツ南 102 18.2 

倉敷川 新稔橋 103 1009.8 

水島 

水島南東部 

生姫排水機場 

南畝西六号排水機場 

南畝板敷排水機場 201 72.1 

砂川 呼松遊水池 

汐入川 

八間川 
県遊水池 202 679.2 

児島 

小田川 御仮屋橋 301 19.1 

下村川 常磐橋 302 15.9 

玉島 

・ 

船穂 

里見川 大正橋 401 755.3 

溜川 港橋 402 413.5 

真備 小田川 福松橋 501 518.4 

 

 



第２章 倉敷市の現状 

 

16 

市内汚濁負荷量調査ブロック図 
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４ 生活排水処理施設の整備状況 

令和元年度末における生活排水処理形態別人口及び，本市公共用水域への流出負

荷量（推計値）は次のとおりである。 

区分 
人口 

（人） 

比率 

（％） 

BOD負荷量 

（kg／日） 

流域下水道 177,897  36.9 - 

下水道 181,060  37.6 616.2 

合併処理浄化槽  72,445  15.0 789.7 

単独処理浄化槽  26,885   5.6 1191.0 

農業集落排水施設   880   0.2   5.3 

汲取り  21,942   4.6 877.7 

その他     433   0.1 - 

合計 481,542 100.0 3479.8 

※令和元年度末実績値及び倉敷市一般廃棄物処理基本計画の計画人口 

データを利用し，環境政策課で排出負荷量の推計値を算定した。 

※負荷量は，本市の公共用水域に排出されるもののみを算定した。 
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公共下水道の整備状況（令和2年12月現在） 
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５ 啓発活動の取組状況 

生活排水対策に係る意識啓発と実践活動を中心とする啓発事業の現況は次のとお

りである。 

（１）児島湖流域清掃大作戦 

児島湖の水質浄化のための実践活動として，昭和62年度から毎年児島湖流域の民

間団体と行政機関が一体となって取り組んできており，本市においても倉敷川の美

観地区周辺と近くの農業用水路を，地域住民及び児島湖流域環境保全推進対策協議

会の構成団体等が参加する一斉清掃を実施している。令和元年度は，11月3日に，

地域住民・民間団体等36団体，約2,000人が参加して清掃活動を行い，約480kgのご

みを回収した。 

 

（２）児島湖流域環境保全推進ポスターコンクール 

児島湖流域環境保全推進月間に市役所本庁舎や環境学習センターエコギャラリー

において，小中学生から募集した児島湖流域環境保全推進ポスターの入賞作品及び

応募作品の展示を行っており，水質保全に係る市民への直接的な啓発事業を展開し

ている。 

 

（３）下水道広報活動 

「下水道の日」である９月10日を中心とした行事として，小学生から募集したポ

スター・標語の優秀作品を市役所厚生棟で展示している。また，年間を通じて，く

らしき環境フェスティバル等の市主催のイベントにおいて，マンホール蓋でホット

ケーキを作る「マンホールdeホットケーキ」やマンホール蓋で版画を体験してもら

う「マンホールdeアート」，マンホールトイレの展示を行い，下水道の普及啓発活

動等を行っている。 

 

（４）倉敷市環境保全推進員制度  

地域の小学校区単位で，生活排水対策をはじめ環境保全に係る実践活動のリーダ

ーとして活動してもらうため，計135名の環境保全推進員を委嘱している。推進員

の意識高揚と知識・技術習得を図るため研修会を年1回開催している。 
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（５）下水道見学・出前講座 

市内小学４年生を中心に，水島下水処理場の見学及び下水道出前講座を実施して

おり，下水道の歴史や下水処理場の仕組みなどを講義している。講義の途中には，

ティッシュペーパーとトイレットペーパーの水への溶け方比較実験を行い，楽しみ

ながら下水道への理解を求め，普及啓発を行っている。 

 

（６）水辺教室 

市民を対象とした水棲生物の観察会を開催し，棲息している生物により水質汚濁

の現況を理解してもらうと共に，水質保全の大切さや方法の啓発を行っている。 

 

（７）倉敷市生ごみ処理容器購入費補助金交付制度 

一般家庭から排出される生ごみの再利用を図り，併せて市民のリサイクル意識の

高揚及びごみの減量と生活排水対策として，平成４年４月１日から，生ごみたい肥

化容器を購入した者に対し，購入費の一部を補助している。平成10年４月１日から

は電気式の生ごみ処理機等を補助対象に加え，平成20年10月には補助率や補助金限

度額を引き上げ，さらに事業を推進している。令和元年度はたい肥化容器の購入助

成が141基，生ごみ処理容器の購入助成が92基であった。 

 

（８）廃食用油燃料化事業 

倉敷市リサイクル推進センターに廃食用油プラントを設置し，協力家庭から排出

された廃食用油から，軽油の代替燃料であるバイオディーゼル燃料を精製している。

精製した燃料は，市の公用車や，環境イベント等でバイオディーゼル燃料を利用し

たカートの走行用燃料として使用されている。令和元年度は廃食用油を20,670L回

収し，10,795Lを精製した。 
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６ 市民アンケート 

平成30年度環境保全推進員 135名に対し，倉敷の水環境についての意識調査を行

った。なお，環境保全推進員は，一般市民に比べて水環境に対する意識が高いと考

えられ，より効果的な回答が期待できる事，また，性質上，全市に万遍なく分布し

ており，地域の偏りを排除できる事から，今回のアンケートの対象とした。アンケ

ートの結果は次のとおりである。 

 

（１）水質の現況と汚れの原因について 

河川の現状について，汚れていると考えている意見が約2/3を占めた。一方，瀬戸

内海の現状については，同意見は半数未満であり，海よりも河川の方がより汚れて

いると考えられている事がわかった。汚れの原因が何にあるかという問（複数回答

可）では，生活排水によるもの，ゴミの投棄によるものという回答が多く見られた。 

 

 

 

 

 

      河川の現状について        瀬戸内海の現状について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

汚れの原因 
回答件数 

河川 瀬戸内海 

生活排水 25 16 

工場排水 10 10 

不法投棄 44 25 

その他 18 4 
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（２）水環境行政のあり方について 

水環境行政について優先順位を調べたところ，生活排水対策についての優先度が

他と比べて圧倒的に高く，関心が高い事がわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生活排水対策をより活発にする方法について 

パンフレットの配布や出前講座・講演会の実施等の意見が見られた。 

 

 

 

 

 

 

優先順位 項目 

１ 生活排水対策 

２ 事業場排水規制 

３ 環境学習推進 

４ 公共用水域水質調査 



 

 

 

 

 

 

 

 

<< 第３章 >> 

 

【 生活排水処理施設の整備に関する事項 】 
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第３章 生活排水処理施設の整備に関する事項 
１ 生活排水処理施設の整備方針 

生活排水処理施設の整備に係る基本方針は，次のとおりとする。 

   ① 公共下水道については，市街化区域においては未整備地区の解消を図り，市

街化調整区域においては整備効率が良い箇所の整備を引き続き行う。 

   ② 合併処理浄化槽については，公共下水道区域以外において整備を促進する。

また，既存の単独処理浄化槽について合併浄化槽への転換を促進する。 

   ③ 農業集落排水施設については，将来的に公共下水道へ接続する。 
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２ 生活排水処理施設の整備計画 

生活排水処理施設の整備については，次の方針のほか，各施設に対する最新の計画を

踏まえながら推進していく。 

（１）公共下水道の整備（倉敷市下水道事業経営戦略ビジョン2016年度～2025年度） 

平成27年度までの第11次下水道整備五箇年計画において，市街化区域での下水道

整備はおおむね完了し，下水道の人口普及率は77％となっている。一方，平成28年

度を初年度とする倉敷市下水道事業経営戦略ビジョンでは，人口普及率を76.2％

（平成26年度末）から82.4％（令和7年度末）まで上昇させることとしている。 

今後の下水道整備は，市街化区域内においては未整備地区の解消を図り，市街化

調整区域内においては，整備効率が良い箇所を整備対象としていく。家屋の密集地

では下水道が，家屋の散在地では合併処理浄化槽が経済的に有利となることから，

それぞれの特性を総合的に判断し，下水道，合併処理浄化槽，農業集落排水施設が

互いに連携する形で効率的な汚水処理の推進を図っていく。 

 

 

（２）合併処理浄化槽整備の推進 

生活排水によって生じる公共用水域の汚濁を防止し，市民の生活環境の保全及び

公衆衛生の向上を図るため，個別処理による方が有利とされた区域については，合

併処理浄化槽の設置を補助することにより，整備の推進を行う。 
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３ 汚濁負荷量の削減効果 

令和12年度末時点における生活排水処理施設の整備による汚濁負荷量削減効果は，

以下のとおりである。 

 人口 

（人） 

比率 

（％） 

BOD負荷量 

（kg／日） 

負荷量増減 

（kg／日） 

流域下水道 185,650  39.3 - - 

下水道 187,952  39.8  639.9     23.7 

合併処理浄化槽  59,583  12.6  649.5   ▲ 140.2 

単独処理浄化槽  22,323   4.7  988.8 ▲ 202.1 

農業集落排水施設   848   0.2    5.1    ▲0.2 

汲取り   15,447   3.3  617.9 ▲ 259.8 

その他     301   0.1 - - 

合計 472,104 100.0 2901.1 ▲ 578.6 

※令和元年度末実績値及び倉敷市一般廃棄物処理基本計画の計画人口データを利

用し，環境政策課で排出負荷量の推計値を算定した。 

※負荷量は，本市の公共用水域に排出されるもののみを算定した。 
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第４章 生活排水対策に係る啓発に関する事項 
１ 啓発の実施方針 

（１）啓発活動の必要性 

生活排水による水質汚濁を防止するためには，下水道等の生活排水処理施設を整

備し削減することが第一である。しかし，生活排水処理施設の整備には，多大な時

間と費用を要する。このため，生活排水対策を推進する上では，地域住民の意識啓

発による，家庭での対策をはじめとした汚濁発生量への対策が重要となる。各家庭

からの汚濁発生量を減らすことは，生活排水処理施設の整備が完了するまでの間，

地域の水質改善に大きく寄与する。また，施設の整備後にも，生活排水処理施設へ

の負荷が低減されるなど，相当の削減効果が期待できる。 

 

（２）啓発活動の方法 

生活排水対策では，家庭における対策と生活排水処理施設の整備を，同時に効果

的かつ計画的に促進していく必要がある。 

家庭でできる対策は，市民に広く積極的に協力してもらうことで，より高い効果

が期待できるため，市民とのコミュニケーションを図りながら，地域の特性等に応

じた啓発活動を総合的に推進する。 

環境学習拠点施設として，平成24年4月に環境学習センターを整備し，市民による

自発的な活動を目的とした講座を提供し生活排水対策等の推進を図っている。 
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２ 啓発の実施計画 

効果的に住民の意識啓発を図るため，次の4種類についてそれぞれ啓発活動の実施

計画を展開し，積極的に連携を図りながら啓発事業に取り組んでいく。 

 

媒体的啓発 「知る，広める」 

目的：市民に生活排水対策の正しい知識を広める。 

① パンフレット等の作成，配布 

広報紙，パンフレット，ポスター等を利用した広報活動を行い，水質汚濁の

現状と生活排水対策の実践について，絵や図でわかりやすく説明し，実践活

動を促す内容とする。 

② 啓発資材等の貸出し 

生活排水対策や水質保全に係る資材や図書を市民団体等へ貸出し，具体的な

映像・情報で適正な知識の普及を図る。 

③ 啓発展示コーナーの設置 

公共施設の展示スペース等にパネルや資材等を展示し，家庭でできる対策の

普及・啓発を図る。 

 

 体験的啓発 「見る，触れる」 

目的：市民自らが体験することで，生活排水についての意識啓発を図る 

① 水辺教室の開催 

市民を対象として水生生物の観察会を開催し，棲息している水生生物により

水質汚濁の現況を理解してもらう。 

② 体験的水質調査 

地域の住民参加で，身近な川や池が生活排水により汚濁が進んでいる様子を

肌で体験するとともに，水質検査や生態学習を行い生活排水による水質汚濁

の現況・問題点を認識してもらう。 

③ 水辺の清掃及び河川一斉清掃 

市民組織，関係行政機関の連携のもとに広く市民に呼びかけて，溝，水路，

河川の一斉清掃を行うことにより，河川の水質保全やゴミの散乱防止等の意

識啓発を高める。 



第４章 生活排水対策に係る啓発に関する事項 
 

28 

 

 学習的啓発 「調べる，考える」 

目的：市民自らが知識を学ぶことで，対策意識の高揚を図る 

① 学習会の開催 

生活排水対策や水質保全に係る出前講座や学習会を，学校等を対象に開催す

ることにより，適正な知識の普及を図る。 

② 生活排水処理施設の見学会 

社会学習，生涯学習や行政施設の見学会の一環として，公共下水道終末処理

場等の見学会を行うことにより，生活排水処理に対する経済性や省資源・省

エネルギーについて認識してもらう。 

 

人的啓発 「実践する」 

目的：市民自らが実践活動に参加する 

① イベント等の開催 

家庭でできる発生源対策の講習会等を実施し，実践活動の方策の普及・啓発

を図るとともに，住民参加によるイベント等を開催し，水質汚濁の現状や実

践活動の発表を行い，水質浄化に係る認識を高める。 

② 倉敷市生ごみ処理容器購入費補助金交付制度 

一般家庭から排出される生ごみの再利用を図り，併せて市民のリサイクル意

識の高揚及びごみの減量と生活排水対策として，生ごみたい肥化容器を購入

した市民に対し，購入費の一部を補助する。 

③ 廃食用油燃料化事業 

家庭から出る使用済み天ぷら油を市が回収し，バイオディーゼル燃料に精製

したうえで，公用車の燃料として再利用する。 
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３ 啓発事業の実施体制 

生活排水対策の啓発活動を，より住民に近く円滑に実施するために，地域におけ

る啓発活動を推進していくリーダーとなり，住民を指導・支援していく生活排水対

策推進員を設置する。 

推進員を育成するため，推進員養成講習会の開催，その他推進員の育成に必要と

なる事業を実施する。本市においては，倉敷市環境保全推進員制度としてこの事業

を推進している。 

また，平成24年度には，倉敷市内の環境学習・環境教育の拠点施設である環境学

習センターを整備し，啓発などの各種ソフト事業の総合的な推進を行っている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

<< 第５章 >> 

 

【 その他生活排水対策の実施の推進に関し必要な事項 】 



第５章 その他生活排水対策の実施の推進に関し必要な事項 

 

30 

第５章 その他生活排水対策の実施の推進に関し必要な事項 
１ 関係部局間の連携 

生活排水対策の推進に当たり，平成4年7月15日付けで設置した「倉敷市水質浄化

対策推進会議設置規程」に基づき，本市の生活排水対策関係部局の連絡調整を行う

ものとする。推進会議の委員及び幹事会の構成員は，次のとおりである。 

 

委員長 環境リサイクル局担当の副市長 

副委員長 委員長でない副市長 

委員 企画財政局長，総務局長，環境リサイクル局長，文化産業局

長，建設局長 

 

幹事長 環境政策部長 

幹事 企画経営室長，児島支所次長，玉島支所次長，水島支所次長，

真備支所長，財政課長，庄支所長，茶屋町支所長，船穂支所

長，環境政策課長，環境衛生課長，一般廃棄物対策課長，下

水経営計画課長，農林水産課長，耕地水路課長，開発指導課

長，道路管理課長，土木課長，建築指導課長 
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２ 関係行政機関等との連携 

倉敷川及びその支川である吉岡川，六間川，汐入川及び郷内川を含めた倉敷川水

系の流域は，岡山市を経由して児島湖に至っている。児島湖は，昭和60年12月に湖

沼水質保全特別措置法に基づき汚濁の著しい湖沼として指定を受け，各種の水質浄

化対策が取られてきたため，徐々に改善されつつも，その水質は依然として水質環

境基準値を超過している。 

水質悪化が問題視されている児島湖の環境保全施策を効果的に推進するため，各

分野の市民団体の協力を得て，次表を構成団体とする「児島湖流域環境保全対策推

進協議会」が昭和61年８月７日に設置され，毎年９月から11月までを児島湖流域環

境保全推進期間と定め各種の啓発事業が実施されている。 

本市もこれらの推進母体の一員であるため，積極的に連携を図りながら啓発事業

に取組んでいく。 
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児島湖流域環境保全対策推進協議会 

行政機関 岡山県，岡山市，倉敷市，玉野市，総社市，早島町，吉備中央町，農

林水産省(中国四国農政局)，環境省(中国四国地方環境事務所) 

県議会 次世代に誇れる児島湖・湾を考える議員懇談会 

岡山県議員環境文化保健福祉委員会 

環境保健団体 岡山県環境衛生協会，倉敷市環境衛生協議会，岡山県食品衛生協会，

岡山県浄化槽団体協議会，岡山県愛育委員連合会，岡山県栄養改善協

議会 

女性等の団体 岡山県婦人協議会，岡山市連合婦人会，倉敷市婦人協議会，岡山県生

活学校連絡協議会，岡山県交通安全母の会連合会，ＪＡ岡山県女性組

織協議会，岡山県漁協女性部連絡協議会 

青年団体 岡山県青年団協議会，日本青年会議所中国地区岡山ブロック協議会 

教育団体 岡山県高等学校ＰＴＡ連合会，岡山県ＰＴＡ連合会，岡山県私立中学

高等学校保護者会連合会，岡山県高等学校長協会，岡山県中学校長会，

岡山県小学校長会，岡山県公民館連合会 

商工団体 岡山県商工会議所連合会，岡山県商工会連合会，岡山県中小企業団体

中央会 

農林漁業団体 児島湾土地改良区，児島湾淡水魚業協同組合，岡山県農業協同組合中

央会，全国農業協同組合連合会岡山県本部，おかやま酪農業協同組合，

岡山県土地改良事業団体連合会，岡山県漁業協同組合連合会，岡山県

新農業経営者クラブ連絡協議会 

労働団体 日本労働組合総連合会岡山県連合会 

消費者団体等 岡山県消費生活問題研究協議会，岡山県生活協同組合連合会，岡山県

老人クラブ連合会，岡山県建築士会 
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倉敷市環境リサイクル局環境政策部環境政策課 

〒710-8565 岡山県倉敷市西中新田 640 

TEL 086(426)3391  FAX086(426)6050 

 倉敷環境キャラクター 

【くらいふ】 



倉敷市環境審議会について

資料１

くらしき環境キャラクター
「くらいふ」



高度経済成長期に伴う大気汚染や
水質汚濁などの産業公害問題

昭和42年

「公害対策基本法」で産業公害克服
を
昭和47年

「自然環境保全法」で自然環境保全
を

① 生活排水、ごみ、自動車排ガス
などの都市・生活型の環境問題

② 地球温暖化、酸性雨など地球規
模での環境問題

③ 都市化の進行による身近な自然
の減少

平成５年に「環境基本法」を制定し、
環境保全に関する施策を総合的か
つ計画的に推進

個別に対策

倉敷市環境審議会設置の経緯①

総合的に対策

昭和３０年代～ 平成～

個別に対策を講じるには、限
界があり、一つの施策体系の
もとに総合的な対応が必要

１



〇倉敷市の審議会

「倉敷市公害対策審議会」

２つの
審議会
を統合

「倉敷市環境審議会」
を設置

平成１１年６月

「倉敷市自然環境審議会」

昭和３９年８月

昭和４９年３月

倉敷市環境審議会設置の経緯②

２



【会長】
【副会長】
【委員】

審議会の所掌事務

審議会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査
審議する。
（１）環境の保全に関する基本的事項

（２）大気の汚染、水質の汚濁、騒音、振動その他の公害を防
止するための具体的な対策に関する重要な事項

（３）自然環境の保全及び回復に関する重要な事項

市長

諮問

答申

委員の互選により選出。

審議会委員（２０名以内）

＊Ｒ３．７現在の構成は、学識経験
者・有識者５名、住民代表 ９名、
議会代表１名、行政機関２名

倉敷市環境審議会条例により設置

３



〇任期：２年間
令和３年７月１日～令和５年６月３０日
〇開催頻度：２回程度／年

委員の任期・開催頻度

◆倉敷市地球温暖化対策審議会
◆倉敷市生物多様性審議会
◆倉敷市廃棄物減量等推進審議会
◆倉敷市廃棄物処理施設設置専門委員会
◆倉敷市下水道事業審議会 など

（参考）環境分野のその他審議会等について

４



年度・回数 議 事 共通議事

【平成２８年度】
２回開催
(7・2月)

・倉敷市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）及び
（事務事業編）の改定について

・
倉
敷
市
環
境
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

・
倉
敷
市
緑
の
基
本
計
画
の
進
捗
状
況

・
倉
敷
市
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
の
進
捗
状
況

・
倉
敷
の
環
境
白
書
に
つ
い
て
（
毎
年
度
作
成
）

【平成２９年度】
３回開催
(6・9・2月)

・クールくらしきアクションプラン改定の概要について

【平成３０年度】
２回開催
(7・2月)

共通議事のみ

【令和元年度】
３回開催

(7・10・11月)

・倉敷市第三次環境基本計画の策定方針について

・倉敷市第三次環境基本計画に係るアンケート（基礎調査）に
ついて

【令和２年度】
４回開催

(8・10・12・2月)

・倉敷市第三次環境基本計画「施策体系」「計画構成」等について

・倉敷市第三次環境基本計画に係る市民モニター制度活用したアン
ケートについて
ほか

過去の審議状況

５



今年度の予定

・委嘱式、会長・副会長の選出

・倉敷市環境審議会の概要

・倉敷市第二次環境基本計画の総括

・倉敷市第三次環境基本計画の概要及び実施計画

・倉敷市緑の基本計画進捗状況報告

・倉敷市第三期生活排水対策推進計画の策定

・倉敷市第三次環境基本計画のアンケート内容

・倉敷市生物多様性地域戦略進捗報告

・令和３年度版倉敷の環境白書

７/２９

１～２月

６



倉敷市第二次環境基本計画の総括について 
平成２３年度～令和２年度の１０年間を計画期間とする倉敷市第二次環境基本計画

では，２９施策のもと，約１３０の主な事業を展開した。（「資料２－②（参考）」を参

照） 
その結果，計画の達成状況としては，次のとおりとなった。 

めざそう値を達成し

た 計画策定時より良好 めざそう値から遠ざ
かった 

基本目標１「自然環境・景観・

環境と経済の調和」 ２指標／１２指標 ７指標／１２指標 ３指標／１２指標 
基本目標２「水と空気と大地が

きれいで，安心して暮らせるま

ち」 ２指標／８指標 ４指標／８指標 ２指標／８指標 
基本目標３「リデュース，リユ

ース，リサイクルが徹底され，

循環型社会が形成されたまち」 １指標／５指標 ２指標／５指標 ２指標／５指標 
基本目標４「地球温暖化対策の

取組により，低炭素社会が形成

されたまち」 ２指標／５指標 ２指標／５指標 １指標／５指標 
基本目標５「市民一人ひとり

が，環境意識を持ち行動するま

ち」 ０指標／５指標 ３指標／５指標 ２指標／５指標 
基本目標１～５の総合計 ７指標／３５指標 

（２０．０％） １８指標／３５指標 
（５１．４％） １０指標／３５指標 

（２８．６％） 
設定指標について，めざそう値を達成できたものが全体の約２割，計画策定時より良

好になっているものが全体の約５割と，概ね順調に進めることはできたと考える。 
一方で，１０指標については，めざそう値から遠ざかる結果となった。（３～７ページ

を参照） 
１０年間の市民アンケートを通してみると，全体として，年齢層が上がるほど環境へ

の意識が高い傾向にあることが示され，今後さらに若い世代や無関心層へのアプローチ

方法の見直しなどが必要であると考えられる。 
また，市民アンケートによる各施策の重要度・満足度については，施策「次世代を担

う子どもたちへの環境教育を充実し，行動できる人を育てます。」が「重要度は高いが，

満足度が低い」となっており，市民満足度の向上に向け，取組の見直しが必要であると

考えられる。（「資料２－③（参考）」の５８ページを参照） 

資料２ 
1



倉敷市第三次環境基本計画では， 
豊かな自然環境を守り，次世代に引き継いでいくために，「人づくり」をキーワ

ードとし，これを５つの基本目標の礎となる「共通目標」とし，重点分野に位置

づけている。その中で，市民の環境意識の向上や日々の実践促進，子どもたちへ

の環境教育の充実などを掲げている。 
令和３年度は，環境をテーマにした絵本や，セミなどの生き物調査などをきっ

かけに，子どもや若い世代に環境への関心をもってもらえる取組を始めている。 
また，令和４年度に向けては，ターゲットを意識した新規事業の企画や既存事

業の見直しなどを進めている。                       
2



■各基本目標にかかる展開事業，指標の達成度及び「目標から遠ざかった指標」の考察  
●基本目標１  
環境と地域の社会・経済との調和が保たれ，豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち  
①野生動植物の種の保存など生物多様性の確保を図り，森林・農地・水辺地等における多様な自

然環境を体系的に保全・再生するとともに，人と自然のふれあいを確保・推進した。 
②都市公園の整備や街路樹の設置など，良好な都市環境の整備に努めるとともに，まちの緑化に

あたっては，市民・事業者・行政が連携し，それぞれの立場で緑化を推進した。 
③歴史的資産（自然，歴史・文化）を継承・活用するとともに，自然環境に配慮しつつ，緑豊か

で快適な景観づくりを進めた。 
④地域と産業とが連携・協力することにより，雇用の維持創出・地域経済の活性化，環境関連技

術の開発・向上や環境投資による環境配慮型経営の促進を図った。  

 

めざそう値を達成した 計画策定時より良好 めざそう値から遠ざかった 
２指標／１２指標 ７指標／１２指標 ３指標／１２指標 

 

＜目標から遠ざかった指標＞ 

【１－１－２】身近な自然を守る活動を行っている人の割合  

「まったく行っていない」のうち，「関心はあるが，何をしたらいいのかわからない」が減少し，「関心はあるが，

時間がない」が増えている。特に，「まったく行っていない」３０歳代のうち，「関心はあるが，時間がない」が

１０年前と比較して，約２０ポイント増となった。 

⇒「行っていない」のうち約６割は，関心はあるが何をしていいのかわからない，時間がないと回答しているた

め，例を示しつつ，特別な時間を設けなくてもできるような，小さなことから取り組んでもらえるような啓発が

必要である。年齢が上がるにつれて「行っている」割合が高いため，若い世代をターゲットとしたアプローチ

方法の検討が必要である。 

 

【１－２－２】庭木や生垣など身近な緑化に努めている人の割合  

２０歳代のうち，「関心がない」の割合が，１０年前と比較して，約３０ポイント増となっており，若年層におけ 

る意識が希薄になりつつあることがうかがえる。 

⇒年齢が上がるにつれて「行っている」割合が高く，また近年は，賃貸，マンションに住む人が増えているな

かで，庭がない状況もあるため，庭木・生垣に限定することなく，若い世代に緑を大切にする・緑に親しむ

といった気持ちを育てていく必要がある。 

 

【１－４－２】地産地消を心がけている人の割合  

「まったく行っていない」のうち，理由として「関心がない」が，どの世代でも主なものであった。 
⇒年齢が上がるにつれて「行っている」割合が高い傾向にある。現在，「地産地消カード」「マンガで食育」等

の事業を行っているが，さらに若い世代や無関心層の参加意欲を引き出せるような工夫が必要である。  
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●基本目標２  
水と空気と大地がきれいで，安心して暮らせるまち 
①河川・海域・地下水の水質汚濁に係る環境基準の達成を目指すとともに，土壌汚染対策法や岡

山県環境への負荷の低減に関する条例等の適正な運用を図った。 
②大気汚染に係る環境基準が未達成な地域はその速やかな達成を目指すとともに，健康被害防止

の観点から，引き続き大気汚染防止に取り組んだ。 
③騒音・振動規制法や悪臭防止法等に基づく対策，ＰＲＴＲ制度に基づく化学物質の使用実態等

の情報管理を実施した。また，広報等による普及啓発や環境美化活動を支援し，ポイ捨てや不

法投棄のないまちづくり，環境衛生意識の向上を図った。  
めざそう値を達成した 計画策定時より良好 めざそう値から遠ざかった 
２指標／８指標 ４指標／８指標 ２指標／８指標 

 

＜目標から遠ざかった指標＞ 

【２－１－１】日頃から水環境の改善を意識して行動している人の割合  

「いつもしている」の割合が減少し，「いくらか行っている」が増え，取組頻度が減っている。 

⇒２０歳未満を除いて，年齢が上がるにつれて「行っている」「どちらかというとしている」割合が高い傾向にあ

るため，２０代・３０代や無関心層の参加意欲を引き出せるような工夫が必要である。 

 

【２－２－３】通勤通学や日常の移動手段として，自転車・徒歩・公共交通機関を利用している人の割合  

「常にしている」「ときどきしている」の割合が減少し，「全くしていない」が１０年前と比較して，約１０ポイント増

となり，「全くしていない」のうち，理由として「利用したいが，利用できる公共交通機関がない」が主なものであ

った。 

⇒自転車や徒歩，公共交通機関を使ったエコな通勤をすることが，温暖化対策だけでなく自身の健

康の維持・向上にも効果的であるなど，相乗効果を生み出すことを啓発するとともに，生活利便施

設等に公共交通でアクセスしやすい，コンパクトなまちづくりを進める必要がある。                 
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●基本目標３  
リデュース，リユース，リサイクルが徹底され，循環型社会が形成されたまち 
①５Ｒの実践，生産・消費段階における資源の浪費の抑制，廃棄物の減量化・資源化を推進した。 
②排出される廃棄物は，再生利用に努め，再生利用が不可能なものについては，焼却による熱回

収を行ったうえでの減容化や最終処分などの適正処理を実施した。また，不法投棄の防止や事

業者の指導等を行った。  
めざそう値を達成した 計画策定時より良好 めざそう値から遠ざかった 
１指標／５指標 ２指標／５指標 ２指標／５指標  

＜目標から遠ざかった指標＞ 

【３－１－１】ごみの発生抑制に配慮した行動をしている人の割合  

「いつもしている」「どちらかというとしている」の６０歳以上の割合は約９割であった。 

⇒年齢が上がるにつれて「行っている」「どちらかというとしている」の割合が高い傾向にある，ごみ発生抑 

制対策について，若い世代を中心に，実践につなげていく工夫が必要である。 

 

【３－２－２】リサイクル率 

H２７年度，H２８年度は，水島清掃工場の基幹改良工事のため，リサイクル率の高い水島エコワークス

（燃やせるごみの焼却施設）で家庭ごみを処理したことから一時的にリサイクル率が向上している。また，

H３０年度は，豪雨災害のため，家庭ごみが災害ごみとして処理され，リサイクル率の高い水島エコワーク

スで処理できなかったことにより，数値が下がっている。 

⇒全世代を対象として，出前講座，広報紙を通じて，ごみの発生抑制・ごみの分別・資源化のための取

組や啓発が必要である。 

（Ｒ６年度末で水島エコワークスが運転停止となり，Ｒ７年度からは，新しく建設する（仮）西部クリーンセ

ンターの施設が供用開始となる予定である。新施設では，焼却時の熱を利用して発電を行う。）  
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●基本目標４  
地球温暖化対策の取組により，低炭素社会が形成されたまち 
①市全体の温室効果ガス排出量を削減するために，省エネルギー機器・設備の積極的な導入や

温室効果ガス排出の少ないエネルギーへのシフト等を推進した。 
②太陽光発電システム等の再生可能エネルギー設備の導入，低炭素社会の形成に向けた普及啓

発を行った。  
めざそう値を達成した 計画策定時より良好 めざそう値から遠ざかった 
２指標／５指標 ２指標／５指標 １指標／５指標 

 

＜目標から遠ざかった指標＞ 

【４－１－１】家庭で温暖化対策「グリーンくらしきエコアクション」に取り組んでいる人の割合  

「取り組んでいる人」の割合が基準値を大きく下回っており，「グリーンくらしきエコアクション」がどのような

ものか分からない人が約半数を占めている。 

⇒「グリーンくらしきエコアクション」は，家庭や事業所でできる節電・節水など地球にやさしく，温室効果ガ 

スの削減につながるエコな行動のことである。まずは，「グリーンくらしきエコアクション」を認知してもらい，

多くの人が自然とエコアクションに取り組めるような，啓発・環境学習の方法の検討が必要である。                 
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●基本目標５  
市民一人一人が，環境意識を持ち行動するまち 
①市民，市民公益活動団体事業者，行政等が連携するとともに，講演会，環境イベント，自然

観察会，出前講座の拡充を図った。 
②家庭，学校，地域，事業者が相互に連携し，子どもの発達段階に応じた学習プログラムづく

りを進め，環境教育・環境学習を推進した。  
めざそう値を達成した 計画策定時より良好 めざそう値から遠ざかった 
０指標／５指標 ３指標／５指標 ２指標／５指標   

＜目標から遠ざかった指標＞ 

【５－１－２】環境学習等で学んだことを，日常生活の中で実践している人の割合  

「環境に関する講座や講演会等の環境学習を受けたことがある」が減少しているため，「いつも実践している」

も減少した。「実践している人」のうち，２０歳未満と７０歳以上の割合が高かった。 

⇒学校などで学ぶ機会が多い２０歳未満，２０歳代は他の世代よりも「受けたことがある」割合が高い。また，

年配者は昔から自然に触れる機会が多く，環境に配慮した行動を自然と行えているものと思われる。３０～

６０歳代の親世代をターゲットとした，日常生活の中で親子で楽しく自然と取り組むことにつながる事業が

必要である。 

 

【５－２－３】自然にふれる活動に参加している子どもの数  

H２５年度から環境学習センターでの観察会，体験会などの新たな取組による利用者の増加はあったが，既

存事業の利用者の減少のほうが大きく，H２７年度から減少している。また，新型コロナウイルスの影響により，

Ｒ２年度は激減している。 

⇒子どもたちが自然とふれあえる機会を拡大するとともに，満足度の高いカリキュラムの検討が必

要である。  
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●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ，豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標１：多様な自然環境を保全し，自然とのふれあいを推進します

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

・倉敷市環境学習センターや岡山県の観察会等の開催を援助した。 環境政策課

・水質表示看板による溜川の水質の啓発及びごみ回収船による清掃活動を実施した。 環境政策課

・地区住民のスポーツレクリエーションの場となる近隣公園として，また海と港をコンセプトと
した公園である「玉島みなと公園」の維持管理を実施した。

・倉敷用水を中心とした，幅約２２m，往復約６００mの緑道と，芝生広場を備えた緑地から
なる約２.１ｈaの水と緑豊かな潤いと憩いの空間である「倉敷みらい公園」の維持管理を実
施した。

・「まび水辺の楽校」維持管理
（空き缶やごみの回収，巡回パトロールを毎月実施。なお，７月の豪雨災害以降，活動休
止）

真備支所・市民
課（環境係）

・ミズアオイ群生地の保全活動：
ヌートリア食害防護フェンスの設置など，ミズアオイ自生地の整備・管理に協力した。市民
に対して観察会等の啓発活動を行った。

・スイゲンゼニタナゴ個体群の保全：
自然保護団体等と協力して工事実施等に伴い，保全に関する協議・保護移動を実施し
た。（７件）

継続
・希少野生生物の生息の可能性がある地域の公共工事を把握し，必要に応じて環境省や
専門家と協力して，配慮工事を要請した。（調査・協議・対策を１５回実施）

環境政策課

・生物多様性審議会（委員１４人）を設置し，会議を３回実施した。

・高梁川流域圏域において，生物多様性エコツアーを推進するため，エコツアーの開催に
関心のある個人・団体に対し，実践的な講習会を実施した。

継続 ・ジャンボタニシの防除対策について，ＨＰや広報紙等で情報提供した。 農林水産課

継続 ・野草園の維持管理を実施した。 環境政策課

継続
・自然保護監視員研修会を１回実施した。
・連絡会議や定期的な報告書により，市内自然環境の状況，外来生物侵入の状況につい
て情報収集を行った。

環境政策課

継続

・市民が幅広く参加できる自然観察会，講座等を開催した。（自然観察会７件，博物館講
座６件）
・「自然史博物館友の会」による自然観察会等の開催を援助した。（友の会主催自然観察
会５件）なお，一部の自然観察会，講座は新型コロナウイルスの感染症拡大防止のため中
止した。

自然環境に配慮した公共工
事を推進する

【基本方針】：身近な自然環境の保全・再生に努め，地域の自然環境を豊かにしていくために，地域固有の生態系の確保，野生動植物の種の保存など
生物多様性の確保を図り，地域の特性に合わせて，森林・農地・水辺地等における多様な自然環境を体系的に保全・再生するとともに，人と自然のふれ
あいを確保・推進します。

継続 環境政策課

継続
・自然環境に配慮した公共工事実施（１１件）
・市土木職員を対象に環境配慮型公共事業研修を１回実施

環境政策課

継続 環境政策課

自然史博物館

人びとが憩い安らげる，自然
環境・水辺空間を保全・整備
する

継続 公園緑地課

施策No. 事業の概要

No.111

身近な自
然と水辺
の保全

市民環境団体への支援を通
じて，観察会や環境保全活
動を協働で実施する

自然保護監視員の委嘱

外来生物の駆除対策等を実
施する

No.113

自然との
ふれあい
の促進

種松山野草園の管理運営

探鳥コース・巨樹の維持管理

No.112

希少野生
生物の生
息・生息
環境の保
全

希少野生動植物の分布や生
息状況を把握する

生物多様性戦略の取り組み

希少野生動植物保全の普及
啓発及び地域住民と協働し
ての環境保全活動の実施

環境政策課

水辺教室・海辺教室等の水
生生物調査

継続

・新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響を受け，高梁川河原で水生生物調査などの
観察を中止した。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響を受け，磯（海辺）で水生生物調査などの観
察を中止した。

環境政策課

継続
・自然保護監視員や市民からの情報をもとに，巨樹・老樹の案内板を１件及び探鳥コース
の案内板を１件修繕した。

資料２－②（参考）倉敷市第二次環境基本計画に係る実施事業（令和２年度実績）
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　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ，豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標２：まちの緑化を推進し，うるおいと安らぎのある生活空間の形成をめざします

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続
・街路樹管理の実施（市道の街路樹や緑地の剪定・害虫防除を行い，良好な道路環境の
維持を行った。１４４路線）

公園緑地課

継続
・地元団体等と協力して，国立公園の管理を行った。（鷲羽山，王子が岳，由加山，通仙
園の園地清掃・剪定等を実施）

公園緑地課

ふれあいの森，美しい森の美化・維持管理を実施した。
・ふれあいの森管理（１６．３９ha）
・倉敷美しい森管理（４．３６ha）
・真備美しい森管理（６．００ha）
・愛宕山公園管理（３．６０ha）

・松くい虫予防対策として，薬剤散布や被害木の伐倒を実施（薬剤散布１３ha，伐倒６１㎥）
した。

継続 ・不要樹木を市営苗圃で管理し，引き渡しを実施（２４３本） 公園緑地課

継続 ・要望が無かったため未実施 公園緑地課

・保育園及び認定こども園庭の芝生維持管理を行った。（令和２年度末現在：累計１３園） 保育・幼稚園課

・幼稚園庭の芝生化（茶屋町東幼稚園）及び維持管理を行った。（令和２年度末現在：累
計４園）

教育施設課

・学校・園の壁面緑化（市立学校・幼稚園計１３６校園で実施）
教育企画総務
課

・小中学校庭の芝生の維持管理を行った。（令和２年度末現在：累計２１校） 教育施設課

＜花と緑あふれるまちづくり事業＞
・フラワーロード事業（倉敷中央通り，鷲羽山通り，水島商店街通りにフラワーボックス　約
１,９００個を設置）
・もてなし花壇事業（公共施設，JR駅等にフラワーボックス約２,０００個を設置）
・地区花いっぱい事業（事業に申込のあった団体に花苗を無料配付し，花壇の維持管理
等の活動を実施：団体数１２１団体）
・花の銀行活動実施（４４支店で花の種子配付　配付数２万袋）
＜緑化推進員の設置＞
・推進員２６人に対して連絡会を開催し，意見交換を行うとともに緑化の勉強会等を実施し
知識向上を図った。

<倉敷市花いっぱいコンクールの実施>
・家庭や職場・学校・自治会等で四季折々に育てられた花と緑の優秀な花壇を顕彰し，普
及啓発と市民参加による都市緑化の推進を図ることを目的に実施した。（２３件の応募，１１
件表彰）

継続
・くらしき都市緑化フェア等を実施（１０月に緑化相談，花の種子及び球根配付等を実施。
２，９８０人参加）

公園緑地課

継続
・耕作放棄地の再生作業への助成
国の交付金で対応できない農地に対する再生利用活動に対し補助金を交付した。（再生
作業，土壌改良等補助）

農林水産課

継続
・高崎公園ほか１７公園の整備，施設改修を行った。
・水島緑地福田公園のトイレ及び中央エントランスの改修を行った。

公園緑地課

継続 ・県への維持管理費負担金（水島緩衝緑地事業費負担金） 公園緑地課

・適正な管理の実施（公園内の清掃，草取り，樹木剪定・防除など　都市公園８５４箇所・遊
園２５１箇所）

・１２公園３８施設更新を行った。

・高齢者の生きがい対策として公園等の清掃管理委託実施（２４７箇所） 健康長寿課

継続
公園緑地課

継続

・生垣補助（補助件数６件）
・記念樹の配付（結婚及び誕生記念に苗木配付９４８本）
・花の苗，種の配付（花いっぱい運動や緑化フェアや環境イベント等で配付）
・花壇設置補助（補助件数１件）

公園緑地課

No.123

都市公園
等の整備

市民に身近な公園等の整
備・管理を行う

緩衝緑地の維持管理

No.122

緑化の推
進

市民（地域）との協働により，
まちの緑化を推進する（緑化
推進員，花の銀行，地区花
いっぱい団体）

緑化団体等との協働により，
啓発事業を推進する

都市公園の適正な管理

耕作放棄地の再生作業等に
対して助成を行う

市民等の緑化実施に対し
て，支援・助成を行う

公園緑地課

公共施設のブロック塀を生垣
に更新する

公共施設の壁面緑化等を推
進する

継続

【基本方針】：うるおいと安らぎのある生活空間を形成するために，都市公園の整備や街路樹の設置など，良好な都市環境の整備に努めるとともに，まち
の緑化にあたっては，公共の場所だけでなく，遊休地の活用など民有地の緑化も推進します。
多様な機能を持つ緑地を維持・創出していくために，市民・事業者・行政が連携し，それぞれの立場で緑化を推進し，うるおいと安らぎのある生活空間の
形成をめざします。

継続

森林等の緑を保全するととも
に，ふれあいの場を整備維
持管理する

継続 農林水産課

不要樹木のリサイクルを推進
する

施策No. 事業の概要

No.121

緑の保全

街路緑地帯等の適正管理

地域との協働により緑の保全
を推進する
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　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ，豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち

◆分野別目標３：瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし，伝統に根づいた風格のある美しい倉敷の景観づくりを推進します

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続

・景観絵画を「私の大好きな町の景観」を題材として募集し，小学校から３１９点，中学校か
ら９点の応募があり，会場では入賞作品を中心に展示した。（展示期間１２月１２日～１７
日）
・魅力的な景観まちづくりの推進に向けて「景観まちづくり教育」についてHPに掲載した。

都市計画課

継続
・良好な景観の形成に重要な樹木で，条件に該当し，自然，歴史・文化等からみて，樹容
が景観上の特徴を有するものを景観重要樹木としての指定するための検討を進めた。市
内の民間で所有している候補樹木を調査した。

都市計画課

伝建地区等修理修景補助
・伝統的建造物群保存地区内の建物の修理修景に対する補助（６件）
・伝統美観地区内の建物の修理修景に対する補助（１件）
・下津井町並み保存地区内の建物の修理修景に対する補助（２件）
・玉島町並み保存地区内の建物の修理修景に対する補助（１件）

文化財保護課

倉敷市まちづくり基金事業
・古くなった町家・古民家を，地域のまちづくり活動や賑わいの拠点等として再生整備する
事業に対して，まちづくり基金を活用して支援を行った。　町家・古民家の再生整備に対
する補助（6件）

まちづくり推進
課

・旧街道景観整備事業の補助実施（建築物１件） 都市計画課

継続

・倉敷市景観計画改定に伴い，倉敷駅周辺地区の指定及び，児島ジーンズストリート地区
の候補地追加に向けて，改定作業を進めた。
・景観計画の改定に伴い，倉敷駅周辺地区を景観形成重点地区に指定し，景観形成基
準等を設定した。

都市計画課

継続

・届出制度リーフレットによる周知を実施した。
・届出件数　建築物５０件（+事前協議２４件），工作物１９６件
・都市景観審議会定例会を６回（全体会議は２回）開催し，大規模な建築物の新築等２１
件について，審議会に諮問した。

都市計画課

継続
・美観地区周辺の眺望を保全するため，景観計画に眺望保全計画を位置づけ，特定届
出対象行為として変更命令等が行える制度の運用を平成２７年度より開始した。(令和２年
度対象建築物案件１件）

都市計画課

継続
・倉敷市景観計画改定に伴い，景観形成重点区域における「景観形成基準」や建築物等
の形態意匠，屋上工作物等に関する基準，建築物等の最高高さ制限に関する基準を設
定した。

都市計画課

継続
・倉敷市景観計画改定に伴い，倉敷駅周辺地区の景観形成重点区域指定エリアを「屋外
広告物モデル地区」として指定し，その基準等を設定した。

都市計画課

継続
・屋外広告物の手引きやパンフレットを作成し，周知を実施
・違反広告物の実態調査を実施し，屋外広告物の是正効果の検証を行った。
・簡易除去作業（はり紙２２件，立看板０件）

都市計画課

継続
・広告物の大きさ，量，設置個所等の基準等の見直しを検討した。景観計画改定に伴い，
倉敷駅周辺地区の「屋外広告物モデル地区」について，その基準等を設定した。

都市計画課

施策No. 事業の概要

市民への普及啓発を推進す
る

所有者・管理者との協議を通
じて，個々の景観資源の保
全活用等に関する計画を作
成する

【基本方針】：瀬戸内の温暖な気候と豊富な水量に恵まれた高梁川にはぐくまれた自然と，伝統ある歴史，文化が織りなす美しい景観は，本市の魅力で
あり，今後も歴史的資産を活用するとともに，自然環境と調和した都市美を保全・創出して行きます。
先人達が守り，育て，つくりあげてきたかけがえのない自然，歴史・文化を継承するとともに，人びとの五感，記憶を通じて，ふるさと景観として共感でき
る倉敷市の姿として将来に伝えていきます。
地域の特性を活かした固有の美を尊重した生活環境の創造を目指し，風格のあるいきいきとした都市景観の形成に努めていきます。都市景観の形成
においても，将来に環境負荷を残さない持続可能なまちづくりに資するよう，自然環境に配慮しつつ，うるおいのある緑豊かで快適な景観づくりを進めて
いきます。

継続

景観形成重点地区候補地に
おいて地区整備計画を策定
する

No.132

眺望を保
全するた
めの施策
の強化・
充実化

倉敷市景観条例に基づく届
出制度の徹底を図る

倉敷川畔美観地区周辺眺望
保全計画の位置づけ

より強化した景観基準を定
め，地域特性に応じた景観
形成を推進するための規制
誘導を行う

広告物の景観形成の配慮指
針を定める

倉敷市屋外広告物条例によ
り，周辺の景観を阻害しない
よう，かつ，町並みの魅力を
高めるよう取り組む

広告物の大きさ，量，設置箇
所等の基準や禁止地域等
ゾーニングの見直しを検討す
る

No.131

景観資源
等の保
全・活用・
整備

建築物等の新築・増改築な
ど歴史的な町並み景観の保
存を図るために必要な助成・
支援等を行う

3



　●基本目標１　環境と地域の社会・経済との調和が保たれ，豊かな自然と魅力的な景観を有しているまち
◆分野別目標４：環境と経済の好循環の創出により，地域の活性化を目指します

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続

・岡山県エコアクション２１地域事務局（岡山県環境保全事業団）における運営委員会に参
加し，エコアクション２１推進体制について協議を行った。
・中小事業者の経営層をターゲットに普及啓発セミナーを開催する予定であったが，新型
コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった。
・市内のエコアクション２１認証・登録事業者に対する更新補助制度（補助金）の運用＜３
社に補助した。＞

環境政策課

「プロジェクト２：中小事業者の環境経営支援」の計画的な推進
・中小事業者向け，くらしき省エネセミナーを開催する予定であったが，新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響により中止となった。
・倉敷市環境保全協定等を活用した省エネ，省ＣＯ2対策など

環境政策課

・中小企業者の省エネルギー設備等の導入に対し，７件の補助を実施 環境政策課

・イオンとの地域貢献包括連携協定締結(H２３.７.１９)の取組実施 観光課

・大規模小売店舗届出店舗に対して，環境配慮による地域貢献を促進した。 商工課

・アダプト・プログラムの実施（ボランティア保険への加入，アダプト・サインやほうきやごみ
袋等を支給：活動企業 パソナ岡山倉敷支店，玉島信用金庫鶴形支店，(株)片山工務店
など）

市民活動推
進課

・環境学習センターエコギャラリーにおいて，水島地域の取組をパネル展示等により紹介
した。
・環境関連のイベントで企業出展ブースを設けることで企業の環境保全活動への促進を
図る予定であったが，新型コロナウイルス感染症拡大の影響によるイベント中止により実施
できなかった。

環境政策課

・中央図書館２階のビジネスサポートコーナーに，企業のＣＳＲ報告書を置き，閲覧・貸出
用に提供した。

中央図書館

・緑のカーテン推進のため，市民，企業にゴーヤの種を配布した。 環境政策課

・公共施設等の屋根及び土地貸しによる太陽光発電システム導入
計６施設　発電能力合計２０２．４kＷ

環境政策課

継続 ・ＨＰ等によりグリーン購入に関する情報提供を行った。 環境政策課

・くらしき農業まつりは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，中止した。
・地産地消イベントによる農産品のＰＲを行った。※但し，コロナにより事業縮小
・ＨＰ（地産地消ニュース）やメルマガによる地産地消イベント等のＰＲを行った。※但し，コ
ロナにより事業縮小

農林水産課

・ＨＰによる地場産物レシピなどの紹介
・こどものための食育フェアでの啓発（朝水揚げされたばかり魚（水槽）をのぞき，市特産農
産物や加工品の販売などを通じて地産地消の啓発）
・食育メール（ピオスメール）で職員への啓発
・FMくらしき（COOL　CHOICE～未来のために，いま選ぼう～）での啓発

健康づくり課

継続
・施設の新増設等を行う際，事前に協議を実施し，環境保全対策の徹底を図るよう指導し
た。（協議件数４８件）

環境政策課

継続
・補助金交付（交付実績　研究開発２件，農林水産物８件，産業財産権取得件２１件，人
材育成３８件，販路開拓１３件，共同出展型販路開拓１件，事業承継・Ｍ＆Ａ１件，女性起
業家支援２件，人材確保８件　計９４件）

商工課

継続 ・環境対策事業に関する助成（助成実績０件） 商工課

継続

・企業立地促進奨励金（交付実績４件）
  (うち，企業誘致促進奨励金対象１件を含む）
・設備投資促進奨励金（交付実績６２件）
 （環境配慮企業に対する優遇措置あり）

商工課

継続 【再掲No.141】 農林水産課

・産業観光バスツアー(地場企業などをバスで見学するツアー）を，計６回計画していたが，
新型コロナウイルス感染症防止対策のため全て中止となった。

観光課

・「くらしき「個性と魅力」発信事業」において，大都市圏でくらしき地域資源（特産品・ＥＶ
等）をＰＲする予定であったが，新型コロナウイルス感染症の影響により事業が中止となっ
た。

商工課

【再掲No.112】 環境政策課

【基本方針】：技術的イノベーションや低炭素型への構造転換などの事業者の取り組みと，その後押しを担う行政の施策を効果的に組み合わせていく
ことで，環境保全と産業・経済の持続的な発展を目指し，雇用の維持創出・地域経済の活性化を図っていきます。環境保全を企業の社会的責任と位
置付け，環境関連技術の開発・向上や環境投資による環境配慮型経営を促進します。地域と産業とが連携・協力することにより，環境と地域の社会・
経済との調和が保たれた持続可能な社会の実現を目指します。

グリーン購入に関する情報の
提供

地産地消を推進する 継続

環境保全協定に基づき，事
前に協議を行い，施設の改
善，揮発性化合物の削減対
策について指導する

No.141

事業者の
環境対策
や環境関
連ものづく
りの促進

企業の地域貢献活動への促
進を図る

継続

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

「エコアクション２１地域事務
局」との連携による，取り組み
の推進

倉敷市地球温暖化対策実行
計画（区域施策編）の＜クー
ルくらしき80＞プロジェクトを
計画的に推進する

継続

継続

No.142

環境分野
の研究・
開発，事
業展開の
促進

中小企業が実施する研究開
発・販路開拓・産業財産権所
得・人材育成などに対して助
成を行う

商店街団体等が実施する各
種事業に対して助成を行う

立地企業に対する助成及び
設備投資に対して助成を行う

No.143

地域資源
を活用し
た持続的
な経済活
動の促進

地元産品，特産品の消費推
進を行う

本市の「個性と魅力」を情報
発信し，地場産業等を観光
資源として活かすツアーを実
施する
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　●基本目標２　水と空気と大地がきれいで，安心して暮らせるまち

◆分野別目標１：良好な水環境の保全に努めます

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続 ・管きょ：約１０．０ｋｍ整備
下水経営計画
課

継続

計画的維持管理
・管きょ，マンホール等の維持管理
（管きょ清掃及びマンホール，取付管等の修繕，管路内面補修等を実施：維持補修件
数１５０件）
・水島ほか３下水処理場，１６ポンプ場の維持管理等
（主なもの：阿津ポンプ場雨水ポンプ機械設備工事）
・倉敷雨水貯留センター，流域関連７ポンプ場の維持管理等

下水建設課

下水施設課

継続

・浄化槽設置に対する助成措置を実施した。（２８１基)
・民間住宅団地の汚水処理施設の改善経費への助成措置を実施した。(１件）
・雨水流出抑制施設の新設又は改造に要する経費の助成を実施した。（４２基）
・既存家屋の下水接続のための助成措置を実施した。（水洗便所改造補助金等１８２
件，利子補給５０件）

合併浄化槽設
置推進室
下水経営計画
課
下水普及課

継続

・下水道展開催（水リサイクル親子探検隊等で，「紙のとけ方実験」「下水道クイズ」「下水
道アンケート」等を実施）
・ポスター，標語募集及び表彰
　（ポスター・標語表彰者数１４名）
・小学４年生を対象とした下水道出前授業の実施
　（出前授業実施校２校　受講生徒２３５人）
・水洗化普及指導員による戸別訪問での下水道接続指導の実施
　（訪問数１，８２７件）

下水経営計画
課

下水普及課

継続
・生活排水対策に関するリーフレットの配布
・小中学校等に対し，出前講座及び施設見学における環境学習の実施（１２件）

環境政策課

継続
・新型コロナウイルス感染症防止対策により児島湖流域清掃大作戦を中止
・啓発ポスターの展示（応募数１７５点）
・水質保全基金の手続き（助成団体数４団体）

環境政策課

継続
・河川２１地点（内３地点は国交省が調査），海域２１地点，地下水10地点について，水
質の測定・監視を実施した。

環境政策課

継続
・ため池等での魚の斃死，水路等への油類の流出や高汚濁排水の流出について調査
を実施し，事業所に対して再発防止を指導した。

環境政策課

・最終処分場(東部最終処分場，西部最終処分場，井津井最終処分場，真菰谷最終処
分場等）の放流水や井戸水について水質検査を毎月実施した。

環境施設室

・産業廃棄物最終処分場等下流の河川，池及び地下水について，年２回６地点の水質
調査を実施し，周辺環境の保全を図った。

産業廃棄物対
策課

・１２４事業場（３３９検体）に対して立入調査を実施し，排出水の水質調査を実施し，違
反事業場に対して，水質改善の指導等を実施した。

・環境情報管理統合システムの運用により，効果的な事業者指導を実施した。

・公共下水道への排水水質検査の実施（４８事業場） 下水普及課

・不適正管理の浄化槽（８５０件）の調査・改善指導等を実施した。
合併浄化槽設
置推進室

継続 ・小規模事業場に対して，調査・改善指導等を実施した。 環境政策課

継続
・大規模開発前の土壌調査等の指導を実施した。（土壌汚染対策法第４条に基づく一
定規模以上の土地の形質の変更届出書の受理（４７件））

環境政策課

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

倉敷市下水道事業経営戦略ビ
ジョンに基づき，計画的に下水
道整備を推進します

【基本方針】：私たちが健康で安心して生活できるよう，河川や海域などの公共用水域や地下水の水質について，水質汚濁に係る環境基準の達成を目
指し，良好な水環境の整備に取り組みます。土地利用において，健全な土壌環境を維持するため，土壌汚染対策法や岡山県環境への負荷の低減に関
する条例等の適正な運用を図ります。

環境政策課

特定事業場から公共下水道へ
の排水及び浄化槽の水質検査
を実施する

継続

第２期倉敷市生活排水対策推
進計画に基づき，生活排水対
策に関する啓発を行う

児島湖流域環境保全推進協議
会の事業計画に基づき，生活
排水対策に関する啓発を行う

倉敷市公共用水域等水質測定
計画に基づき，水質の測定・監
視を実施する

市民からの苦情及び魚斃死及
び油流出等の水質事故に係る
調査を随時実施する

最終処分場（埋立処分場）の放
流水，河川等の周辺環境の水
質検査を行う

土壌汚染状況を調査し，潜在
化する土壌汚染地域を早期発
見することで，健康被害の防止
に努める

No.211

生活排水
処理対策
の総合的
な推進

継続

工場等の発生源監視を行うとと
もに，排出水の規制・指導を実
施する

継続
No.212

排水規制
による公
共用水域
などの水
質汚濁防
止

小規模工場・事業場などに対し
ても，市民からの苦情・申立て
があった場合は，調査・水質検
査・改善指導等を行う

既存の管きょ，処理場，ポンプ
場について，予防保全型への
転換と維持管理費・工事費の
最適化や長寿命化支援事業の
活用によりコスト縮減を図る

倉敷市下水道全体計画（H２９
～）の区域設定に基づき，浄化
槽の設置促進を行うとともに，
下水が使える区域は公共下水
道への接続切替の促進を行う

下水道の日（９月１０日）及び市
の催事に併せ，市民に下水道
普及及び意識の高揚と啓発活
動を行う
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　●基本目標２　水と空気と大地がきれいで，安心して暮らせるまち

◆分野別目標２：クリーンな大気環境の保全に努めます

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

・施設の届出状況や自主測定結果の確認，立入調査等を実施した。
（立入調査９２件，排出ガス測定２８施設等）

【再掲No.212】

継続 【再掲No.141】 環境政策課

・ノーマイカーデーについては，新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止 環境政策課

・スマート通勤岡山への参加（１１月）
・市職員チャレンジ・エコ通勤実施　参加者４人
・バス利用の意識啓発（バスの乗り方やマナー，運賃の支払い方法等について，小学生
にバス教室を実施）については，新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止

交通政策課

継続
・アイドリングストップ啓発活動を実施した。
・大規模小売店舗立地届出時に啓発看板を掲げる指導を実施した。

環境政策課

継続
・観光客対策として，倉敷市役所の駐車場を解放し，市役所と美観地区を往復するシャト
ルバスを運行する予定であったが，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止し
た。

観光課

継続 ・電気自動車等（１２３台）への補助を実施した。 環境政策課

継続 ・市内２４ヵ所の大気測定局と大気環境測定車により常時監視を実施した。 環境政策課

継続 ・事業場及び測定局において，降下ばいじんの分析調査を実施した。 環境政策課

継続 【再掲No.221】 環境政策課

継続
・１０測定局で常時監視を実施した。
・ＰＭ２.５の１時間値と日平均値の状況等を速報値として環境監視センターＨＰで公開し
た。

環境政策課

継続

・夏期対策期間は休日を含めた監視体制をとり，光化学オキシダント濃度が上昇した場
合に情報・注意報を発令し，FM放送やインターネット，メールマガジン配信，広報車等に
よる周知を実施した。
また，水島地区の主要工場に窒素酸化物等の排出削減を要請した。

環境政策課

継続 ・市内７か所(美和・松江・塩生・春日・乙島・監視センター・呼松)で毎月調査実施した。 環境政策課

継続

・水泳教室（公害健康被害予防対策事業）
基礎体力の増進と健康の回復を図ることを目的とし，市内居住の気管支ぜん息児童・生
徒を対象に全１０回の水泳訓練教室を実施している。令和２年度は新型コロナウイルス感
染症の影響により中止した。
・健康相談事業（公害健康被害予防対策事業）
一般市民を対象に，医師・栄養士・保健師が呼吸器疾患（ぜん息等）に関する相談に応
じる呼吸器の健康相談を行った。（全９回，延参加者数：１２人）

医療給付課

美観地区周辺の渋滞対策

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

No.221

大気汚染
物質発生
源に対す
る規制・指
導

工場や事業場に立入調査を
実施し，施設の届出状況や
自主測定結果の確認，施設
の排ガス中のばい煙測定な
どを実施する

継続

次世代型エコカーの普及促
進

アイドリングストップ・エコドラ
イブなどの啓発を行う

【基本方針】：私たちの健やかな暮らしに影響を及ぼすことがないよう，大気汚染に係る環境基準が未達成な地域はその速やかな達成を，既に達成し
ている地域は良好な水準を目指すとともに，健康被害防止の観点から，引き続き大気汚染防止に取り組む。

環境政策課

環境保全協定に基づき，施
設の新増設を行う際には，事
前に協議を行い，施設の改
善，揮発性化合物の削減対
策について指導する

市民や事業者に対して，マイ
カー利用の抑制のための啓
発を行う

継続

No.222

大気汚染
状況の常
時監視に
よる，市民
の健康被
害発生の
防止

市内に配置された測定局と
移動測定車により，大気汚染
物質の常時監視を実施する

発生源の特定に向けた降下
ばいじんの分析調査を行う

発生源である工場や事業場
への立入や，排出状況を確
認するための調査や規制及
び指導を実施する

微小粒子状物質（PM２.５）の
大気中濃度の常時監視を実
施する

県との協力のもと，オキシダ
ントが高濃度になりやすい時
期を「大気汚染防止夏期対
策期間」とし，休日を含めた
監視体制をとり，光化学オキ
シダント濃度の常時監視を強
化する

有害大気汚染物質の排出状
況を把握するための調査を
実施する

大気汚染の影響による健康
被害を予防し，市民の健康
保持及び増進を図る
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　●基本目標２　水と空気と大地がきれいで，安心して暮らせるまち

◆分野別目標３：安心・安全な生活環境の実現に努めます

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続

・苦情が寄せられた工場等に対して立入を実施し，発生原因を調査し，防音・防振対策につ
いて指導を実施した。
・法に基づく届出が提出された際，届出者に防音・防振について指導を実施（騒音届出２１１
件・振動届出１５９件）

環境政策課

継続

・環境騒音測定５地点，自動車騒音４地点
・道路に面する地域の面的評価１１区間
・新幹線騒音及び振動３地点
・瀬戸大橋騒音３地点

環境政策課

継続 ・工場や事業場への立入調査を実施した。 環境政策課

継続
・工場・事業場での敷地境界・排出水の特定悪臭物質測定を環境監視センターで実施し
た。（延べ１６回）

環境政策課

継続
・アイドリングストップに係るリーフレットの配布を実施した。
・大規模小売店舗立地届出時に早朝や夜間に係る騒音・振動への配慮を指導した。

環境政策課

継続
・養成研修未実施（新型コロナウイルス感染症防止対策のため）
・サポーター数累計１８５人（令和２年度末現在）

生活衛生課

継続

・排ガス中ダイオキシン類調査（６施設）
・排水中ダイオキシン発生源調査(２事業所)
・公共用水域ダイオキシン類調査（１５地点）
・大気環境調査（２地点）
・土壌中ダイオキシン類調査（８地点）
・地下水ダイオキシン類調査（３地点）

環境政策課

継続 ・届出受理及び届出結果公表した。（届出件数１５４事業所） 環境政策課

継続
・関係機関からの情報収集（県や環境省・経済産業省）
・収集した情報の提供（ＰＲＴＲ市民ガイドブックを閲覧・配布等）

環境政策課

・地区住民の奉仕清掃作業により搬出された雑草及び土砂等の処理を業者に委託し（一部
直営），清掃を実施した。(実施件数６９３件，土砂等処理量３２９.１㎥，草処理量２４５.５ｔ)

・本市と倉敷市環境衛生協議会との共催の全市一斉ごみ０キャンペーンは中止。（新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大防止のため）
・各地区環境衛生協議会が実施する一斉清掃は中止。（新型コロナウイルス感染症感染拡
大防止のため）

【再掲№211】 環境政策課

・沙美海水浴場の海開き前に，地元住民，学校，企業等と連携して行う海岸清掃活動は中
止。（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため）

企画経営室

・高梁川流域クリーン一斉行動事業
高梁川流域圏域の市町で清掃活動を実施した。
(４市１町で実施，参加人数１１,２８０人，ごみ回収量１０.２６t）

生涯学習課

継続

・倉敷市環境衛生改善地区が行う事業のうち，ごみステーション整備（９１件），水道設備の
新設（２件）又は器具等の購入（１１４件）に必要な経費に対して補助金を交付した。
・環境衛生改善の普及を図るため，倉敷市環境衛生協議会事業の運営補助を行った。
・地域の環境美化活動を支援するため，花壇等への花の苗の購入費や除草作業などの費
用に対して補助を行った。（２６支部）

環境衛生課

継続

・飼い犬ふん害対策「イエローカード作戦」を実施し，必要な資材を２３団体に提供した。
・飼い犬のふん害でお困りの市民に，犬のふん放置禁止を啓発する看板を配布した。（看板
３７４枚）
・狂犬病予防注射会場のうち７３会場において，倉敷市環境衛生協議会と協働し，飼い主へ
直接，犬のふん持ち帰りを呼びかけるポケットティッシュとチラシの配布を行った。
・犬のふん放置対策として，「イエローカード作戦」を行った。市は市民環境団体等と協働し
て，必要な資材を提供した。

環境衛生課

継続

・不法投棄でお困りの市民を対象に，不法投棄禁止を啓発する看板を配布した。（看板１４２
枚）
・倉敷市シルバー人材センターに不法投棄多発箇所のパトロールを委託した。（委託箇所
児島塩生，福田町福田）
・移動式監視カメラを，不法投棄が多発している１２箇所に一定期間設置した。
・不法投棄の情報を早朝・夜間・休日でも受け付けられるよう，「不法投棄１１０番」を設置し
た。

環境衛生課

【基本方針】：安心・安全な生活環境を確保するために，騒音規制法，振動規制法や悪臭防止法等に基づき，継続して対策を行います。
事業者等が適正に化学物質の管理・使用を行うように指導するとともに，ＰＲＴＲ制度に基づき，使用実態等の情報について管理・提供していきます。ま
た，化学物質に対する不安解消のために，化学物質に関する正確な情報をわかり易く説明・提供するよう努めていきます。
さらに，環境衛生意識の向上を図るために，広報等による普及啓発や環境美化活動を支援し，ポイ捨てや不法投棄のないまちづくりを進めていきます。

No.232

化学物質
による汚
染状況の
把握，排
出事業者
規制によ
る，生活
環境の保
全

ダイオキシン類対策特別措置
法に基づき，発生源に対する
監視や指導とあわせて，環境
中等のダイオキシン類調査を
実施する

ＰＲＴＲ制度に基づいて事業所
からの化学物質の排出量の届
出の集計を行い，結果の公表
を行う

新たに健康影響が懸念される
化学物質について情報の収集
や提供を行う

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

No.231

悪臭・騒
音・振動
の規制な
どによる，
市民生活
環境の改
善及び保
全

騒音規制法，振動規制法に基
づき，発生源への立入調査を
実施する

騒音規制法，振動規制法に基
づき，環境騒音，交通騒音，交
通振動の実態把握を行う

悪臭防止法に基づき，発生源
への規制や指導を実施する

悪臭物質発生工場での調査
測定を実施，また，市民からの
悪臭苦情に対する調査測定を
実施する

出前講座やリーフレットの配布
等，啓発活動を実施する

犬ねこ等適正飼育啓発員を養
成する

No.233

地域の環
境美化の
推進

年２回地区清掃を実施するとと
もに，全市一斉ごみ０キャン
ペーンなどを実施する

継続

環境衛生課

倉敷市環境衛生協議会事業
運営への補助など，地域の主
体的な取組を支援する

広報やパンフレット等による普
及啓発により環境美化意識の
向上を図る

不法投棄の防止と早期発見の
体制強化を図る
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　●基本目標３　リデュース，リユース，リサイクルが徹底され，循環型社会が形成されたまち

◆分野別目標１：生産，消費段階を含めた「ごみ」そのものの排出抑制を推進します

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

新規
平成３０年７月豪雨に伴う倉敷市の災害廃棄物処理の経験や課題を踏まえ，倉敷市
災害廃棄物処理計画を改定した。

一般廃棄物対策課

新規
国の指針に沿った目標値に対する実績評価及びこれまでの取組施策の効果を検証
し，更なるごみ減量化を推進するための施策及び目標値を定めた一般廃棄物処理基
本計画を策定した。

一般廃棄物対策課

継続

・リサイクルフェアの開催（令和２年度は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め中止）
・暮らしとごみ展の開催（本庁舎・各支所で小中学生から募集したポスター・標語の展
示を行った。応募作品２６７点）
・スマートフォンを利用した「ごみ分別アプリケーション」の配信
・広報くらしき別冊を作成・配布した。

一般廃棄物対策課

継続 ・船穂地区で生ごみ収集・堆肥化事業を実施した。（３２３世帯１２６ｔ） 一般廃棄物対策課

継続

・地区町内会等での出前講座推進
・生ごみ水切りの推進（環境イベント，出前講座等などの啓発活動）
・マイバック・マイ箸運動の推進（県下統一ノーレジ袋デー(毎月１０日)にスーパーの
店頭で市民団体と協働で啓発イベントを実施，令和２年度は新型コロナウイルス感染
症感染拡大防止のため中止）
・家庭ごみ減量チャレンジ冊子及び雑がみ回収用紙袋を小学４年生に配付し，夏休
みに各家庭でごみ減量の取り組みを進めた。（５９校参加　４，５４９部配付）

一般廃棄物対策課

継続
・倉敷市マイバッグ・マイ箸運動推進協力店認定制度により，認定店舗に，認定証の
交付，ポスター・のぼりなどの広報物品を貸与した。（マイバッグ協力店数：１１事業者
４８店舗，マイ箸協力店数:３事業者６店舗）

一般廃棄物対策課

継続
・堆肥化容器購入助成（補助基数２０１基）
・生ごみ処理機購入助成（補助基数１１９基）

一般廃棄物対策課

継続
・子ども会や町内会などに報奨金を交付した。（実施団体数９５７団体・回収重量９，３
５６ｔ）

一般廃棄物対策課

継続
・堆肥センターで，有機堆肥の生産（約１３６tの農業残さや家庭生ごみから約９８ｔの有
機堆肥を生産）

農林水産課

継続 ・収集物運搬処理（処理量約９ｔ） 農林水産課

No.312

市民・事
業者の自
主的な活
動の促進

生ごみ処理容器（コンポスト・
ボカシ容器・生ごみ処理機）
を購入する世帯に助成を行う

家庭からの資源物について，
集団回収を実施するごみ減
量化協力団体へ報奨金を交
付する

家庭からの生ごみを生ごみ
堆肥センターで有機堆肥に
し再利用する

漁業団体が収集したゴミの運
搬処理を行う

【基本方針】：市民・事業者・行政がそれぞれ役割を理解し，廃棄物の減量化・資源化を推進するため，５Ｒ（Refuse,Reduce,Reuse,Recycle,Regenerate）
の実践がなされている社会の形成を目指します。排出段階ではもちろんのこと，生産・消費段階においても，資源の浪費を抑え，ごみとなる可能性のあ
るもの全ての排出抑制を推進していきます。

施策Ｎｏ. 事業の概要

No.311

ごみとなる
可能性の
ある全て
の排出の
抑制

災害廃棄物処理計画の改定

一般廃棄物処理基本計画の
改定

市民のリサイクル意識の向
上，分別の徹底，ごみの減
量・適正処理についての意
識啓発を図る

生ごみ資源化事業の推進

家庭でのごみ減量の推進

倉敷市マイバック・マイ箸運
動推進協力店認定制度の推
進
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　●基本目標３　リデュース，リユース，リサイクルが徹底され，循環型社会が形成されたまち

◆分野別目標２：廃棄物の減量化・資源化の推進及び適正処理に努めます

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続
・マイはし作り体験（県市等が実施する環境イベントで実施した。）
・啓発用ティッシュの配布
・【再掲No.311】

一般廃棄物
対策課

継続 【再掲No.312】
一般廃棄物
対策課

継続
・先進的なリサイクル事業の施設整備事業経費の一部を補助を実施
令和２年度実績：０件

産業廃棄物
対策課

継続
・大規模事業主に対し，計画書の提出を求めた。(計画書２１１件)
・事業所に対して，個別訪問を実施し，分別指導を行った。（事業所数６８件）

一般廃棄物
対策課

継続
・廃食用油を回収し，バイオディーゼル燃料を精製し，公用車に使用
令和２年度は，２０，９９５Ｌ回収し，８，５８５Ｌ作成した。

一般廃棄物
対策課

継続
・リサイクル推進センター（クルクルセンター）で，木製家具の修理再生及び販売，古本・古着
の無償提供，リサイクルの研修・体験講座などを実施した。（来館者数１０，５５８人，リサイク
ル体験者数１７７人，再生木材家具・衣類・書類・マイバッグ引渡し数１７，００２点）

一般廃棄物
対策課

継続
・倉敷市地域美化推進員制度の活用によるごみの減量化及び資源化の推進指導を実施し
た。

環境衛生課

継続 ・びん搬入量： ２,２１７.９６ｔ，生きびん排出量：１０４.３４ｔ，カレット排出量：２,１３１.０２ｔ 環境施設室

継続
・リサイクル協力店からの回収実施（９３店舗，回収量３９４ｔ）
・地区ステーション等回収実施（回収量２６８ｔ）

一般廃棄物
対策課

・ごみステーション収集(倉敷，水島，児島，玉島，船穂，真備地区　合計約５,５００箇所)
・各地区環境センター等でのごみ受入れ
・使用済み食用油を倉敷市環境衛生協議会が回収拠点を設け，月１回回収を実施
・電話等での事前申込による粗大ごみの個別収集実施

・市内在住の要介護者や障がい者のみの世帯のうち，独力でごみ出し困難な世帯を対象に
戸別収集（ふれあい収集）を実施した。（実施世帯数：９８世帯）

継続
・粗大ごみとして回収されたものの中から，２８分類全品目をピックアップ方式により回収し
た。（回収量９４４ｔ)

一般廃棄物
対策課

継続 ・業者への助成実施（処理量４７２ｔ）
一般廃棄物
対策課

継続
・倉敷市内６地区（倉敷・水島・児島・玉島・船穂・真備）でごみステーションに出された燃やせ
るごみについて組成分析を行った。

一般廃棄物
対策課

継続
・不法投棄家電の適正処理（１６３台）
・乾電池・古タイヤ・モーターバイク等を処理委託した。（処理量：乾電池約１１８t，モーターバ
イク約４ｔ）

一般廃棄物
対策課

・一般廃棄物処理業許可件数１３５件(収集運搬業１２４件，処分業６件，処理施設設置５件)
一般廃棄物
対策課

・産業廃棄物処理業等許可件数３５１件(収集運搬業１３２件，処分業８４件，処理施設１３５
件)
・自動車リサイクル法(引取業８０件，フロン類回収業３６件の登録，解体業１６件，破砕業１１
件の許可）
・産業廃棄物処理施設等への立入調査，焼却炉等の適正な維持管理について指導，運搬
車輌検査を実施した。
・多量に産業廃棄物を排出する事業者に対し，減量・再生利用等を盛り込んだ処理計画を
作成し，実行するよう指導した。（指導事業者数：１１５事業所））

産業廃棄物
対策課

・一般廃棄物処理施設（焼却処理場・資源循環型廃棄物処理施設，粗大ごみ処理施設，最
終処分場等）の適正な運営（維持管理）を行った。（一般廃棄物処理施設の維持管理情報
（処分量，排ガス測定結果，処理水測定結果等）は，毎月ＨＰで公表）
・水島清掃工場の第２期長期包括管理委託が適正に行われているか監視を行い，安全で安
定したごみの処理を実施した。

・白楽町ごみ焼却処理場及びし尿処理施設の一部を安全かつ安心に解体撤去を行い，ス
トックヤード等の集約整備を行った。
［実績額]　　１２,４１６,５５６円：解体・整備工事施工監理業務委託
　　　　　　　９９３,０３６,７７９円：解体・整備工事

・（仮称）倉敷西部クリーンセンターの整備運営事業者選定業務及び設計・工事監理業務を
実施した。
［実績額]　２４,４０８,０００円：事業者選定支援業務委託
  　　　　　　１０,３４０,０００円：設計・工事監理業務委託
・汚泥再生処理センター整備事業について，発注支援業務を実施した。
［実績額]　７,０８４,０００円：発注支援業務委託

継続
・警察ＯＢ４名を監視指導員として採用し，産業廃棄物の不適正処理や不法投棄等に対する
監視・指導を実施した。（立入，指導件数年２,１７９件）

産業廃棄物
対策課

継続
・民間警備会社に委託し，平日夜間及び休日のパトロールを実施（年１６２回）
・ヘリコプターによる上空監視（年４回）及びセスナ機による啓発広報（年１回）を実施
・不法投棄防止用カメラによる監視活動を実施

産業廃棄物
対策課

継続
・ＨＰ，チラシ等を活用して産業廃棄物に関する情報を提供した。
（例年講師として出席している産業廃棄物の排出事業者や処理業者等を対象とした民間主
催の講習会は，新型コロナウイルス感染防止のため中止となった。）

産業廃棄物
対策課

【基本方針】：排出される廃棄物は，再生利用に努め，再生利用が不可能なものについては，焼却による熱回収を行ったうえでの減容化や最終処分など
の適正処理を実施し，廃棄物が環境に与える負荷を可能な限り抑えます。また，効率的に廃棄物を処理することで，ごみ処理経費の節減に努めます。不
法投棄による環境破壊を防止するため，違法行為には厳正に対処するとともに，事業者等の意識の向上に努めます。

環境施設室

不法投棄の防止や事業者の指
導等を行う

航空機による上空監視，パト
ロール等による不法投棄の防止

一般廃棄物
対策課

使用済み小型家電のリサイクル

事業系びんを再資源化する業
者へ助成を行う

家庭ごみの組成分析調査

回収体制の整備・充実

No.322

廃棄物
の適正
処理に
よる環境
負荷の
抑制

不法に投棄された廃家電及び
市の施設では処理が困難な廃
棄物の適正処理

廃棄物処理法，自動車リサイク
ル法に基づき，事業者への許
可，指導，立入調査を行う

継続

マニフェストシステムの徹底，啓
発活動の推進

焼却場，処分場などのごみ処理
施設を適正に運営する

継続

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

No.321

廃棄物
の再生
利用の
促進

マイバック・マイ箸運動を推進す
る

生ごみ処理容器（コンポスト等，
生ごみ処理機）を購入する世帯
に助成を行う

先進的なリサイクル関係施設等
の整備等についての助成

一般廃棄物減量資源化計画書
の提出指導の実施

廃食用油のバイオディーゼル燃
料化事業の実施

リサイクル推進センターを拠点と
したリユース事業や各種講座の
開催

地域美化推進員制度による，地
域のごみの減量・資源化を推進

処理施設に搬入されたびんの選
別・再資源化

リサイクル協力店等からの回収
したペットボトル再商品化

継続
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　●基本目標４　地球温暖化対策の取組により，低炭素社会が形成されたまち

◆分野別目標１：温室効果ガス削減の取組を推進します

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続
・区域施策編「クールくらしきアクションプラン」の概要版を市民や事業者に配布した。
【再掲No.141】

環境政策課

継続 ・「倉敷市地球温暖化対策審議会」で，計画の進捗状況について報告した。（１回実施） 環境政策課

継続
・Ｇ－ＫＥＡ改訂版を各種環境イベントで広く配布し，普及啓発を実施した。
また，Ｇ－ＫＥＡの内容を市民に周知した。

環境政策課

継続
・グリーンメイトの登録呼びかけ（登録者数１８３人）
・緑のカーテンコンテスト実施（市民，事業者合計；３６作品）
・市民にゴーヤの種を５,０００袋配布

環境政策課

継続
・地球温暖化対策に係る出前講座及び施設見学における環境学習の実施（１９件）
・伊東家の省エネ体験（イオンモール倉敷で実施した。）（７回）
・こどもエコライフチャレンジの実施（小学校１校実施）

環境政策課

継続 【再掲No.221】 交通政策課

継続 【再掲No.221】 環境政策課

継続 【再掲No.221】 交通政策課

継続 【再掲No.221】 環境政策課

継続
・環境交流スクエアに設置する簡易水素ステーション及び市が導入した燃料電池自動車
を活用した普及啓発を実施した

環境政策課

継続 ・充電設備設置（普通１件，Ｖ２H充放電設備２件）への補助制度を実施した。 環境政策課

・倉敷市公共施設低炭素配慮指針の運用
（指針の周知，新エネや省エネ機器の導入実績の情報共有や勉強会を目的に倉敷市公
共施設低炭素化検討委員会を１回開催）

・ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業については，診断希望施設がなかったため，事業を実
施しなかった。
※国の補助事業（補助率１０分の９）

No.412

省エネル
ギー設備
等の導入
による温
室効果ガ
スの排出
抑制

運輸・民生部門の省エネ，ＣＯ
２削減対策を推進するため，市
民への設備等の購入に対して
助成を行う

市が所有する電気自動車等を
活用して，市民へ電気自動車
の普及啓発を行う

電気自動車充電設備の整備を
推進する

倉敷市公共施設低炭素配慮
指針に基づき，公共施設の低
炭素化を推進する

継続 環境政策課

ＮＰＯ等との連携によるイベント
開催など，市民への啓発と温
室効果ガス削減の取組を推進
する

公共交通機関や徒歩・自転車
によるエコ移動を推進する

市民や事業者に対して，マイ
カー利用の抑制のための啓発
を行う

【基本方針】：低炭素社会の実現に向けては，すべての主体が地球温暖化問題に対する意識を高め，実際に行動することが，大きな推進力になります。
限りある資源とエネルギーを大切にし，自然環境との調和を図る，環境にやさしいライフスタイルの普及が必要不可欠です。
低炭素社会の形成を目指し，すべての市民・事業者・行政が自ら率先して省エネルギーの徹底や温室効果ガス排出の少ないエネルギーへのシフトを心
がけ，市全体の温室効果ガス排出量を削減するよう努めます。

市民，事業者，行政等の協働
により「倉敷市地球温暖化対
策実行計画（区域施策編）」の
進行管理を実施する

「グリーンくらしきエコアクショ
ン」（Ｇ－ＫＥＡ）の普及定着に
よる，低炭素型ライフスタイル
への転換を図る

「くらしきグリーンメイト（緑の
カーテン推進員）」とともに緑の
カーテンを普及促進する

No.411

ライフスタ
イルの見
直しによる
温室効果
ガスの排
出抑制

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

平成２２年度に策定した「倉敷
市地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）」を，市民・事業
者に対して周知・徹底を図る
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　●基本目標４　地球温暖化対策の取組により，低炭素社会が形成されたまち

◆分野別目標２：地域特性を活かした再生可能エネルギーの積極的利用により，資源・エネルギー循環型の社会を目指します

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続 ・既築住宅に対し，１７８件の設置補助を実施した。 環境政策課

継続 ・３５件の補助を実施した。 環境政策課

継続 ・６件の補助を実施した。 環境政策課

継続 ・５０件の補助を実施した。 環境政策課

継続 ・２０８件の補助を実施した。 環境政策課

継続 ・くらしきサンサン倶楽部２,０４１世帯分１,０３７ｔのクレジットを創出（売却実績２，６１６ｔ） 環境政策課

継続 【再掲No.411】 環境政策課

継続
・ＳＴＯＰ温暖化くらしき実行委員会構成団体により，各種イベントへ出展し普及啓発を実
施予定だったが，新型コロナウイルスの影響で実施できなかった。

環境政策課

継続 ・倉敷市地球温暖化対策実行計画(事務事業編)に基づく省エネ・温暖化対策の推進 環境政策課

継続 ・「節電くらしきガイドライン」を配布し，全庁で節電を実施した。 環境政策課

継続

・ライフパーク倉敷，消防局倉敷消防署合同庁舎，児島消防署，児島支所，玉島支所，
真備支所，芸文館，倉敷公民館，玉島図書館の９施設を継続した。
・倉敷市民会館の工事を竣工し，ＥＳＣＯサービスを開始した。
・他施設の導入可能性について検討した。

公有財産活用
室

・保育園及び認定こども園庭の芝生維持管理を行った。（令和２年度末現在：累計１３園） 保育・幼稚園課

・学校・園の壁面緑化（市立学校・幼稚園計１３６校園で実施） 教育企画総務課

・小中学校庭の維持管理を行った。（令和２年度末現在：累計２１校）

・幼稚園庭の芝生化（茶屋町東幼稚園）及び維持管理を行った。（Ｒ２末現在：累計４園）

・要望が無かったため未実施 公園緑地課

継続

・児島下水処理場消化ガス発電事業（７５ｋＷ)を平成２７年度より開始し，平成２８年度５０
ｋＷを追加し合計１２５ｋＷの発電事業とした。電力は自家消費するとともに引き続きＣＯ2
の排出量を削減する。
   　【R2年度発電電力量　約６６万ｋWｈ】
・引き続きＪクレジットの創出を行っている。

下水施設課

・倉敷市公共施設低炭素配慮指針の運用
（指針の周知，新エネや省エネ機器の導入実績の情報共有や勉強会を目的に倉敷市
公共施設低炭素化検討委員会を１回開催）

・ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業については，診断希望施設がなかったため，事業を実
施しなかった。
※国の補助事業（補助率１０分の９）

【再掲No.412】倉敷市公共施
設低炭素配慮指針に基づき，
公共施設の低炭素化を推進す
る

継続 環境政策課

No.422

公共施設
への再生
可能エネ
ルギー設
備の率先
導入

公共施設へ再生可能エネル
ギー設備を導入する

継続 【再掲No.141】 環境政策課

継続

・エネルギー使用量の把握
・省エネ中長期投資計画の策定
・施設設備機器台帳，管理標準の作成･更新
・再生可能・未利用エネルギーの検討
・エネルギー管理規定の運用
・電気需要平準化の対策

環境政策課

公共施設の省エネルギー対策
を実施する

（くらしき流ESCO事業）公共施
設の省エネルギー対策を実施
する

【再掲No.121】公共施設の壁面
緑化等を推進する

継続
教育施設課

【基本方針】：「晴れの国おかやま」という太陽エネルギーの利用に有利な気象条件や，電気自動車の生産地である等，地球温暖化対策の鍵となる特性を
有しており，これらの地域特性を活かした，資源・エネルギー循環型の社会を目指します。

市の事業活動に伴うエネル
ギー使用量を把握するととも
に，省エネ中長期投資計画を
策定する

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

No.421

家庭への
再生可能
エネル
ギー設備
の導入促
進

住宅用太陽光発電システムを
設置した家庭に助成を行う

倉敷市が定める認定基準に適
合する低炭素住宅「次世代エ
コハウス」に対する助成を行う

住宅用太陽熱温水器を設置し
た家庭に助成を行う

住宅用燃料電池システムを設
置した家庭に助成を行う

定置型リチウムイオン蓄電池を
設置した家庭に助成を行う

補助事業者の排出削減分をク
レジット化し，「Ｊ－クレジット制
度」を活用した温室効果ガス削
減事業を実施する

「グリーンくらしきエコアクション
（Ｇ－ＫＥＡ）」の普及定着によ
る，低炭素型ライフスタイルへ
の転換を図る

再生可能エネルギー（太陽光
発電システム以外）設備の導入
が進むよう普及啓発を行う

倉敷市地球温暖化対策実行
計画（事務事業編）の推進
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　●基本目標５　市民一人一人が，環境意識を持ち行動するまち

◆分野別目標１：環境教育・環境学習を推進し，環境意識を持ち行動できる人を増やします

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続

・６／６，６／２８環境フェスティバル（体験型環境学習，エコフードコーナー，環境講演会
などのイベント）＜新型コロナの影響のため中止＞
・【再掲No.113】
・各種環境学習講座の実施（２２件２９５人参加）
・各種出前講座の実施（１６件５７５人参加）
・【再掲No.141】

環境政策課

継続

・市民学習センターや公民館で，一般廃棄物対策課と連携したくらしき市民講座「包んで
結んでくらしを豊かに～ふろしきエコバッグをつくろう！～」といった，環境をテーマにした
講座を実施した。新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和２年４月～10月中旬
まで全講座を中止した。（市民学習センター：１講座１９名受講，公民館：０講座）

市民学習センター

・環境交流スクエア西棟４階の「環境学習センター」を環境学習の拠点施設として活用し
た。
（エコライブラリー・エコギャラリー・環境学習教室の施設利用実績３，７２２人，イベント・講
座等参加者数３,１２７人）

・流域連携事業として，各学校の令和３年度の学習計画策定に間に合うよう，令和２年８
月に関係市町の教育委員会，小中学校へ「倉敷市環境学習センター」の利用案内を送
付するとともに教育委員会へ訪問した。

継続

・第２９回特別展「岡山県のレッドデータ生物２０２０」を開催した。
　（来場者数６,１２６人）
・特別陳列「新着資料展２０２０＜総合＞」「畠田和一貝類コレクション展２，３」「新着資料
展＜チョウ・ガ＞」「新着資料展＜甲虫など＞」「むしむしサロン」「野鳥の色鉛筆画と剥製
のコラボ展」「みんなの動物ラボ」「第２８回しぜんしくらしき賞作品展」を開催した。
・「まちかど博物館」の新規貸出設置（１４施設に３２台）
・「倉敷市立自然史博物館研究報告」の発行（５５０部）
・専門分野の寄稿・講演（１１２件）
・自然史資料の収集（標本約３１,６００点，文献２,５９７点）
・市民が幅広く参加できる自然観察会，講座等を開催（１３件）
・「友の会」による自然観察会等の開催の援助（５件）
・自然に関する問い合わせ対応（１,０３３件）
・外部への講師派遣（２５件）
なお，「１１月３日は自然史博物館まつり」は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中
止した。

自然史博物館

継続

・環境学習センター登録団体連携事業（八間川調査隊等を実施した。）
・環境学習センター登録団体による会議室や展示室の無料使用（実績延べ７件）
・環境学習センター登録団体又はエコライブラリー利用登録者に環境学習用器材（ワット
チェッカー，燃費計，小型顕微鏡等）の無料貸出
・【再掲No.411】

環境政策課

終了 － 企画経営室

継続

・ＳＴＯＰ温暖化くらしき実行委員会の開催＜５回開催＞（事務局：環境学習センター）
・【再掲No.411】
・環境学習を通じた人材育成・まちづくりを考える協議会（事務局：公益財団法人 水島地
域環境再生財団）への参画　など

環境政策課

No.512

環境学習
や環境活
動を支え
る人（地
域・ＮＰＯ）
の育成

地域の環境学習活動を推進す
るための市民パートナーの養
成や活動支援に努め，市域全
体の環境保全活動の活性化を
図る

高梁川流域７市３町の大学・企
業・各種団体等によるネット
ワーク組織によって，流域の自
然，歴史・文化，産業，町並み
等をテーマとした学校教育の
補完や企業研修等を実施。圏
域の将来を担う人材育成とコ
ミュニティの意識向上を図る。

行政，企業，市民団体等が情
報共有や取組を共有できる
ネットワークの形成をめざす

環境政策課

自然史博物館事業の推進

環境に関する情報の収集及び
適切な情報の提供を行う

継続

・ＨＰの充実
・広報紙掲載（広報くらしき等）
・記者クラブ，小中学校等への情報提供
・環境関連の講座やイベント情報の配信

環境政策課

【基本方針】：これまでの環境学習の機会をさらに充実させるとともに，環境学習・環境活動を支える人材（地域・ＮＰＯ）の育成を図ることで，人間と環境と
の関わりについて正しい知識をもち，自らが責任をもって，持続可能な社会づくりに主体的に参加できる人を増やすことを目指します。

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

No.511

環境学習
の機会の
提供

講演会，環境イベント等への出
展，自然観察会，出前講座，
環境学習講座等の充実を図る

市民学習センターや公民館で
の環境学習講座の充実を図る

環境学習センターでの環境学
習・講座等の充実を図る

継続
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　●基本目標５　市民一人ひとりが，環境意識を持ち行動するまち

◆分野別目標２：次世代を担う子どもたちへの環境教育を充実し，行動できる人を育てます

R1から
の区分

令和２年度実績 担当課

継続
【再掲No.411】
【再掲No.511】

環境政策課

継続
・全小・中学校で，環境教育全体計画，指導計画に基づき，教科や総合的な学習の時
間を中心に環境教育に取り組んだ。

教委・指導課

継続
・「自然保護」「水質・大気」「地球温暖化対策」といった３つのカテゴリに分けたプログラ
ムを作成し講座を実施した。

環境政策課

【再掲No.113】 環境政策課

・新型コロナウイルス感染症拡大防止のため漁業体験学習を中止した。 農林水産課

継続 ・広報，会員登録受付，環境に関する情報の提供等を行った。 環境政策課

継続 【再掲No.411】 環境政策課

【基本方針】：家庭，学校，地域など多様な場で，それぞれの発達段階に応じた環境教育を推進し，また，家庭，学校，地域，事業者が相互に連携した
取組を行うことにより，将来を担う子どもたちが環境に配慮した行動のよき実践者となるように，環境教育・環境学習の推進を目指します。

継続

広報，事務局の支援等を通
じ，「こどもエコクラブ活動」の
支援を実施する

市民団体等と連携して，出前
講座を実施する

主要な施策に基づく主な事業　　年度別計画

施策No. 事業の概要

No.521

これから
の時代を
担う子供
たちの環
境教育の
充実

企業，市民団体等と連携し
た，環境教育を推進する

各学校が計画的に教科学習
や体験的な学習に取り組み，
環境教育を充実する

発達段階に応じた環境学習プ
ログラムづくり

山，川，海の自然環境を活か
した体験型学習プログラムづく
り
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倉敷市第二次環境基本計画「めざそう値」

令和２年度市民アンケート調査結果

倉敷市環境政策課

資料２－③（参考）



 

 

 

2 
 

Ⅰ アンケート調査の概要                       

１ 調査目的 

  倉敷市では「自然と人が共生し 未来につなぐ 健全で恵み豊かな環境」の実現をめざし，令和２年度

までを計画期間とする「第二次環境基本計画」に基づいて，さまざまな環境施策に取り組みました。 

  このアンケート調査は，市民のみなさまが環境について日頃感じていることや，身近な環境についての

満足度及び意向等を調査し，計画目標の達成状況把握などに活用することで，今後の市政運営に役

立てていくものです。 

 

２ 実施状況 

（１） 調査対象 

令和２年９月末現在，市内に居住する１６歳以上の市民の中からコンピュータで無作為に抽出した２，

０００人（過去に同調査で調査対象となった人を除く） 

 

 

（２） 調査期間 

    令和３年１月８日（金）～令和３年２月１５日（月） 

 

 

（３） 調査方法 

    上記調査対象の２，０００人に対して郵送による調査 

 

 

（４） 調査項目 

問番号 設問内容 目的 

－ 回答者の属性について 回答者の属性を把握するため 

問 1～問 17 環境分野ごとの意識や関心度について めざそう値を把握するため 

問 18 環境分野ごとの重要度と満足度 
市民が感じている施策別の重要度・

満足度を把握するため 

 

※構成比率について 

回答の構成比率は小数点第 2 位を四捨五入しているため，合計は必ずしも 100％になりません。 



 

 

 

3 
 

Ⅱ アンケート回答者属性                       

 「倉敷市第二次環境基本計画「めざそう値」市民アンケート調査」について，令和３年１月８日から２月１５

日にかけて実施し，２，０００人に対してアンケート票を郵送したところ，１００５人から回答があり，回答者

属性は次のとおりでした。 

（回収率５０．３％） 

 

［単位 上段：回答者数（人），下段：構成比率（％）］ 

１ 性別 

男性 女性 未回答 

413 576 16 

41.1% 57.3% 1.6% 

 
２ 年齢別 

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 未回答 

23 44 51 128 168 198 387 6 

2.3% 4.4% 5.1% 12.7% 16.7% 19.7% 38.5% 0.6% 

 
３ 地域別 

倉敷 
地区 

水島 
地区 

児島 
地区 

玉島 
地区 

庄 
地区 

茶屋町 
地区 

船穂 
地区 

真備 
地区 

未回答 

491 158 114 134 25 31 14 33 5 

48.5% 15.3% 12.4% 11.8% 2.5% 3.3% 1.7% 4.3% 0.2% 

 

【グラフ 回答者属性：性別・年齢別 回答者構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.1%

57.3%

1.6%

男性 女性 未回答

2.3%

4.4%

5.1%

12.7%

16.7%

19.7%

38.5%

0.6%

20歳未満 20歳代 30歳代
40歳代 50歳代 60歳代
70歳以上 未回答
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【表 回答者属性：性別・年齢別 回答者・構成比率】  ［単位 回答者数（人），構成比率（％）］ 

年齢 
回答 

者数 

年齢別 

構成比率 

性別 

男 女 未回答 

回答 

者数 

構成 

比率 

回答 

者数 

構成 

比率 

回答 

者数 

構成 

比率 

20 歳未満 23 2.3% 9 2.2% 14 2.4% 0 0% 

20 歳代 44 4.4% 22 5.3% 22 3.8% 0 0% 

30 歳代 51 5.1% 22 5.3% 29 5.0% 0 0% 

40 歳代 128 12.7% 42 10.2% 85 14.8% 1 6.3% 

50 歳代 168 16.7% 67 16.2% 100 17.4% 1 6.3% 

60 歳代 198 19.7% 81 19.6% 114 19.8% 3 18.8% 

70 歳以上 387 38.5% 169 40.9% 212 36.8% 6 37.5% 

未回答 6 0.6% 1 0.2% 0 0% 5 31.3% 

合計 1005 100% 413 100% 576 100% 16 100% 

【表 回答者属性：地域別回答者数 回答率】 

地域 

アンケート発送について アンケート回答について

地域別人口 
構成比率(%) 

(R2.9 末) 

発送数 
(人) 

回答者数 
(人) 

有効回答率 
(%) 

回答者 
構成比率 

(%) 

① ② ②/① ②/全回答者数

倉敷 41.8% 836 491 58.7% 48.9% 

水島 18.4% 368 158 42.9% 15.7% 

児島 14.0% 279 114 40.9% 11.3% 

玉島 13.3% 265 134 50.6% 13.3% 

庄 3.2% 64 25 39.1% 2.2% 

茶屋町 3.5% 69 31 44.9% 3.1% 

船穂 1.6% 33 14 42.4% 1.4 

真備 4.3% 86 33 38.4% 3.3% 

未回答 - - 5 - 0.5% 

合計 100% 2,000 887 50.3% 100% 
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【グラフ 回答者属性：地域別有効回答率】 

【グラフ 回答者属性・年齢別 回答者構成比率】 

58.7%

42.9% 40.9%

50.6%

39.1%
44.9%

42.4%
38.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

倉敷 水島 児島 玉島 庄 茶屋町 船穂 真備

有
効
回
答
率
（
％
）

地域

2.6%

0.6%

1.8%

3.0%

3.2%

6.1%

2.3%

3.9%

3.8%

4.4%

7.5%

12.0%

3.2%

4.4%

8.1%

4.4%

1.8%

0.7%

3.2%

5.1%

15.5%

10.1%

9.6%

11.2%

8.0%

19.4%

7.1%

3.0%

12.7%

17.3%

10.1%

14.9%

20.9%

24.0%

25.8%

14.3%

18.2%

16.7%

17.3%

20.9%

21.9%

20.1%

36.0%

25.8%

28.6%

21.2%

19.7%

35.2%

49.4%

45.6%

36.6%

20.0%

19.4%

50.0%

51.5%

38.5%

100.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

倉敷

（491件中）

水島

（158件中）

児島

（114件中）

玉島

（134件中）

庄

（25件中）

茶屋町

（31件中）

船穂

（14件中）

真備

（33件中）

未回答

（5件中）

合計

（1005件中）

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 未回答
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Ⅲ アンケート調査結果                          

 

《問１》 身近な自然を守るための活動を行っていますか。 

 

 

【グラフ１：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１分野別目標１（分野１）】 

多様な自然環境を保全し，自然とのふれあいを促進します 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 R2 目標値 

「行っている」人の割合 １０．９％ ６．９％ １５％ ２０％ 

10.9%

15.0%

20.0%

13.1%

9.9%

10.1%

8.9%
8.0% 8.7%

9.5%

8.4%

8.2%

6.9%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

身近な自然を守る活動を行っている人の割合

目標値

実績

6.9% 20.8% 18.4% 51.5% 2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

行っている いくらか行っている あまり行っていない まったく行っていない 未回答
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 【グラフ１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 【グラフ１：地域別・回答構成比率】 

 

  

6.9%

16.7%

10.6%

7.6%

4.2%

2.3%

2.0%

2.3%

20.8%

50.0%

23.5%

25.3%

16.7%

16.4%

15.7%

2.3%

30.4%

18.4%

17.6%

18.7%

18.5%

20.3%

3.9%

27.3%

39.1%

51.5%

33.3%

46.0%

45.5%

57.1%

60.2%

76.5%

65.9%

30.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

行っている いくらか行っている あまり行っていない まったく行っていない 未回答

6.9%

20.0%

6.1%

14.3%

8.0%

11.9%

7.9%

7.0%

5.3%

20.8%

40.0%

45.5%

21.4%

16.1%

36.0%

18.7%

23.7%

15.8%

20.0%

18.4%

15.2%

35.7%

16.1%

16.0%

21.6%

14.0%

22.8%

17.3%

51.5%

40.0%

33.3%

28.6%

67.7%

32.0%

45.5%

51.8%

51.3%

55.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

行っている いくらか行っている あまり行っていない まったく行っていない 未回答
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《問１－１》 問１で「４．まったく行っていない」と答えた方におたずねします。 

         「まったく行っていない」理由がありましたら，教えてください。 

 

【グラフ１－１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１－１：地域別・回答構成比率】 

 

32.2%

9.1%

25.0%

47.6%

12.5%

36.1%

35.6%

23.5%

33.9%

26.3%

50.0%

36.4%

25.0%

23.8%

12.5%

14.8%

28.8%

21.0%

29.9%

24.1%

36.4%

25.0%

14.3%

37.5%

32.8%

16.9%

28.4%

22.5%

16.0%

50.0%

18.2%

25.0%

14.3%

12.5%

14.8%

18.6%

24.7%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計…

未回答…

真備地区…

船穂地区…

茶屋町地…

庄地区…

玉島地区…

児島地区…

水島地区…

倉敷地区…

関心はあるが、何をしたらいいのかわからない 関心はあるが、時間がない 関心がない その他（ ） 未回答

32.2%

30.9%

33.3%

38.5%

37.7%

15.4%

24.1%

42.9%

26.3%

50.0%

14.6%

32.2%

31.3%

29.9%

46.2%

24.1%

28.6%

24.1%

16.9%

24.4%

25.0%

27.3%

35.9%

41.4%

28.6%

16.0%

50.0%

36.0%

7.8%

4.2%

5.2%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（518件中）

未回答

（2件中）

70歳以上

（178件中）

60歳代

（90件中）

50歳代

（96件中）

40歳代

（77件中）

30歳代

（39件中）

20歳代

（29件中）

20歳未満

（7件中）

関心はあるが、何をしたらいいのかわからない 関心はあるが、時間がない 関心がない その他（ ） 未回答
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《問１－１》 問１で「４．まったく行っていない」と答えた方におたずねします。 

 「まったく行っていない」理由がありましたら，教えてください。 

※その他（カッコ内回答） 要約

内容 件数 

1 身体的な理由（体調不良，身体が不自由，高齢） 63 

2 機会，情報がない 3 

3 時間がない（仕事，家事，育児，趣味で忙しい） 4 

4 コロナ禍で外出を控えている 3 

5 人に会いたくない 3 

6 以前は緑化運動に加入していた 1 

7 個人で気を付けている 1 

8 考えたことがなかった 1 

9 自然にしてさわらないこと 1 

10 町内会の用水掃除等はしている 1 

11 やる気がない 1 

12 団体で行うことは好きでない 1 

13 外出が少なく交流が少ない 1 

14 未回答 3 
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《問３》 公園や街路樹などの身近な緑に満足していますか。        

 

 

【グラフ３：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１分野別目標２（分野２）】 

まちの緑化を推進し，うるおいと安らぎのある生活空間の形成を目指します 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

  

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「満足」＋「どちらかというと満

足」の人の割合 
５９．８％ ６５．６％ ６８％ ７５％ 

59.8%

68.0%

75.0%

61.7%

57.0%

62.8%

66.5%

65.7%

63.0%

67.3%
64.7% 64.0%

65.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

公園や街路樹などの身近な緑に満足している人の割合

目標値

実績

17.2% 48.4% 19.1%

4.4%

8.7%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満 不満 わからない 未回答
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【グラフ３：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ３：地域別・回答構成比率】 

 

17.2%

18.3%

17.2%

16.1%

12.5%

19.6%

25.0%

17.4%

48.4%

33.3%

47.3%

51.0%

48.2%

53.1%

41.2%

45.5%

43.5%

19.1%

16.7%

19.4%

20.7%

18.5%

19.5%

19.6%

6.8%

26.1%

4.4%

16.7%

4.1%

3.5%

4.8%

6.3%

7.8%

8.7%

33.3%

9.3%

4.5%

8.3%

7.8%

9.8%

18.2%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満 不満 わからない 未回答

17.2%

21.2%

14.3%

16.1%

12.0%

21.6%

12.3%

23.4%

15.5%

48.4%

40.0%

42.4%

42.9%

48.4%

52.0%

48.5%

55.3%

50.0%

46.6%

19.1%

18.2%

28.6%

19.4%

16.0%

14.9%

17.5%

16.5%

21.6%

4.4%

20.0%

9.1%

9.7%

4.0%

2.2%

4.4%

0.6%

5.5%

8.7%

40.0%

9.1%

14.3%

6.5%

4.0%

11.2%

8.8%

7.6%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満 不満 わからない 未回答
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《問４》 庭木や生垣，鉢植えやプランター栽培などの身近な緑化を行っていますか。 

 

 

【グラフ４：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１分野別目標２（分野２）】 

 まちの緑化を推進し，うるおいと安らぎのある生活空間の形成を目指します 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「行っている」の人の割合 ５０．３％ ４３．９％ ５８％ ６５％ 

50.3%

58.0%

65.0%

49.4%

46.1%

48.9%

44.5%

47.6%

44.2%
42.3% 41.0%

43.9% 43.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

庭木や生垣などの身近な緑化に努めている人の割合

目標値

実績

43.9% 31.4% 9.4% 13.1% 2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

行っている いくらか行っている あまり行っていない まったく行っていない 未回答
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【グラフ４：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ４：地域別・回答構成比率】 

43.9%

83.3%

54.8%

44.4%

44.6%

32.8%

17.6%

15.9%

13.0%

31.4%

16.7%

29.7%

36.4%

28.6%

35.2%

31.4%

22.7%

39.1%

9.4%

7.0%

7.6%

7.1%

11.7%

15.7%

25.0%

26.1%

13.1%

6.7%

8.6%

16.1%

19.5%

33.3%

34.1%

21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

行っている いくらか行っている あまり行っていない まったく行っていない 未回答

43.9%

80.0%

63.6%

50.0%

54.8%

40.0%

48.5%

39.5%

50.0%

39.3%

31.4%

20.0%

27.3%

35.7%

16.1%

28.0%

26.9%

36.0%

31.6%

33.0%

9.4%

3.0%

14.3%

16.1%

12.0%

9.0%

14.0%

7.0%

9.0%

13.1%

6.1%

12.9%

12.0%

13.4%

8.8%

8.2%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

行っている いくらか行っている あまり行っていない まったく行っていない 未回答
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《問４－１》 問４で「４．まったく行っていない」と答えた方におたずねします。 

「まったく行っていない」理由がありましたら，教えてください。 

【グラフ４－１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ４－１：地域別・回答構成比率】 

 

12.1%

11.5%

11.8%

18.5%

8.0%

17.6%

6.7%

25.0%

11.5%

41.2%

37.0%

24.0%

35.3%

6.7%

43.9%

26.9%

35.3%

37.0%

52.0%

35.3%

80.0%

80.0%

18.2%

46.2%

11.8%

7.4%

16.0%

11.8%

6.7%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（132件中）

未回答

（0件中）

70歳以上

（26件中）

60歳代

（17件中）

50歳代

（27件中）

40歳代

（25件中）

30歳代

（17件中）

20歳代

（15件中）

20歳未満

（5件中）

関心はあるが、何をしたらいいのかわからない 関心はあるが、庭などの場所がない 関心がない その他（ ） 未回答

12.1%

50.0%

33.3%

22.2%

10.0%

11.0%

25.0%

25.0%

66.7%

11.1%

30.0%

15.4%

28.0%

43.9%

50.0%

25.0%

50.0%

40.0%

69.2%

41.5%

18.2%

50.0%

16.7%

20.0%

15.4%

18.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（132件中）

未回答

（0件中）

真備地区

（2件中）

船穂地区

（0件中）

茶屋町地区

（4件中）

庄地区

（3件中）

玉島地区

（18件中）

児島地区

（10件中）

水島地区

（82件中）

倉敷地区

（132件中）

関心はあるが、何をしたらいいのかわからない 関心はあるが、庭などの場所がない 関心がない その他（ ） 未回答
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 《問４－１》 問４で「４．まったく行っていない」と答えた方におたずねします。 

         「まったく行っていない」理由がありましたら，教えてください。 

 

※その他（カッコ内回答） 要約 

 

  内容 件数 

1 身体的な理由（体調不良，身体が不自由，高齢） 8 

2 手入れする時間がない 4 

3 家族の人がやってくれている 4 

4 うまくいかない 3 

5 虫が嫌い 2 

6 やる気がない 1 

7 未回答 2 
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《問５》 地域の個性や生活・文化を活かした景観づくりができていると思いますか。 

【グラフ５：合計・回答構成比率】 

【基本目標１分野別目標３（分野３）】 

瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし，伝統に根づいた風格のある美しい倉敷の景観づくりを推進します

【めざそう値：年度別推移】 

H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「できている」＋「どちらかと

いうとできている」人の割合 
３８．９％ ４０．４％ ４５％ ５０％ 

38.9%

45.0%

50.0%
46.1%

38.1%

43.8%

43.3%
45.1%

40.2%

44.7%

39.9%
42.5%

40.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

地域の個性や生活・文化を活かした景観づくりができて

いると思う人の割合

目標値

実績

7.3% 33.1% 23.7% 11.4% 22.0% 2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

できている どちらかというとできている どちらかというとできていない できていない わからない 未回答



17 

【グラフ５：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ５：地域別・回答構成比率】 

7.3%

7.5%

4.5%

8.3%

7.0%

7.8%

13.6%

8.7%

33.1%

16.7%

36.4%

35.4%

26.8%

29.7%

29.4%

27.3%

47.8%

23.7%

33.3%

22.2%

24.7%

29.2%

25.8%

17.6%

15.9%

13.0%

11.4%

16.7%

10.9%

11.1%

10.1%

13.3%

21.6%

6.8%

8.7%

22.0%

33.3%

20.4%

21.2%

22.0%

23.4%

21.6%

34.1%

21.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

できている どちらかというとできている どちらかというとできていない できていない わからない 未回答

7.3%

3.0%

7.1%

9.7%

4.0%

7.5%

5.3%

7.0%

8.1%

33.1%

20.0%

39.4%

35.7%

38.7%

24.0%

32.1%

34.2%

35.4%

32.2%

23.7%

20.0%

27.3%

21.4%

25.8%

24.0%

20.1%

25.4%

19.6%

25.3%

11.4%

20.0%

12.1%

14.3%

6.5%

8.0%

13.4%

7.9%

10.1%

12.4%

22.0%

40.0%

18.2%

21.4%

19.4%

32.0%

25.4%

24.6%

25.9%

18.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

できている どちらかというとできている どちらかというとできていない できていない わからない 未回答
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《問７》 身近な生活環境の中での眺め（景観）に満足していますか。 

 

 

【グラフ７：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１分野別目標３（分野３）】 

瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし，伝統に根づいた風格のある美しい倉敷の景観づくりを推進します  

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「満足」＋「どちらかというと

満足」人の割合 
５１．８％ ６２．３％ ５７％ ６２％ 

51.8%
57.0%

62.0%

54.6%

50.6%

56.3%

58.2%
55.4%

60.3%

59.6%
61.6% 61.2%

62.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

身近な生活環境の中での眺め（景観）に満足している人

の割合

目標値

実績

12.9% 49.4% 21.9% 5.1% 9.3% 1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満 不満 わからない 未回答
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【グラフ７：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【グラフ７：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.9%

14.0%

13.1%

9.5%

12.5%

7.8%

22.7%

17.4%

49.4%

50.0%

49.4%

54.5%

51.2%

44.5%

41.2%

36.4%

60.9%

21.9%

19.1%

21.2%

25.6%

28.1%

23.5%

22.7%

13.0%

5.1%

33.3%

4.4%

2.5%

6.0%

7.8%

11.8%

4.3%

9.3%

16.7%

10.6%

7.6%

7.7%

5.5%

15.7%

15.9%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満 不満 わからない 未回答

12.9%

18.2%

7.1%

12.9%

12.0%

13.4%

15.8%

10.8%

12.8%

49.4%

40.0%

42.4%

57.1%

58.1%

48.0%

53.0%

52.6%

50.0%

47.3%

21.9%

18.2%

21.4%

19.4%

20.0%

23.1%

16.7%

20.9%

23.8%

5.1%

40.0%

6.1%

14.3%

8.0%

3.0%

4.4%

3.8%

5.7%

9.3%

20.0%

12.1%

9.7%

8.0%

5.2%

9.6%

12.7%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

満足 どちらかというと満足 どちらかというと不満 不満 わからない 未回答



 

20 
 

《問８》 地産地消を心がけていますか。 

※「地産地消」とは，「地域で生産されたものを地域で消費する」ことを言います。 

 

 

【グラフ８：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標１分野別目標４（分野４）】 

 環境と地域の好循環の創出により，地域の活性化を目指します 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「心がけている」人の割合 ３２．１％ ２７．３％ ４１％ ５０％ 

32.1%

41.0%

50.0%

34.2%

32.4%

35.0%

37.1%

35.0%

25.9%

32.3%

24.4%

27.7%

27.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

地産地消を心がけている人の割合

目標値

実績

27.3% 49.5% 15.6% 6.4% 1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

心がけている どちらかというと心がけている どちらかというと心がけていない 心がけていない 未回答
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【グラフ８：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ８：地域別・回答構成比率】 

27.3%

33.3%

32.0%

28.3%

26.2%

24.2%

17.6%

18.2%

49.5%

66.7%

48.3%

47.5%

54.2%

48.4%

49.0%

40.9%

69.6%

15.6%

13.2%

17.7%

12.5%

21.9%

17.6%

18.2%

21.7%

6.4%

3.6%

6.6%

7.1%

4.7%

15.7%

20.5%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

心がけている どちらかというと心がけている どちらかというと心がけていない 心がけていない 未回答

27.3%

40.0%

33.3%

21.4%

38.7%

44.0%

35.8%

20.2%

14.6%

28.7%

49.5%

60.0%

42.4%

64.3%

41.9%

40.0%

47.8%

57.0%

55.1%

47.3%

15.6%

12.1%

14.3%

9.7%

8.0%

9.7%

14.0%

19.6%

17.5%

6.4%

6.1%

9.7%

8.0%

5.2%

6.1%

8.9%

5.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

心がけている どちらかというと心がけている どちらかというと心がけていない 心がけていない 未回答
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0.3%

5.7%

25.2%

68.8%

0% 20% 40% 60% 80%

未回答

３ その他（ ）

２ 地域で作られた製品を購入するように心がけて

いる

１ 地域でとれた食材を購入するように心がけてい

る

【グラフ８－１：回答構成比率】 

※その他（カッコ内回答） 要約

内容 件数 

1 自宅などで育てた野菜を食べている 17 

2 自分なりに地産地消率アップのための取組をしている 4 

《問８－１》 問８で「１．心がけている」と答えた方におたずねします。 

どのようなことに心がけていますか。（複数回答可） 

問８で「１．心がけている」と答えた人は，274人
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《問８－２》 問８で「４．心がけていない」と答えた方におたずねします。 

「心がけていない」理由がありましたら，教えてください。 

【グラフ８－２：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

【グラフ８－２：地域別・回答構成比率】 

 

18.8%

14.3%

46.2%

16.7%

12.5%

50.0%

10.9%

7.1%

7.7%

33.3%

12.5%

48.4%

42.9%

38.5%

33.3%

66.7%

37.5%

88.9%

50.0%

21.9%

35.7%

7.7%

16.7%

33.3%

37.5%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（64件中）

未回答

（0件中）

70歳以上

（14件中）

60歳代

（13件中）

50歳代

（12件中）

40歳代

（6件中）

30歳代

（8件中）

20歳代

（9件中）

20歳未満

（2件中）

関心はあるが、何をしたらいいのかわからない 地産地消がどうして大切なのかわからない 関心がない その他（ ） 未回答

18.8%

66.7%

50.0%

14.3%

7.1%

24.1%

10.9%

14.3%

14.3%

13.8%

48.4%

100.0%

33.3%

50.0%

57.1%

42.9%

64.3%

37.9%

21.9%

28.6%

42.9%

14.3%

24.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（64件中）

未回答

（0件中）

真備地区

（2件中）

船穂地区

（0件中）

茶屋町地区

（3件中）

庄地区

（2件中）

玉島地区

（7件中）

児島地区

（7件中）

水島地区

（14件中）

倉敷地区

（29件中）

関心はあるが、何をしたらいいのかわからない 地産地消がどうして大切なのかわからない 関心がない その他（ ） 未回答
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《問８－２》 問８で「４．心がけていない」と答えた方におたずねします。 

         「心がけていない」理由がありましたら，教えてください。 

 

 

※その他（カッコ内回答） 要約 
 内容 件数 

1 値段が安いものを優先してしまう 8 

2 国産のものを買うようにしていて、地域までは気にしていない 1 

3 地産のものがどんなものか知らない 1 

4 販売所が近くにない 1 

5 自分では食材を扱っていない 1 

6 地産地消が今の地域で重要な事かどうかわからない 1 

7 日々の生活では、近くのスーパーでの買い物になる 1 

8 身体がついていけない 1 
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《問９》 身近な空気がきれいに保たれていると感じていますか。 

 

 

【グラフ９：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標２分野別目標２（分野６）】 

 クリーンな大気環境の保全に努めます 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「感じている」＋「どちらかという

と感じている」人の割合 
４０．９％ ５５．４％ ５５％ ７０％ 

40.9%

55.0%

70.0%

46.6% 47.3%

48.6%

50.7%
51.7% 52.1%

49.6% 50.4% 53.1%
55.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

身近な空気がきれいに保たれていると感じる人の割合

目標値

実績

15.7% 39.7% 21.4% 14.2% 8.0% 1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答



27 

【グラフ９：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ９：地域別・回答構成比率】 

15.7%

16.7%

20.2%

19.2%

9.5%

7.8%

2.0%

22.7%

17.4%

39.7%

16.7%

42.4%

39.4%

45.2%

33.6%

23.5%

27.3%

56.5%

21.4%

16.7%

18.1%

19.2%

24.4%

29.7%

37.3%

11.4%

13.0%

14.2%

50.0%

9.3%

13.6%

12.5%

21.9%

29.4%

27.3%

4.3%

8.0%

8.3%

8.1%

8.3%

6.3%

7.8%

9.1%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答

15.7%

20.0%

36.4%

7.1%

22.6%

16.0%

14.9%

21.1%

10.8%

14.7%

39.7%

42.4%

64.3%

41.9%

40.0%

52.2%

38.6%

25.9%

40.3%

21.4%

20.0%

9.1%

14.3%

16.1%

24.0%

19.4%

21.1%

24.7%

22.2%

14.2%

60.0%

3.0%

9.7%

16.0%

9.0%

7.0%

29.7%

13.2%

8.0%

6.1%

14.3%

9.7%

4.0%

3.7%

12.3%

6.3%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答
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《問１０》 通勤通学や日常の移動手段として，自転車・徒歩や公共交通機関を利用していますか。 

※車の使用を控えることで，ＣＯ２削減による地球温暖化防止や排気ガス削減による大気 

汚染の防止につながります。 

 

 

【グラフ１０：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標２分野別目標２（分野６）】 

クリーンな大気環境の保全に努めます 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 R2 目標値 

「常にしている」＋「ときどきし

ている」人の割合 
５０．３％ ４１．３％ ６３％ ７５％ 

50.3%

63.0%

75.0%

51.5% 49.1%

48.8%

49.0%

47.3%

45.3%

44.3%

47.6%

45.9%

41.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

通勤通学や日常の移動手段として，自転車・徒歩・公共

交通機関を利用している人の割合

目標値

実績

19.1% 22.2% 21.2% 35.0% 2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

常にしている ときどきしている あまりしていない まったくしていない 未回答
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【グラフ１０：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１０：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19.1%

18.9%

15.7%

17.3%

14.8%

23.5%

22.7%

78.3%

22.2%

16.7%

27.6%

22.7%

15.5%

19.5%

13.7%

22.7%

8.7%

21.2%

33.3%

24.8%

23.7%

21.4%

15.6%

9.8%

11.4%

8.7%

35.0%

50.0%

23.5%

36.4%

45.8%

49.2%

52.9%

40.9%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

常にしている ときどきしている あまりしていない まったくしていない 未回答

19.1%

9.1%

7.1%

22.6%

16.0%

17.9%

16.7%

15.2%

22.4%

22.2%

24.2%

7.1%

41.9%

16.0%

21.6%

21.9%

22.8%

21.8%

21.2%

40.0%

27.3%

64.3%

22.6%

28.0%

24.6%

23.7%

15.8%

19.1%

35.0%

60.0%

33.3%

21.4%

12.9%

40.0%

33.6%

35.1%

41.1%

34.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

常にしている ときどきしている あまりしていない まったくしていない 未回答
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 《問１０－１》 問１０で「４．まったくしていない」と答えた方におたずねします。 

         「まったくしていない」理由がありましたら，教えてください。 

【グラフ１０－１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【グラフ１０－１：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.3%

36.3%

51.4%

58.4%

54.0%

59.3%

61.1%

100.0%

6.5%

7.7%

8.3%

5.2%

7.9%

3.7%

11.1%

33.3%

11.0%

12.5%

7.8%

11.1%

7.4%

22.2%

29.3%

66.7%

39.6%

26.4%

24.7%

25.4%

29.6%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（352件中）

未回答

（3件中）

70歳以上

（91件中）

60歳代

（72件中）

50歳代

（77件中）

40歳代

（63件中）

30歳代

（27件中）

20歳代

（18件中）

20歳未満

（1件中）

利用したいが、利用できる公共交通機関がない 車の使用を控えることで特に効果があるとは思わない 関心がない その他（ ） 未回答

50.3%

45.5%

100.0%

75.0%

50.0%

64.4%

50.0%

38.5%

50.9%

6.5%

27.3%

25.0%

4.4%

12.3%

5.3%

11.1%

33.3%

9.1%

10.0%

15.6%

12.5%

7.7%

11.1%

29.3%

66.7%

9.1%

30.0%

15.6%

32.5%

36.9%

31.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（352件中）

未回答

（3件中）

真備地区

（11件中）

船穂地区

（3件中）

茶屋町地区

（4件中）

庄地区

（10件中）

玉島地区

（45件中）

児島地区

（40件中）

水島地区

（65件中）

倉敷地区

（171件中）

利用したいが、利用できる公共交通機関がない 車の使用を控えることで特に効果があるとは思わない 関心がない その他（ ） 未回答
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 《問１０－１》 問１０で「４．まったくしていない」と答えた方におたずねします。 

         「まったくしていない」理由がありましたら，教えてください。 

 

※その他（カッコ内回答） 要約 

 

  内容 件名 

1 公共交通機関では不便、時間がかかる 50 

2 身体的な理由（体調不良，身体が不自由，高齢） 21 

3 仕事などの都合 11 

4 あまり外出しない 6 

5 送迎の為、原付使用、シニアカー使用 10 

6 未回答 5 
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《問１１》 日頃の生活の中で，水環境の改善（水や水辺を汚さない，きれいにする）を意識して行動 

していますか。 

 

 

【グラフ１１：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標２分野別目標１（分野５）】 

 良好な水環境の保全に努めます 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「いつもしている」人の割合 ２３．９％ ２２．５％ ５０％ ７５％ 

23.9%

50.0%

75.0%

24.8%

22.8%

25.0%

24.6%

23.2%

21.4%

21.5%

21.7%

22.3%

22.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

日頃から水環境の改善を意識して行動している人の割合

目標値

実績

22.5% 58.9% 12.8% 4.6% 1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない していない 未回答
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【グラフ１１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【グラフ１１：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22.5%

33.3%

30.5%

23.2%

14.3%

15.6%

9.8%

15.9%

17.4%

58.9%

66.7%

54.0%

62.6%

64.3%

63.3%

58.8%

45.5%

69.6%

12.8%

10.9%

9.6%

17.3%

16.4%

15.7%

15.9%

13.0%

4.6%

2.3%

4.0%

4.2%

3.9%

15.7%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない していない 未回答

22.5%

40.0%

36.4%

7.1%

22.6%

28.0%

26.1%

23.7%

19.6%

21.2%

58.9%

60.0%

57.6%

92.9%

67.7%

48.0%

55.2%

59.6%

59.5%

58.7%

12.8%

3.0%

6.5%

16.0%

13.4%

11.4%

14.6%

13.8%

4.6%

3.2%

8.0%

4.5%

3.5%

4.4%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない していない 未回答



 

34 
 

 《問１１－１》 問１１で「４．していない」と答えた方におたずねします。 

          「していない」理由がありましたら，教えてください。 

【グラフ１１－１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【グラフ１１－１：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50.0%

44.4%

25.0%

71.4%

40.0%

50.0%

66.7%

34.8%

33.3%

62.5%

28.6%

20.0%

37.5%

22.2%

10.9%

22.2%

12.5%

20.0%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（46件中）

未回答

（0件）

70歳以上

（9件中）

60歳代

（8件中）

50歳代

（7件中）

40歳代

（5件中）

30歳代

（8件中）

20歳代

（9件中）

20歳未満

（0件中）

日頃の生活の中でどのようなことをしていいのかわからない 関心がない その他（ ） 未回答

50.0%

100.0%

16.7%

25.0%

28.6%

69.2%

34.8%

50.0%

83.3%

50.0%

57.1%

15.4%

10.9%

50.0%

14.3%

11.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（46件中）

未回答

（0件）

真備地区

（0件中）

船穂地区

（0件中）

茶屋町地区

（1件）

庄地区

（2件）

玉島地区

（6件中）

児島地区

（4件中）

水島地区

（7件中）

倉敷地区

（26件中）

日頃の生活の中でどのようなことをしていいのかわからない 関心がない その他（ ） 未回答
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 《問１１－１》 問１１で「４．していない」と答えた方におたずねします。 

          「していない」理由がありましたら，教えてください。 

 

※その他（カッコ内回答） 要約 

 
 内容 件数 

1 身体的な理由（身体が不自由） 1 

2 水辺が身近にない 1 

3 未回答 3 
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《問１２》 身近な河川・用水路がきれいで流れ豊かな水辺になっていると感じていますか。 

 

 

【グラフ１２：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標２分野別目標１（分野５）】 

 良好な水環境の保全に努めます 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「感じている」＋「どちらかという

と感じている」人の割合 
３１．２％ ３４．７％ ４５％ ６０％ 

31.2%

45.0%

60.0%

31.7%
30.5%

33.9%

35.5%

37.2%

34.6%

34.0%
30.3%

36.8%
34.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

身近な河川・用水路がきれいで流れ豊かな水辺になって

いると感じている人の割合

目標値

実績

6.6% 28.1% 29.6% 28.2%

6.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答
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【グラフ１２：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１２：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.6%

10.1%

7.6%

3.0%

3.1%

2.0%

4.5%

28.1%

50.0%

32.8%

30.8%

29.2%

16.4%

13.7%

15.9%

30.4%

29.6%

16.7%

24.0%

29.3%

34.5%

38.3%

29.4%

31.8%

39.1%

28.2%

33.3%

24.0%

28.3%

25.6%

32.8%

52.9%

36.4%

17.4%

6.6%

6.7%

4.0%

7.7%

8.6%

2.0%

9.1%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答

6.6%

3.0%

7.1%

12.9%

3.7%

5.3%

7.0%

7.7%

28.1%

40.0%

33.3%

14.3%

25.8%

4.0%

29.1%

28.1%

31.0%

28.1%

29.6%

20.0%

27.3%

64.3%

19.4%

36.0%

33.6%

31.6%

25.9%

28.7%

28.2%

40.0%

27.3%

7.1%

41.9%

52.0%

25.4%

21.1%

27.8%

29.1%

6.6%

6.1%

7.1%

8.0%

7.5%

13.2%

6.3%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答
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《問１３》 ごみが無く，まちがきれいに清掃されていると感じていますか。 

【グラフ１３：合計・回答構成比率】 

【基本目標２分野別目標３（分野７）】 

安心・安全な生活環境の実現に努めます 

【めざそう値：年度別推移】 

H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「感じている」＋「どちらかとい

うと感じている」人の割合 
３８．４％ ５１．３％ ５５％ ７０％ 

38.4%

55.0%

70.0%

41.4%

42.9%

47.7%

51.4%
52.7% 51.1%

50.5% 49.0%

55.9%

51.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

ごみが無くまちがきれいに清掃されていると感じている

人の割合

目標値

実績

9.1% 42.2% 27.2% 16.6%

4.0%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答
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【グラフ１３：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１３：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.1%

16.7%

12.4%

11.1%

4.2%

8.6%

2.0%

4.3%

42.2%

66.7%

45.2%

41.9%

46.4%

32.8%

41.2%

25.0%

43.5%

27.2%

23.5%

27.3%

31.0%

32.8%

17.6%

43.2%

26.1%

16.6%

16.7%

12.9%

18.2%

14.3%

20.3%

33.3%

25.0%

8.7%

4.0%

3.9%

1.5%

4.2%

4.7%

5.9%

4.5%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答

9.1%

20.0%

9.1%

7.1%

12.9%

7.5%

7.0%

12.0%

9.2%

42.2%

60.0%

24.2%

42.9%

51.6%

24.0%

43.3%

43.0%

41.8%

43.2%

27.2%

48.5%

35.7%

19.4%

36.0%

26.1%

35.1%

23.4%

25.5%

16.6%

20.0%

9.1%

7.1%

12.9%

36.0%

17.2%

8.8%

16.5%

18.3%

4.0%

6.1%

7.1%

3.2%

4.0%

5.2%

4.4%

4.4%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

感じている どちらかというと感じている どちらかというと感じていない 感じていない わからない 未回答
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《問１４》 環境基準を守るための取組により，心身ともに健康に暮らせていると思いますか。 
※人の健康の保護及び生活環境の保全のうえで維持されることが望ましい基準として，行政上の政
策目標を定めたものが環境基準です。現在は，大気汚染，水質汚濁，土壌汚染，騒音について定め
られています。市はその目標の確保を図るために各施策を総合的に実施しています。 

 

 

【グラフ１４：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標２分野別目標３（分野７）】 

 安心・安全な生活環境の実現に努めます 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「そう思う」＋「どちらかという

とそう思う」人の割合 
５４．４％ ６５．６％ ６７％ ８０％ 

54.4%

67.0%

80.0%

60.1%

58.0%

64.5%

61.4%

65.8% 64.8%
63.2% 62.6%

66.9% 65.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

環境の基準が守られ，心身ともに健康に暮らせていると

思っている人の割合

目標値

実績

15.5% 50.1% 13.7% 7.0% 12.5% 1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そうは思わない わからない 未回答
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【グラフ１４：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１４：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15.5%

16.7%

20.2%

14.6%

10.7%

10.2%

15.7%

11.4%

17.4%

50.1%

50.0%

48.6%

54.0%

55.4%

43.0%

45.1%

40.9%

73.9%

13.7%

16.7%

12.1%

14.1%

15.5%

16.4%

17.6%

13.6%

7.0%

16.7%

4.9%

6.1%

7.1%

12.5%

9.8%

11.4%

12.5%

12.1%

10.6%

11.3%

17.2%

11.8%

20.5%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そうは思わない わからない 未回答

15.5%

20.0%

30.3%

25.8%

8.0%

14.2%

18.4%

17.1%

13.8%

50.1%

40.0%

51.5%

57.1%

48.4%

44.0%

51.5%

40.4%

42.4%

54.8%

13.7%

20.0%

6.1%

7.1%

12.9%

12.0%

12.7%

14.0%

17.7%

13.4%

7.0%

20.0%

3.0%

7.1%

3.2%

16.0%

5.2%

6.1%

9.5%

6.7%

12.5%

6.1%

28.6%

9.7%

20.0%

14.9%

19.3%

11.4%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない そうは思わない わからない 未回答
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《問１５》 あなたは，ごみの発生及び排出の抑制に配慮した行動をしていますか。 

 

 

【グラフ１５：合計・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本目標３分野別目標１（分野８）】 

 生産，消費段階を含めた「ごみ」そのものの排出抑制を推進します 

 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「いつもしている」人の割合 ３０．６％ ２８．１％ ４０％ ６０％ 

30.6%

40.0%

60.0%

32.8%

29.7%

31.0%

32.4%

30.5%

26.2% 25.3%
23.3%

26.4%
28.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

ごみの発生抑制に配慮した行動をしている人の割合

目標値

実績

28.1% 57.4% 11.3%

2.2%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない していない 未回答
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【グラフ１５：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ１５：地域別・回答構成比率】 

28.1%

50.0%

39.8%

26.3%

20.2%

16.4%

7.8%

20.5%

21.7%

57.4%

50.0%

52.7%

64.1%

60.7%

63.3%

52.9%

43.2%

60.9%

11.3%

5.7%

8.1%

14.9%

16.4%

33.3%

25.0%

8.7%

2.2%

0.8%

3.0%

3.9%

5.9%

9.1%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない していない 未回答

28.1%

60.0%

45.5%

7.1%

29.0%

16.0%

29.9%

31.6%

30.4%

25.7%

57.4%

40.0%

51.5%

78.6%

51.6%

64.0%

53.7%

57.9%

57.0%

58.5%

11.3%

3.0%

7.1%

19.4%

12.0%

11.9%

7.9%

10.1%

12.6%

2.2%

4.0%

3.0%

1.8%

1.9%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない していない 未回答
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 《問１５－１》 問１５で「４．していない」と答えた方におたずねします。 

「していない」理由がありましたら，教えてください。 

 【グラフ１５－１：年齢別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１５－１：地域別・回答構成比率】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《問１５－１》 問１５で「４．していない」と答えた方におたずねします。 

          「していない」理由がありましたら，教えてください。 

22.7%

40.0%

40.0%

25.0%

54.5%

66.7%

60.0%

20.0%

66.7%

50.0%

100.0%

18.2%

33.3%

20.0%

33.3%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（22件中）

未回答

（0件中）

70歳以上

（3件中）

60歳代

（0件中）

50歳代

（5件中）

40歳代

（5件中）

30歳代

（3件中）

20歳代

（4件中）

20歳未満

（2件中）

日頃の生活の中でどのようなことをしていいのかわからない 関心がない その他（ ）

22.7%

25.0%

33.3%

54.5%

75.0%

100.0%

100.0%

33.3%

18.2%

100.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（22件中）

未回答

（0件中）

真備地区

（0件中）

船穂地区

（0件中）

茶屋町地区

（0件中）

庄地区

（1件中）

玉島地区

（4件中）

児島地区

（2件中）

水島地区

（3件中）

倉敷地区

（12件中）

日頃の生活の中でどのようなことをしていいのかわからない 関心がない その他（ ）
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※その他（カッコ内回答） 要約

内容 件数 

1 身体的な理由（身体が不自由） 1 

2 分別が面倒 1 

3 未回答 1 



46 

《問１６》 「もったいない」という意識を共有している社会ができていると思いますか。 

【グラフ１６：合計・回答構成比率】 

【基本目標５分野別目標１（分野１２）】 

環境教育・環境学習を推進し，環境意識を持ち行動できる人を増やします 

【めざそう値：年度別推移】 

H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「思う」人の割合 ６．０％ ８．３％ １２％ ３０％ 

6.0%

12.0%

30.0%

7.9%
5.9% 6.0% 6.6%

8.4%

5.8%
6.7% 5.9%

7.4%
8.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

「もったいない」意識を共有している社会が出来ていると

思う人の割合

目標値

実績

8.3% 25.3% 37.1% 17.1% 10.4% 1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

思う どちらかというと思う どちらかというと思わない 思わない わからない 未回答
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【グラフ１６：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ１６：地域別・回答構成比率】 

8.3%

10.6%

7.6%

6.0%

7.8%

5.9%

4.5%

8.7%

25.3%

50.0%

28.9%

24.2%

22.0%

18.8%

27.5%

18.2%

34.8%

37.1%

16.7%

33.6%

42.9%

37.5%

41.4%

35.3%

31.8%

39.1%

17.1%

16.7%

12.1%

14.1%

22.0%

25.0%

21.6%

31.8%

8.7%

10.4%

16.7%

12.4%

9.1%

10.7%

7.0%

7.8%

11.4%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

思う どちらかというと思う どちらかというと思わない 思わない わからない 未回答

8.3%

15.2%

16.1%

7.5%

7.9%

8.9%

8.1%

25.3%

40.0%

18.2%

14.3%

38.7%

32.0%

25.4%

23.7%

24.7%

25.3%

37.1%

20.0%

39.4%

50.0%

29.0%

24.0%

35.1%

37.7%

37.3%

38.3%

17.1%

20.0%

15.2%

7.1%

12.9%

28.0%

15.7%

12.3%

18.4%

18.3%

10.4%

20.0%

12.1%

14.3%

3.2%

12.0%

13.4%

16.7%

9.5%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

思う どちらかというと思う どちらかというと思わない 思わない わからない 未回答
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《問１７》環境に関する講座や講演会，体験会などの，環境学習を受けたことがありますか。 

【グラフ１７：合計・回答構成比率】 

16.6% 76.9%

4.7%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

ある ない わからない 未回答
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【グラフ１７：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ１７：地域別・回答構成比率】 

16.7%

16.7%

19.9%

14.1%

14.3%

11.7%

11.8%

20.5%

34.8%

76.9%

83.3%

75.5%

79.3%

76.2%

82.0%

82.4%

70.5%

56.5%

4.6%

2.3%

4.0%

7.7%

6.3%

5.9%

6.8%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

ある ない わからない 未回答

16.7%

20.0%

27.3%

28.6%

9.7%

32.0%

20.1%

18.4%

12.0%

15.5%

76.9%

80.0%

60.6%

64.3%

83.9%

64.0%

72.4%

77.2%

82.3%

78.0%

4.6%

9.1%

6.5%

6.0%

3.5%

3.8%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

ある ない わからない 未回答
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《問１７－１》 問１７で「１．ある」と答えた方におたずねします。 

環境学習で学んだことを，日常の生活の中で実践していますか。 

【グラフ１７－１：合計・回答構成比率】 

【基本目標５分野別目標１（分野１２）】 

環境教育・環境学習を推進し，環境意識を持ち行動できる人を増やします 

【めざそう値：年度別推移】 

 

 

 

H21 基準値 R2 H27 目標値 Ｒ2 目標値 

「いつもしている」人の割合 ４．０％ ３．６％ １０％ ２０％ 

4.0%

10.0%

20.0%

5.2%
4.4%

5.2%
4.6%

2.9%
4.2%

2.8% 3.1% 3.6% 3.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

H21 H23 H25 H27 H29 R1

環境学習等で学んだことを，日常生活の中で実践してい

る人の割合

目標値

実績

3.6%

10.7%

1.6%

0.4%

0.4%

83.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

アンケート回答

1005件中

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない

していない 未回答 問１７で「ない」「わからない」と回答か未回答
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【グラフ１７：年齢別・回答構成比率】 

【グラフ１７：地域別・回答構成比率】 

3.6%

16.7%

5.4%

2.0%

1.8%

3.9%

2.3%

4.3%

10.7%

12.4%

10.1%

11.3%

7.0%
2.0%

15.9%

17.4%

1.6%

1.0%

1.5%

0.6%

0.8%

7.8%

2.3%

8.7%

0.4%

0.3%

0.5%

2.0%

4.3%

0.4%

0.8%

0.6%

83.3%

83.3%

80.1%

85.9%

85.7%

88.3%

88.2%

79.5%

65.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（6件中）

70歳以上

（387件中）

60歳代

（198件中）

50歳代

（168件中）

40歳代

（128件中）

30歳代

（51件中）

20歳代

（44件中）

20歳未満

（23件中）

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない

していない 未回答 問１7で「ない」「わからない」と回答か未回答

3.6%

20.0%

15.2%

4.0%

3.0%

5.3%

1.3%

3.5%

10.7%

12.1%

21.4%
3.2%

24.0%

13.4%

11.4%

8.2%

10.2%

1.6%

7.1%

6.5%

4.0%

2.2%
0.9%

1.3%

1.2%

0.4%

0.7%

1.3%

0.2%

0.4%

0.7%

0.9%

0.4%

83.3%

80.0%

72.7%

71.4%

90.3%

68.0%

79.9%

81.6%

88.0%

84.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1005件中）

未回答

（5件中）

真備地区

（33件中）

船穂地区

（14件中）

茶屋町地区

（31件中）

庄地区

（25件中）

玉島地区

（134件中）

児島地区

（114件中）

水島地区

（158件中）

倉敷地区

（491件中）

いつもしている どちらかというとしている どちらかというとしていない

していない 未回答 問１7で「ない」「わからない」と回答か未回答
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1.2%

6.9%

15.4%

22.0%

27.2%

15.5%

11.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

未回答

６ その他（ ）

５ 関心がない

４ 環境学習等には関心はあるが、何を学んだらい…

３ 環境学習等には関心はあるが、受講する時間が…

２ 受けてみたいが、どこで行っているのかわからない

１ 受けてみたいが、環境学習を受ける機会が少ない

《問１７－２》 問１７で「２．ない」「３．わからない」と答えた方におたずねします。 

 受けたことのない理由がありましたら，教えてください。（複数回答可） 

【グラフ１７－２：回答構成比率】 

※その他（カッコ内回答） 要約

内容 件数 

1 身体的な理由（体調不良，身体が不自由，高齢） 6 

2 個人的に心がけている 3 

3 時間に余裕がない（仕事，家事，育児，介護，趣味などで忙しい） 4 

4 その他 3 

5 未回答 5 

問 17 で「2.ない」「3.わからない」と答えた人は，820 件 
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《問１８》 倉敷市では，「倉敷市第二次環境基本計画」に掲げた目標を実現するため，平成２３年度から 

下記の施策に取り組んでいます。それぞれの施策に対して，あなたにとって重要と思うものと， 

現状で効果が上がっている（満足）と思うものを３つまで選んで○印をつけて下さい。 

 

 

【グラフ１８－１：合計・回答構成比率】 重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7%

9.5%

9.0%

4.5%

12.1%

10.2%

14.9%

5.8%

7.4%

5.3%

5.5%

3.5%

15.2%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16%

し、自然とのふれあいを促

ます

いと安らぎのある生活

指します

し、伝統に根づい

づくりを推進します

出により、地域の活性化

ます

ごみ」そのものの排出抑

します

の推進及び適正処理に努

す

性を活かした再生可能エネルギーの積極的

り、資源・エネルギー循環型の社会を目指し

ます

し、環境意識を持ち行動

やします

の環境教育を充実し、行

育てます

①多様な自然環境を保全し、自然とのふれ
あいを促進します

②まちの緑化を推進し、うるおいと安らぎ
のある生活空間の形成を目指します

③瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし、伝統
に根づいた風格のある美しい倉敷の景観
づくりを推進します

④環境と経済の好循環の創出により、地域
の活性化を目指します

⑤良好な水環境の保全に努めます

⑥クリーンな大気環境の保全に努めます

⑦安心・安全な生活環境の実現に努めます

⑧生産、消費段階を含めた「ごみ」そのも
のの排出抑制を推進します

⑨廃棄物の減量化・資源化の推進及び適正
処理に努めます

⑩温室効果ガス削減の取組を推進します

⑪地域特性を活かした再生可能エネルギー
の積極的利用により、資源・エネルギー
循環型の社会を目指します

⑫環境教育・環境学習を推進し、環境意識
を持ち行動できる人を増やします

⑬次世代を担う子どもたちへの環境教育を
充実し、行動できる人を育てます
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【グラフ１８－１：年齢別・回答構成比率】 重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１８－１：地域別・回答構成比率】 重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7%

6.7%

7.3%

7.1%

7.1%

6.1%

2.5%

10.3%

9.1%

9.5%

6.7%

8.7%

9.3%

7.9%

6.9%

11.8%

7.8%

9.1%

9.0%

20.0%

8.6%

7.7%

9.0%

7.4%

6.2%

7.8%

3.0%

4.5%

6.7%

3.3%

3.8%

5.4%

4.4%

5.6%

6.0%

12.1%

11.7%

12.1%

9.4%

9.1%

11.2%

10.3%

13.6%

10.2%

6.7%

7.3%

8.9%

10.3%

12.1%

10.6%

11.2%

12.1%

14.9%

20.0%

13.7%

12.1%

15.1%

12.1%

13.0%

13.8%

15.2%

5.8%

5.6%

4.3%

5.0%

6.1%

7.5%

2.6%

4.5%

7.4%

6.7%

7.5%

8.0%

4.4%

6.3%

6.2%

4.3%

6.1%

5.3%

6.7%

4.4%
4.6%

6.7%

4.4%

4.3%
4.3%

4.5%

5.5%

6.7%

4.3%

3.9%

5.6%

7.7%

5.0%

4.3%

6.1%

3.5%

6.7%
3.7%

3.2%

2.3%

3.0%

1.9%

3.4%

3.0%

15.2%

6.7%

13.8%

14.8%

11.7%

14.3%

14.3%

13.8%

13.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（2837件中）

未回答

（15件中）

70歳代

（1078件中）

60歳代

（560件中）

50歳代

（478件中）

40歳代

（363件中）

30歳代

（161件中）

20歳代

（116件中）

20歳未満

（66件中）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

7.7%

8.3%

7.6%

13.9%

9.1%

6.7%

6.6%

5.5%

4.1%

8.0%

9.5%

8.3%

4.3%

5.6%

6.8%

8.0%

6.8%

7.7%

7.2%

10.2%

9.0%

25.0%

9.8%

8.3%

5.7%

5.3%

7.9%

8.6%

9.0%

7.8%

4.5%

8.3%

4.3%

5.6%

5.3%

3.6%

6.2%

3.8%

3.9%

12.1%

15.2%

20.5%

10.7%

9.0%

12.3%

9.5%

11.1%

10.2%

8.3%

3.3%

8.3%

9.1%

9.3%

9.6%

8.3%

13.8%

8.3%

14.9%

16.7%

15.2%

13.9%

12.5%

14.7%

12.6%

14.5%

14.7%

12.9%

5.8%

6.5%

5.6%

1.1%

4.0%

5.5%

7.1%

5.0%

5.1%

7.4%

8.3%

5.4%

5.6%

2.3%

6.7%

8.2%

7.1%

7.7%

6.3%

5.3%

6.5%

5.6%

8.0%

6.7%

7.1%

3.1%

3.8%

4.6%

5.5%

8.3%

6.5%

5.6%

6.8%

2.7%

6.3%

5.8%

4.3%

4.5%

3.5%

8.3%

5.4%

3.4%

2.7%

3.6%

1.5%

2.7%

3.5%

15.2%

9.8%

22.2%

14.8%

17.3%

13.4%

12.3%

14.4%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（2837件中）

未回答

（12件中）

真備地区

（92件中）

船穂地区

（36件中）

茶屋町地区

（88件中）

庄地区

（75件中）

玉島地区

（366件中）

児島地区

（325件中）

水島地区

（443件中）

倉敷地区

（1400件中）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
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【グラフ１８－２：合計・回答構成比率】 満足度  

 

 

 

 

 

 

 

8.1%

17.9%

14.8%

4.4%

13.9%

9.0%

9.5%

9.9%

10.5%

2.5%

4.5%

2.7%

4.5%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14% 16% 18% 20%

し、自然とのふれあいを促

ます

おいと安らぎのある生活

目指します

かし、伝統に根づい

づくりを推進します

創出により、地域の活性化

します

「ごみ」そのものの排出抑

進します

化の推進及び適正処理に努

ます

特性を活かした再生可能エネルギーの積極的

より、資源・エネルギー循環型の社会を目指し

ます

進し、環境意識を持ち行動

増やします

の環境教育を充実し、行

育てます

①多様な自然環境を保全し、自然とのふれ
あいを促進します

②まちの緑化を推進し、うるおいと安らぎ
のある生活空間の形成を目指します

③瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし、伝統
に根づいた風格のある美しい倉敷の景観
づくりを推進します

④環境と経済の好循環の創出により、地域
の活性化を目指します

⑤良好な水環境の保全に努めます

⑥クリーンな大気環境の保全に努めます

⑦安心・安全な生活環境の実現に努めます

⑧生産、消費段階を含めた「ごみ」そのも
のの排出抑制を推進します

⑨廃棄物の減量化・資源化の推進及び適正
処理に努めます

⑩温室効果ガス削減の取組を推進します

⑪地域特性を活かした再生可能エネルギー
の積極的利用により、資源・エネルギー
循環型の社会を目指します

⑫環境教育・環境学習を推進し、環境意識
を持ち行動できる人を増やします

⑬次世代を担う子どもたちへの環境教育を
充実し、行動できる人を育てます
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【グラフ１８－２：年齢別・回答構成比率】 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ１８－２：地域別・回答構成比率】 満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.1%

6.7%

5.2%

4.6%

4.2%

4.7%

6.8%

6.9%

6.1%

17.9%

6.7%

11.7%

10.9%

10.9%

8.8%

8.7%

15.5%

18.2%

14.8%

13.3%

8.3%

7.9%

12.3%

7.4%

11.2%

12.9%

10.6%

4.4%

2.9%

2.3%

2.1%

3.3%

3.7%

2.6%

4.5%

13.9%

13.3%

10.3%

8.8%

9.0%

5.8%

5.6%

5.2%

7.6%

9.0%

6.8%

6.3%

5.4%

3.6%

4.3%

3.4%

3.0%

9.5%

7.1%

5.5%

5.4%

4.7%

4.3%

6.0%

6.1%

9.9%

6.7%

7.9%

6.3%

5.6%

3.6%

3.7%

3.4%

7.6%

10.5%

13.3%

7.5%

7.5%

5.0%

6.1%

4.3%

6.0%

1.5%

2.5%

1.5%

1.3%

1.9%

1.7%

1.9%

1.7%

1.5%

4.5%

1.8%

2.5%

3.6%

3.6%

2.5%

6.0%

9.1%

2.7%

1.9%

1.6%

0.8%

1.9%

1.2%

0.9%

6.1%

4.5%

2.9%

2.1%

2.3%

3.3%

2.5%

3.4%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1986件中）

未回答

（9件中）

70歳代

（816件中）

60歳代

（378件中）

50歳代

（328件中）

40歳代

（212件中）

30歳代

（98件中）

20歳代

（86件中）

20歳未満

（59件中）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

8.1%

8.3%

6.5%

5.6%

3.4%

4.9%

5.5%

4.5%

5.4%

17.9%

8.3%

12.0%

5.6%

9.1%

9.3%

13.9%

9.5%

13.3%

10.4%

14.8%

16.7%

3.3%

5.6%

14.8%

9.3%

10.4%

7.4%

8.4%

9.7%

4.4%

1.1%

2.8%

4.5%

1.3%

2.5%

2.5%

2.3%

3.1%

13.9%

16.7%

10.9%

11.1%

5.7%

2.7%

9.6%

9.2%

8.1%

8.7%

9.0%

12.0%

2.8%

5.7%

2.7%

4.6%

6.5%

6.8%

5.2%

9.5%

10.9%

8.3%

11.4%

5.3%

6.8%

6.8%

5.9%

4.9%

9.9%

8.3%

10.9%

8.3%

6.8%

8.0%

6.3%

7.7%

5.6%

5.5%

10.5%

16.7%

3.3%

5.6%

8.0%

8.0%

3.8%

8.0%

6.3%

7.0%

2.5%

2.8%
1.1%

2.7%

1.6%

2.2%

1.1%

1.6%

4.5%

3.3%

3.4%

1.3%

3.3%

3.1%

2.5%

2.9%

2.7%

1.1%

5.6%
1.1%

1.3%
1.1%

2.5%

1.6%

1.6%

4.5%

4.3%

5.6%

2.3%

2.7%

1.9%

2.8%

2.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（1986件中）

未回答

（2件中）

真備地区

（60件中）

船穂地区

（33件中）

茶屋町地区

（53件中）

庄地区

（28件中）

玉島地区

（185件中）

児島地区

（243件中）

水島地区

（259件中）

倉敷地区

（907件中）

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬
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①

②
③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
⑫

⑬

20

30

40

50

60

70

80

20 30 40 50 60 70 80

■重要度・満足度マッピンググラフ（偏差値による） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本 

目標 

 重要度 

偏差値 

満足度 

偏差値 

１ 

①多様な自然環境を保全し，自然とのふれあいを促進します 47.8 48.8 

②まちの緑化を推進し，うるおいと安らぎのある生活空間の形成を目指 

します 
52.8 69.8 

③瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし，伝統に根づいた風格のある美しい 

倉敷の景観づくりを推進します 
51.3 63.2 

④環境と経済の好循環の創出により，地域の活性化を目指します 39.0 41.0 

２ 

⑤良好な水環境の保全に努めます 60.0 61.3 

⑥クリーンな大気環境の保全に努めます 54.6 50.9 

⑦安心・安全な生活環境の実現に努めます 67.6 52.0 

３ 
⑧生産，消費段階を含めた「ごみ」そのものの排出抑制を推進します 42.5 52.8 

⑨廃棄物の減量化・資源化の推進及び適正処理に努めます 47.0 54.0 

４ 

⑩温室効果ガス削減の取組を推進します 41.3 36.8 

⑪地域特性を活かした再生可能エネルギーの積極的利用により，資源・ 

エネルギー循環型の社会を目指します 
41.7 41.2 

５ 

⑫環境教育・環境学習を推進し，環境意識を持ち行動できる人を増やし 

ます 
36.2 37.2 

⑬次世代を担う子どもたちへの環境教育を充実し，行動できる人を育て 

ます 
68.3 41.1 

 

満足度偏差値 低い 高い 

重
要
度
偏
差
値 

高
い 

低
い 

  

  

▲<エリアⅠ>重要度が高く，

満足度が低いことから，最優

先で取り組むべき分野 

●<エリアⅡ>重要度も満足

度も高く，引き続き満足度を

維持していくべき分野 

△<エリアⅢ>満足度が低いため，

満足度を高める取り組みが必要で

あるが，重要度が低いため，必要

性も含めて検討すべき分野 

○<エリアⅣ>重要度は低いが，満足度

が高いことから，このままの状態を維持

するとともに，過剰な行政サービスは縮

小等も含めて見直しを検討すべき分野 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

倉敷市 資料３ 



 

 

  



 

 

目 次 
 

１ 実施計画の策定にあたって                          

（１）計画策定の趣旨 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（２）計画の期間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（３）計画の対象 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（４）計画の性格 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（５）計画の見直し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

（６）ＳＤＧｓ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

 

２ 実施計画シート                               

基本目標１ 自然環境が守られ、環境と経済・社会とのバランスが保たれているまち  ５ 

政策 豊かな自然環境を保全し、自然とのふれあいを促進します 

政策 環境・経済・社会の好循環の創出により、持続可能なまちづくりを推進します 

 

基本目標２ 潤いと安らぎ、歴史的・魅力的な景観を有しているまち ・・・・・・・ ９ 

政策 まちの緑化を推進し、潤いと安らぎのある生活空間の充実を図ります 

政策 瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし、 

伝統に根づいた風格のある美しい倉敷の景観づくりを推進します 

 

基本目標３ 水と空気と大地がきれいで、常に安全でおいしい水が届き、 

安心して暮らすことができるまち ・・・・ 13 

政策 良好な水環境、クリーンな大気環境の保全に努めます 

政策 快適な生活環境の確保に努めます 

 

基本目標４ リデュース・リユース・リサイクルが徹底され、 

環境に配慮した循環型社会が形成されているまち ・・・ 17 

政策 廃棄物の発生抑制・再使用を進めます 

政策 廃棄物の適正な分別・リサイクルを進めます 

 

基本目標５ 脱炭素社会の実現に向け、だれもが地球温暖化対策を推進しているまち  21 

政策 温室効果ガス排出量の削減に努めます 

政策 地域特性に応じた適応策を実施します 

 

共通目標 ５つの基本目標を達成するための「人づくり」 ・・・・・・・・・・・・ 27 

政策 環境意識を持ち行動できる人を育てます 

 

３ 環境指標一覧                               

環境指標と「目標値」 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 

 

 

 

 



1 
 

１ 実施計画の策定にあたって 

（１）計画策定の趣旨 

この実施計画は、令和３年３月策定の『倉敷市第三次環境基本計画』（計画期間：令和３

～１２年度、以下「環境基本計画」という。）に定められた「政策」や「施策」を効率的・

効果的に実施するために必要な事業を明らかにした具体的な計画（事業計画）として策定す

るものです。 

（２）計画の期間 

この実施計画（２０２１）は、令和３年度の単年度計画です。令和３年３月末日現在の情

報で示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）計画の対象 

この実施計画の対象は、環境基本計画に定められた「政策」や「施策」とし、事業につい

ては、実りある成果とするための主要なものを盛り込んでいます。 

（４）計画の性格 

この実施計画は、毎年度の予算編成と事業執行にあたり、総合性と実効性を確保していく

ための指針となります。 

（５）計画の見直し 

環境基本計画を効果的に推進するためには、今後

の社会経済状況や市民の行政需要、本市財政状況等

の変化に適切に対応しながら進行管理を行い、計画

の実効性と弾力性を確保する必要があります。 

そして、環境基本計画の達成状況は、毎年、「政

策」ごとに設定されている環境指標の実績値を把握

し、目標値と比較することで測定します。 

そのため、この実施計画は、環境基本計画とは別

冊とし、毎年度の進捗状況を踏まえて、改定をして

まいります。 

 

  

 （年度） 令和３ 令和４ 令和５ ・・・ 令和１２ 

環 境 基 本 計 画      

実 施 計 画 ２０２１      

実 施 計 画 ２０２２      

実 施 計 画 ２０２３      

～    ～  

実 施 計 画 ２０３０      

環境基本計画 
・実施計画 

Do Action 

・各事業の見直し 

・新規事業の検討 
・各事業の実施 

・施策評価 

・年次報告書 

（環境白書） 

Check 

Plan 
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（６）ＳＤＧｓ 

環境基本計画は、第七次総合計画に合わせ、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念を踏

まえた計画としています。 

したがって、この実施計画も、第七次総合計画や環境基本計画と同様に、世界で定めた目

標につながる計画として策定しています。 
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２ 実施計画シート 
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基本目標 

１ 

自然環境が守られ、環境と経済・社会とのバランスが 

保たれているまち 

 

政策領域 

・ＳＤＧｓ 

自然環境の保全 

     

政策① 豊かな自然環境を保全し、自然とのふれあいを促進します 

 

 

 施策１ 多様な生き物が生息する自然環境の保全  

1-1 すべての市民の自主的な参加と協働により、自然と人とが共に生きる快適な環境を守り、創

り、育てていきます。 

 

1-2 市内に生息する生き物について、生息実態調査等を行い、情報提供や知識の普及を推進する

とともに、生息環境の保全、野生生物の種の保存など、市内の生物多様性の確保に努めます。 

 

1-3 貴重な自然環境の保全・再生のため、公共工事を実施する際には、野生生物の生息状況に配

慮した工事を行います。 

 

 

 施策２ 人と自然とのふれあいの確保・促進  

2-1 人が憩い、安らげる親水性の高い水辺空間をはじめ、里地里山等の様々な場面で自然とふれ

あえる場の整備や、自然体験活動の機会の充実を図ります。 

 

2-2 子どもたちの自然体験活動を支援する指導者やボランティアを育成するため、若い世代が

気軽に参加でき、やりがいを感じられるような支援や仕組みづくりなどを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

身近なところで、生き物（動物、昆虫や植物な

ど）にふれあえる場や機会（イベントを含む）

があると思う人の割合＜総合計画指標＞ 

32.8％ 

（R2） 
― 38.0％ 

自然にふれたり､学んだりする活動に参加して

いる子どもの数＜総合計画指標＞ 
11,533人 ― 14,500人 

（注）環境指標にある「生き物（動物、昆虫や植物など）」とは、自然界に生息している、あらゆる動植物を対象としています。 

（注）現状値欄に（R2）の記載がある数値については、令和２年度の現状値を示しています。  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 希少野生生物の生息・

生育環境の保全事業 

希少野生生物の生息・生

育環境の保全 

スイゲンゼニタナゴやカワバタモロコなどの希少野生

生物について、生息状況を調査するとともに、公共工事

に伴う保護移動などを実施する。 

696  

★ 身近な自然と水辺の

保全事業 

身近な自然と水辺の保全 種松山野草園、探鳥コース等の自然とふれあえる場の

維持管理や、自然保護監視員制度の運用などを実施す

る。 

851  

★ 出前自然史博物館事

業 

高梁川流域圏域での自然

に関する教養を高める。 

自然観察会「高梁川流域自然たんけん」を開催する（令

和 3年度は浅口市と新見市を予定）。展示ユニット「ま

ちかど博物館」を公共施設等へ貸し出す。 

59  

★ 教育普及事業、自然史

博物館まつり事業 

多様な主体と連携して学

習機会を提供し、市民の

学習意欲を高める。 

自然史博物館友の会をはじめ関連団体との協働で、自

然観察会、各種講座、自然史博物館まつり等を実施す

る。学校等への出前講座による講師派遣を行う。 

997  

★ 特別展事業、展示事業 調査研究及び資料収集の

成果を展示公開し、教養

文化の向上を図る。 

特別展「きらめき☆ときめき昆虫展」、「新着資料展」、

「しぜんしくらしき賞作品展」等の企画展の開催、及び

常設展示の部分的な更新を実施する。 

1,031  

★ 少年自然の家 PFI 施

設整備運営事業 

自然の中での様々な体験

活動を提供し、子ども達

の豊かな心を育む。 

令和 4年 4月の再開に向けて、新築・改修等の工事のほ

か、学校利用抽選会など運営準備作業を行うとともに、

PFIを活用し魅力ある体験活動を企画する。 

5,100  

★ 生物多様性エコツア

ー支援事業 

生物多様性の保全を実践

する担い手・リーダーの

育成 

高梁川流域圏域において、生物多様性エコツアーの開

催に関心のある個人・団体に対し、実践的な講習会を実

施する。 

535  

★ 冒険遊び場支援事業 民間団体が実施する自然

体験活動を支援し、活動

機会の充実を図る。 

民間団体が実施するプレーパーク（冒険遊び場）の開催

及びスタッフの研修会実施等を支援する。 

286  

★ 調査研究事業、標本・

文献等収集事業 

自然史資料を積極的に収

集・保管・調査・研究し、

次世代へ継承する。 

寄贈資料の受入れや標本作製によって、自然史資料を

収集・保管し、活用できるよう整理を進める。自然に関

する研究成果を、研究報告や専門誌で公表する。 

2,591  

★ 自然史博物館管理運

営事業 

サービスや社会的価値の

向上に努め、より魅力的

な博物館をめざす。 

広報紙やホームページのほか、SNS等を活用した積極的

な広報活動を行う。事業の評価や改善を踏まえ、施設の

将来計画に関する調査・検討を進める。 

18,953  

★は総合計画実施計画記載事業 
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政策領域 

・ＳＤＧｓ 

環境・経済・社会の調和 

      

政策② 
環境・経済・社会の好循環の創出により、 

持続可能なまちづくりを推進します 

 

 

 施策３ 環境・経済・社会の総合的向上  

3-1 事業者にエコアクション２１等の環境マネジメントシステムに積極的に取り組んでもら

い、環境経営を促進します。 

 

3-2 事業者との環境保全協定に基づき、施設の新増設を行う際には事前に協議を行い、施設の

改善、有害な揮発性有機化合物の削減など、環境保全対策の徹底を図るよう指導します。 

 

3-3 災害に強いまちづくり、環境保全・地球温暖化対策を進めることで、社会面での安全な圏

域づくりによる定住促進や、経済面での圏域経済を支える人材確保につなげ、結果、環境活

動の活性化や環境課題のビジネス手法での解決が期待できるなど、三側面の好循環を生み出

す統合的取組を多様なステークホルダーと連携しながら推進します。 

 

 

 施策４ 環境分野の研究・開発、地域資源の活用  

4-1 新たな省エネルギー・再生可能エネルギー等の環境関連技術や、環境配慮型製品の研究・

開発、環境保全・改善のための設備投資を支援します。 

 

4-2 下水処理過程で排出される汚泥等の有効利用や廃食油を原料としたバイオディーゼル燃料

の利用拡大など、バイオマスエネルギーの利用を促進します。 

 

4-3 高梁川流域圏を、地域資源等を補完し支え合う地域循環共生圏と捉え、地場産品の消費推

進や地場産業を生かした事業の実施など、地域資源を活用した持続的な経済活動を促進しま

す。 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

環境マネジメントシステムを導入し、 

環境経営に取り組んでいる事業者の割合 
53.0％ ― 58.1％ 

倉敷市･高梁川流域ＳＤＧｓパートナーの 

登録数＜総合計画指標＞ 

令和 3年度 

開始 
― 150件 

企業が補助金を受けて行う、環境に配慮した研

究・開発、設備投資の件数 
2件 ― 

5か年計 

15件 
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ エコアクション 21 推

進事業 

中小企業の環境経営シス

テムの推進 

 

環境省が推奨する、中小企業向け環境経営システム「エ

コアクション 21」を推進するため、市内の認証・登録

事業者に対して更新時の経費を一部助成する。 

410 

 工場・事業場におけ

る環境保全対策事業 

協定を締結している事業

場における環境負荷の低

減 

環境保全協定に基づき、施設の新増設を行う際には、事

前に協議を行い、施設の改善、揮発性化合物の削減対策

について指導する。 

- 

★ 高梁川流域こどもサ

ミット事業 

 

各地域の歴史や文化を学

び合うことで、交流を図

る。 

高梁川流域圏域の中学生が、SDGs に関するテーマで討

論を行う「こどもサミット」を実施する。 

- 

★ 高梁川流域課題解決

人材創出事業 

 

高梁川流域圏域で地域の

課題解決に取り組む人材

の創出・育成を図る。 

高梁川流域圏域で地域の課題解決に取り組む人材育成

プログラムなどを実施する。 

 

6,640  

 

★ 高梁川流域 SDGs 推進

事業 

高梁川流域圏域におい

て、SDGsの推進を図る。 

SDGs啓発セミナーや、SDGsに資する取組への投資促進

に向けた取組などを実施する。 

7,154  

 

★ 新技術・新製品開発促

進事業 

 

市内中小企業者の新技

術・新製品の研究開発を

促進する。 

市内の中小企業者が、新技術・新商品等の研究開発を進

めていくために必要な経費の一部を補助する。 

17,000  

 

★ 高梁川流域地域づく

り連携推進事業 

 

高梁川流域圏の市民活動

団体間の協働による地域

課題の解決を支援する。 

倉敷市に拠点を置く団体と高梁川流域の他市町に拠点

を置く団体が連携して実施する、流域市町に共通する

地域の課題解決につながる事業に補助する。 

2,250  

 

★ 高梁川流域企業連携

型商品開発事業 

高梁川流域圏内の企業連

携による商品開発の促進

を図る。 

倉敷市内と高梁川流域圏域の中小企業が連携して行う

商品開発に対し、経費の一部を助成し、圏域内での企業

連携による新たな技術・商品の開発を支援する。 

5,000  

 

 廃食用油燃料化事業 バイオマスエネルギーの

利用促進 

廃食用油を回収し本市のリサイクルモデル事業である

廃食用油のバイオディーゼル燃料化事業を行う。 

2,722 

★ くらしき地域資源活

性化事業（販路開拓支

援） 

地場産品の販路開拓支援

及び地域ブランド化を目

的とする。 

大都市圏での地場産品の販路開拓支援や販売促進を実

施する。また、繊維産業の魅力や高い技術力を国内外に

発信するほか、地域ブランド化に繋げる。 

12,093  

 

★ 高梁川流域地域資源

活用推進事業 

 

圏域地域資源を活用し、

経済の循環・活性化を図

ることを目的とする。 

県内大型商業施設での展示即売会、事業者連携や朝市

への補助により、圏域地域資源の知名度を向上させる

とともに、販路開拓・拡大等を支援する。 

24,823  

 

★ データで紡ぐ高梁川

流域連携事業 

データ活用を通じた地域

課題の解決および経済活

性化 

高梁川流域圏における行政・経済・地理等の各分野の公

共的データを一元的に集約し、市民活動・ビジネス・ま

ちづくりに役立つデータ公開に取り組む。 

8,414  

 

★ 産地供給力・競争力強

化支援事業 

 

産地の主体的な生産・供

給体制の整備支援による

供給力・競争力強化 

産地の安定的・継続的な生産体制整備や競争力強化に

向けた取組を支援する。また、環境保全型農業の取組を

支援する。 

37,112  

 

★ ぼっけーうめぇ農林

水産品事業 

 

地産地消の更なる推進

と、地域農業の維持・拡大 

高梁川流域圏域を対象に、PR イベント等を通して、圏

域内の消費拡大を推進するとともに、6次産業化等の取

組を支援することで、農林水業の振興を図る。 

6,939  

 

★は総合計画実施計画記載事業 
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基本目標 

２ 
潤いと安らぎ、歴史的・魅力的な景観を有しているまち 

 

政策領域 

・ＳＤＧｓ 

緑の保全、緑化の推進 

      

政策③ まちの緑化を推進し、潤いと安らぎのある生活空間の充実を図ります 

 

 

 施策５ 豊かな緑の保全、緑化の推進  

5-1 土砂崩壊防止、土砂流出防止などの土砂災害防止機能や、洪水防止や水質浄化などの水源か

ん養機能を有する丘陵地の森林保全に努めます。 

 

5-2 ふれあいの森、美しい森などの美化・維持管理や、地元団体等と協力した国立公園の維持管

理など、緑の保全を推進します。 

 

5-3 緑の空間の創出に加え、防災・減災の観点から雨水の保水機能・水循環の再生機能に着目し、

公共施設の敷地や屋上、壁面等の緑化を推進します。 

 

5-4 住宅や工場、事業所、遊休地等の民有地の緑化促進のため、市民への緑化の啓発や緑化活動

への支援を行います。 

 

 

 施策６ 都市公園等の整備  

6-1 身近な都市公園等が不足する地域を優先として、適正な配置になるよう街区公園の整備を

進めます。 

 

6-2 公園施設等の更新や修繕を計画的に行うほか、公園の適正配置や再整備、民間との連携によ

る緑地の設置・管理の検討を進めます。 

 

6-3 災害発生の初期に一時的な緊急避難場所となる都市公園では、災害時に役立つ機能を備え

た施設の設置など、防災機能の充実に努めます。 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

身近な地域の緑の量が多いと感じている人の割合 

＜総合計画指標＞ 
35.1％ ― 37.1％ 

都市公園の整備（１人当たりの面積） 8.2㎡/人 ― 9.0㎡/人 

 

○防  

○防  

○防  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

 森林環境保全事業 林業の成長産業化の実現

と森林資源の適正な管理 

森林経営管理法に基づく森林所有者への意向調査・経

営管理権集積計画を策定し、森林の適切な整備・管理を

図る。 

40,054 

 ふれあいの森、美し

い森管理事業 

森林の果たす役割と重要

性について、市民への理

解と認識を深める。 

市民の憩いの場であるふれあいの森、美しい森の美化・

維持管理を行う。 

16,423 

 公立保育所等園庭芝

生化事業 

公立保育所等の園庭を芝

生化し、保育環境改善と

子どもの情緒安定を図

る。 

公立保育園及び認定こども園庭の芝生維持管理を行

う。 

506 

 学校・園壁面緑化事

業 

自然環境の大切さや身近

な緑への関心を深める。 

朝顔やゴーヤなどのつる性植物による壁面緑化が、室

温の上昇を抑える効果を持つことを学ぶ。 

2,748 

 

 校庭芝生化事業 学校等の校園庭を芝生化

し、地球温暖化対策及び

教育環境の充実を図る。 

学校・園の校園庭周辺の芝生化を行うために、芝生を植

え付け、散水設備を整備する。 

1,082 

 

★ 花と緑あふれるまち

づくり事業 

 

市民による緑化活動の推

進 

 

緑化推進員や花の銀行、地区花いっぱい団体等による

地域の道路緑化（フラワーロード）やもてなし花壇の植

栽等、市民の緑化活動を支援する。 

28,484  

 

★ 緑化推進事業 

 

市民の緑化意識の向上 

 

くらしき都市緑化フェアや緑化ポスターコンクール等

のイベント開催、記念樹の配布や緑のリサイクル事業

等、緑化意識の向上に努める。 

3,704  

 

★ 公園整備事業 

 

心身の健康維持・増進に

寄与する緑とオープンス

ペースの確保 

新たな公園の整備のほか、トイレの水洗化や防球ネッ

トの設置等、各種公園施設の整備を実施する。 

 

89,045  

 

★ 都市公園長寿命化再

整備事業 

 

公園における安全・安心

の確保と維持管理費の平

準化 

公園施設長寿命化計画に基づき、遊具等の老朽化した

公園施設の更新や修繕を実施する。 

 

74,000 

(24,000) 

 

★ 復興防災公園整備事

業 

 

小田川沿いにおける災害

時の防災拠点や一時避難

所の確保 

災害時の防災拠点や一時避難場所となり、平常時は防

災教育の場、住民が川を感じ楽しめる場、真備の魅力を

発信できる場となる公園を整備する。 

122,815  

 

★は総合計画実施計画記載事業 
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政策領域 

・ＳＤＧｓ 

景観づくり 

   

政策④ 
瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし、 

伝統に根づいた風格のある美しい倉敷の景観づくりを推進します 

 

 

 施策７ 景観資源等の保全・活用に向けた意識の醸成  

7-1 豊かな山林・農地・水辺資源など、良好な自然環境・自然的景観の維持・保全に努めま

す。 

 

7-2 景観資源の保全や文化財の保護とともに、その資源をまちづくりや観光などに活用するこ

とで、市民等の意識を醸成し、貴重な景観資源や文化財を次世代へ受け継いでいきます。 

 

 

 施策８ 良好な都市景観の形成  

8-1 倉敷市景観計画に基づく取組（基準・規制等）を広く市民や事業者などに周知し、適切な

誘導を行うことで、地域・まちなみ景観との調和を図り、質の高い都市景観づくりを推進し

ます。 

 

8-2 景観に配慮した公共事業により良質な公共空間を創出し、本市の景観をリードすること

で、地域の価値や豊かさが高まるような都市景観づくりに努めます。 

 

8-3 伝統的建造物群保存地区などの建物の保存や修理などへの支援を行うことにより、歴史あ

る町並みや景観の保全に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

倉敷市の景観を良くする取組に関わりたいと 

思う人の割合＜総合計画指標＞ 
44.1％ ― 50.0％ 

倉敷市の景観が良くなったと感じている人の割合 

＜総合計画指標＞ 
35.8％ ― 42.0％ 
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

 産地供給力・競争力

強化支援事業 

 

産地の主体的な生産・供

給体制の整備支援による

供給力・競争力強化 

産地の安定的・継続的な生産体制整備や競争力強化に

向けた取組を支援する。また、環境保全型農業の取組を

支援する。 

37,112 

★ まちづくり基金事業 貴重な町並みを守るとと

もに、市民主体のまちづ

くり活動を支援する。 

町家・古民家等既存ストックを再生活用したエリア活

性化や、市民が協同して一定エリアでまとまって取り

組むまちづくり活動を支援する。 

50,389 

★ 国指定重要文化財 

井上家住宅保存修理

事業 

国指定重要文化財である

井上家住宅の保存・活用

を図る。 

国指定重要文化財 井上家住宅の全面解体修理を行

う。（防災施設整備事業・公開活用事業を含む。） 

工期：平成 24年度～令和 4年度 

11,592  

★ 文化財保護事業 文化財や史跡の保存、活

用を図り、後世に継承す

る。 

文化財や史跡の活用を図るため、草木の伐採や清掃な

どの環境整備を行う。また、審議会に関することなど、

文化財保護全般にわたる事業を行う。 

11,519  

★ 埋蔵文財保護・調査事

業 

埋蔵文化財を適切に保護

し後世に継承する。 

埋蔵文化財の保護、調査、研究及び活用。資料の収集、

整理。年報・報告書の発行。 

市内の貴重な遺跡の確認調査及び測量調査の実施。 

8,529  

★ 指定文化財保存事業 

 

指定文化財の適切な保存

活用を図り、後世に継承

する。 

指定文化財の保存活用を行うため、環境整備や修理な

どの必要な措置を講じる。 

 

1,112  

 

★ 市民参加による景観

づくりの促進 

 

歴史的・文化的な建造物

を後世に引き継ぎ、地域

の愛着や誇りを醸成す

る。 

新たな景観形成重点地区や景観重要建造物の指定及び

保存・活用に向け、地元住民や団体等と連携し検討する

など、官民協働による景観形成を進める。 

 

- 

★ 景観形成重点地区景

観向上推進事業 

 

倉敷市の広域的な玄関口

にふさわしい風格ある景

観形成を促進する。 

倉敷駅と美観地区を結ぶ倉敷中央通り沿いの景観形成

重点地区指定に伴い、既存不適格となる建築物や屋外

広告物等について、改修等の経費を助成する。 

5,000  

★ 旧街道景観整備事業 

 

美観地区に繋がる旧街道

沿いの歴史的な町並み景

観の保全を図る。 

美観地区から西側に続く旧街道沿いの歴史的な町並み

景観を保全するため、指定する道路から望見できる建

築物等の外観修景にかかる改修等の経費を助成する。 

4,000  

 倉敷市公共事業景観

ガイドラインの運用 

民間事業に先立ち、公共

事業が本市の景観政策を

先導する役割を担う。 

対象施設の基本方針やデザイン・色彩検討のポイント

を踏まえた事業を計画し、運用方法に基づく景観デザ

イン検討を行い、地域の景観を先導する質の高い整備

を目指す。 

- 

★ 町家・古民家で紡ぐ魅

力拠点づくりと技術

伝承事業 

高梁川流域圏域内の町

家・古民家を活用し、新た

な魅力拠点を創出する。 

圏域内の町家・古民家の保存・再生・活用を図るととも

に、それらに必要な技術伝承を行う。また、高質空間と

して再生された町家・古民家の魅力発信を行う。 

5,578  

★ 伝統的建造物群保存

地区・伝統美観保存地

区・町並み保存地区保

存事業 

伝建地区・伝美地区・町並

み保存地区内の歴史的な

町並みを保存する。 

伝建地区・伝美地区・町並み保存地区内における建物を

修理・修景する者に支援を行う。 

 

40,000  

★は総合計画実施計画記載事業 
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基本目標 

３ 

水と空気と大地がきれいで、常に安全でおいしい水が届

き、安心して暮らすことができるまち 

 

政策領域 

・ＳＤＧｓ 

水環境、大気環境の保全 

        

政策⑤ ★良好な水環境、クリーンな大気環境の保全に努めます 

 

 施策９ 水質汚濁の防止  

9-1 水環境の状況を把握するために河川、海域などの水質を監視し、市民にわかりやすく情報

提供を行うとともに、水質汚濁防止法等に基づく立入検査など、工場・事業場に対して排水

基準や総量規制基準の遵守を指導します。また、各種イベントや環境学習等において、生活

排水対策の啓発活動を実施します。 

 

9-2 健全な土壌環境を維持するために、土壌汚染対策法などに基づき、汚染土壌の拡散防止措

置の指示等による土壌汚染対策を実施します。 

 

9-3 下水道、合併処理浄化槽などの汚水処理施設の整備や既存施設の維持管理などを適切に行

い、公共用水域における良好な水環境を継続的に実現します。 

 

 

 施策１０ 大気汚染の防止  

10-1 大気環境の状況を把握するため、市内の大気測定局で、大気汚染物質の常時監視及び測

定を行います。 

 

10-2 大気環境を監視し、市民にわかりやすく情報提供を行うとともに、工場・事業場に対し

て大気汚染物質の排出基準や総量規制基準の遵守、施設改善、揮発性有機化合物の削減対策

などを指導します。また、アスベスト飛散防止対策や自動車公害対策等を進めます。 

 

10-3 ＰＲＴＲ制度に基づき、化学物質を製造・使用する事業者に対し、適正な届出を指導す

ることによって、事業者による化学物質の自主的な管理の改善を促進するとともに、化学物

質の排出量等の情報を提供します。< 施策９「水質汚濁の防止」共通 > 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

河川海域のＢＯＤ・ＣＯＤ・全窒素・全りん 

環境基準適合率 
73.7％ ― 84.2％ 

大気環境基準達成率＜総合計画指標＞ 84.7％ ― 85.6％ 

汚水処理人口普及率＜総合計画指標＞ 92.7％ ― 96.3％ 

  



14 
 

 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 水質調査事業 

 

水環境の監視、市民への

わかりやすい情報提供 

公共用水域や地下水、工場・事業場の排出水の測定を実

施するとともに、公共用水域の測定結果をホームペー

ジ等で市民にわかりやすく情報提供を行う。 

14,753  

 

★ 水質汚濁防止対策事

業 

水質汚濁の防止 水質汚濁防止法等に基づく立入検査など、工場・事業場

に対して排水基準や総量規制基準の遵守を指導すると

ともに、生活排水対策の啓発活動を行う。 

4,441  

 

 土壌汚染対策事業 土壌汚染の防止 土壌汚染対策法などに基づく必要な手続きの指導等を

行う。 

- 

 

★ 下水道事業 公共用水域の水質汚濁の

防止、生活環境・公衆衛生

の向上 

下水道施設の整備や既存施設の維持管理などを適切に

行うとともに接続率の向上にも努め、公共用水域にお

ける良好な水環境を継続的に実現する。 

8,588,450  

★ 合併処理浄化槽設置

費助成事業 

公共用水域の水質汚濁の

防止、生活環境・公衆衛生

の向上 

公共下水道が未整備の区域において、合併処理浄化槽

の設置に対して補助金を交付し、浄化槽設置を促進す

る。 

157,755  

★ 大気調査事業 大気環境の監視、市民へ

のわかりやすい情報提供 

市内の大気測定局で、光化学オキシダントや PM2.5 等

の大気汚染物質の常時監視を行うとともに、ホームペ

ージ等で市民にわかりやすく情報提供を行う。 

98,330  

★ 大気汚染対策事業 大気汚染の発生抑制 工場・事業場に対して、大気汚染物質の排出基準や総量

規制基準の遵守、施設改善、揮発性有機化合物の削減対

策などを指導する。 

6,218  

★ ダイオキシン類対策

事業 

ダイオキシン類対策 

 

ダイオキシン類排出事業者に対する規制及び指導を行

うとともに、環境中のダイオキシン類濃度調査を実施

する。 

10,742  

 化学物質対策事業 事業者による化学物質の

自主的な管理の改善 

工場・事業場に対して、PRTR 制度に基づく適正な届出

を指導するとともに、化学物質の環境への排出量及び

移動量の自主的な管理を事業者へ推進する。 

2,631 

★は総合計画実施計画記載事業 
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政策領域 

・ＳＤＧｓ 

生活環境の確保 

       

政策⑥ 快適な生活環境の確保に努めます 

 

 

 施策１１ 騒音・振動・悪臭の規制、環境美化の推進  

11-1 騒音・振動・悪臭の相談が寄せられた工場・事業場等へ立入等を行うとともに、防音・防

振・防臭対策について、発生源への指導・依頼等を行います。また、環境騒音※の状況を把握

することにより、その改善に努めます。 

 

11-2 全市一斉ごみ０（ゼロ）キャンペーンなど、市民や団体、事業者による自主的な地域の環

境美化活動を支援します。 

 

11-3 不法投棄監視員による巡回・監視活動を強化し、不法投棄※の未然防止や早期発見に努め

ます。 

 

 

 施策１２ 安全でおいしい水の安定供給  

12-1 健全な水環境を守るため、啓発活動を進めるとともに、水道利用者の求めるニーズを的確

に捉え、水道事業サービスの向上を図ります。 

 

12-2 水道施設などの効率化や耐震化を含めた整備を進めるとともに、広域での連携強化も含め

て多発する自然災害への対応を強化し、災害時の水道被害を最小限に食い止めることをめざし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

清掃活動に参加している人の割合 

＜総合計画指標＞ 
65.5％ ― 72.0％ 

水道水を飲料水として直接飲んでいる人の割合 

（直接飲用率）＜総合計画指標＞ 
96.9％ ― 97.5％ 

  

○防  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 騒音・振動・悪臭対策

事業 

騒音・振動・悪臭対策 騒音・振動・悪臭の相談が寄せられた工場・事業場等へ

立入等を行うとともに、防音・防振・防臭対策について、

発生源への指導・依頼等を行う。 

4,901  

 

★ 地域社会ボランティ

ア「アダプト・プログ

ラム」事業 

ボランティア活動を通じ

て公共施設への愛着を深

め協働の機運を高める。 

道路、水路などの公共施設の清掃美化活動を行うボラ

ンティア団体に対し、ほうきなどの消耗品の支給やボ

ランティア活動保険加入などで活動を支援する。 

836  

 

★ 環境美化啓発事業 環境美化の促進 「全市一斉ごみ 0 キャンペーン」をはじめとする清掃

美化活動の支援、飼い犬ふん害対策（イエローカード作

戦など）、ポイ捨て対策などを実施する。 

3,992  

 

★ 用排水路の清掃委託

事業 

農業用水路が適正に維持

管理されるため、地域の

清掃活動を支援する。 

市内全域で農業土木委員を中心に、非農家も含めた管

理組合等が、年に 1～3回程度、町内会等と連携して行

う用排水路清掃活動を支援する。 

115,070  

★ リフレッシュ瀬戸内

事業 

美しい瀬戸内海を守るた

め、地域環境美化意識の

向上を図る。 

6月、沙美海水浴場の海開きの前に、地元住民、学校、

企業等と連携し、海岸清掃活動を実施する。 

- 

★ 不法投棄対策事業 不法投棄物の情報収集、

回収及び防止対策 

「不法投棄 110 番」の設置などによる情報収集や、不

法投棄多発箇所への監視カメラの設置、ボランティア

不法投棄監視員によるパトロール強化などを行う。 

1,640  

★ 不法投棄監視事業（不

法投棄防止対策事業） 

不法投棄の早期発見、未

然防止 

航空機による上空監視、休日夜間の監視パトロール、不

法投棄防止用監視カメラの活用などを行う。 

23,723  

★ 残留塩素濃度の適正

管理 

安全な水を送り届ける。 市内 15か所で毎日 1回の測定結果を局内で共有すると

ともに、浄水場にて塩素注入量の調整を行い、濃度のば

らつきを抑える。また、遠隔監視装置の導入を検討す

る。 

19,490  

★ （仮称）水循環イベ

ントの開催 

水循環の大切さを利用者

とともに考える気運の醸

成を図る。 

水資源の大切さを考えるきっかけとして、高梁川流域

の利水団体をはじめとする各関係団体と将来の高梁川

の水源、水質について考える催しを実施する。 

320  

★ 水道水の利用促進事

業 

直接飲用率の向上 水道展、出前講座、広報紙、HPの内容の見直しに加え、

動画配信サービス等、デジタルコンテンツを活用した

PRを行う。 

4,137  

★ 管路の計画的更新と

耐震化 

災害による被害を最小化

する。 

新しい整備計画を策定し、将来の水需要減少を見据え

たダウンサイジングを図り、災害対策として管路の更

新を効率的に進める。 

4,117,781  

★は総合計画実施計画記載事業 
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基本目標 

４ 

リデュース・リユース・リサイクルが徹底され、環境に

配慮した循環型社会が形成されているまち 

 

政策領域 

・ＳＤＧｓ 

廃棄物の発生抑制・再使用 

        

政策⑦ 廃棄物の発生抑制・再使用を進めます 

 

 

 施策１３ 廃棄物の発生抑制  

13-1 市民・事業者・行政のそれぞれが相互に連携・協働し、循環型社会※の形成のため食品ロ

ス削減の推進など“できるだけごみにしない”という、廃棄物の発生自体を抑制するリデュー

スを進めていきます。 

 

13-2 生ごみの水切りの啓発や家庭向けの生ごみ処理容器の購入補助など、廃棄物の減量化を進

めます。 

 

13-3 内陸部から河川を通じて流入する「海ごみ」の発生抑制のため、普及啓発を行います。 

 

 

 施策１４ 廃棄物の再使用促進  

14-1 リサイクル推進センター（クルクルセンター）の体験講座などを通じて、生活の中で不要

になったものを捨てる前に「まだ使えないか」「他の利用方法がないか」の再考を促進するなど、

再使用につなげる取組を推進します。 

 

14-2 リサイクル推進センターを拠点とした、木製品・衣類・書籍、エコバッグ等のリユース事

業などを通じて、再使用の推進に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

１人１日当たりの家庭ごみ排出量 

＜総合計画指標＞ 
509㌘ ― 469㌘ 

事業ごみ（一般廃棄物）の年間排出量 

＜総合計画指標＞ 
70,849ｔ ― 66,817ｔ 
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ ごみの適正処理・減

量・リサイクル啓発事

業 

ごみの減量、適正処理、リ

サイクルの啓発 

「リサイクルフェア」や、食品ロス・海洋ごみ・3R を

啓発テーマとする「暮らしとごみ展」の開催の実施な

ど、啓発を行う。 

7,494  

 循環型社会推進事業 循環型社会形成の推進 産業廃棄物の排出抑制、資源の循環利用を促進するた

めのモデル的な事業に対し、施設設置費用の一部を補

助する。 

7,500 

★ ごみ減量化対策事業 家庭ごみの減量化・資源

化 

再生資源物の集団回収を行う PTA、子ども会等の団体活

動を奨励し、報奨金を交付するとともに、各家庭の生ご

み処理容器購入に対する補助金を交付する。 

83,388  

★ 学校における食育の

推進 

学校教育活動全体を通じ

て、児童生徒が望ましい

食習慣を身につけること

ができるようにする。 

学校給食に地場産物を計画的に取り入れたり、指導教

材の充実を図ったりしながら、学校における食育を推

進する。 

- 

★ 環境意識啓発事業 環境意識啓発、環境・経

済・社会の好循環の創出 

大学と連携して制作した、環境をテーマにした絵本を

活用して、子どもや若い世代向けに環境意識啓発を行

う。 

- 

★ 高梁川流域河川ごみ

等調査啓発事業 

海ごみの発生抑制等 海ごみの発生要因である河川ごみの発生抑制や生態系

に及ぼす影響等に関する啓発活動を実施する。 

206  

 リサイクル推進セン

ター管理運営事業 

ごみの減量、適正処理、リ

サイクルの啓発 

市民が自主的にごみの減量とリサイクルに取り組むこ

とを目的に、体験講座の開催や啓発事業を実施する。ま

た、木製家具の修理再生販売や古着・古本の無償提供を

行う。 

15,625 

★は総合計画実施計画記載事業 
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政策領域 

・ＳＤＧｓ 

廃棄物の再生利用 

       

政策⑧ 廃棄物の適正な分別・リサイクルを進めます 

 

 

 施策１５ 廃棄物の適正な分別・リサイクルの推進  

15-1 燃やせるごみや資源ごみ等、ごみの分別徹底を図るとともに、回収したペットボトル等の

資源ごみについては再商品化事業者に引き渡すなど、リサイクルを推進します。 

 

15-2新たに、ごみ焼却処理施設、粗大ごみ処理施設等を整備し、安定的かつ適切な廃棄物処理を

行うとともに、エネルギーの回収や資源循環の促進を図ります。 

 

 

 施策１６ 廃棄物の適正処理  

16-1 排出事業者に対し、訪問指導等で、徹底した廃棄物の減量化・資源化を促すとともに、処

理事業者に対し、現地調査や搬入物検査等で、適正処理に向けた指導・監督を行うなど、適正

処理を推進します。 

 

16-2 広報紙や事業者向けパンフレット等で廃棄物適正処理の協力を呼び掛け、市民や事業者の

意識の向上を図ります。 

 

16-3 産業廃棄物の処分に当たっては、電子マニフェスト（産業廃棄物管理票）システムの利用

を推進することで不適正処理の防止を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

リサイクル率※＜総合計画指標＞ 
11.4％ 

（46.0％）注 
― 22.3％ 

最終処分率※ 1.8％ ― 
1％台以下を 

維持 

（注）（ ）内の数値は資源循環型施設分を含むリサイクル率（参考値）。施設は令和６年度末で事業終了。 
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 

 

ごみの適正処理・減

量・リサイクル啓発事

業 

ごみの減量、適正処理、リ

サイクルの啓発 

 

「リサイクルフェア」や、食品ロス・海洋ごみ・3Rを啓

発テーマとする「暮らしとごみ展」の開催の実施など、

啓発を行う。 

7,494  

 

★ ペットボトル回収事

業 

ペットボトルの回収、資

源化 

協力店のスーパー等に設置した回収箱から回収したペ

ットボトルや、資源ごみとしてごみステーションから回

収したペットボトルを資源化する。 

79,042  

 

 資源ごみ再資源化事

業 

古紙・古布の資源化 市の処理施設へ搬入された古紙・古布について、再資源

化業者に引き渡し、資源化を行う。 

11,409 

 家電リサイクル事業 特定家電や小型家電の資

源化 

特定家電や小型家電について、再資源化業者へ引き渡

し、資源化を行う。 

33,735 

★ （仮称）倉敷西部クリ

ーンセンター整備事

業 

ごみ処理施設等の整備 

 

ごみ処理施設の集約化及びエネルギーの回収・有効利用

の促進を図るため、ごみ焼却処理施設、粗大ごみ処理施

設、市民ごみ持ち込み施設の整備を行う。 

752,970  

 

★ （仮称）白楽町汚泥再

生処理センター等整

備事業 

ごみ処理施設等の整備 

 

浄化槽汚泥等の再生利用を図るため、汚泥再生処理セン

ターの整備を行う。 

 

213,323  

 

★ 事業ごみ適正処理指

導事業 

 

事業ごみの適正処理の指

導 

 

事業ごみの受入時に不適正廃棄物の混入を確認する搬

入検査や一般廃棄物減量資源化計画書の作成・提出を求

めるなど事業者に対して指導を行う。 

- 

 

 産業廃棄物適正処理

推進事業 

処理業者等に対する適正

処理の指導 

産業廃棄物処理業者等への立入調査を実施し、産業廃棄

物の適正処理に関する指導を行う。 

23,550 

 産廃排出・処理業者監

視・指導事業 

排出事業者等による不適

正処理の防止 

排出事業者等に対して，産業廃棄物の適正な保管及び処

理についての指導を専門に行う職員を配置し、監視指導

体制を強化する。 

22,121 

★は総合計画実施計画記載事業 
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基本目標 

５ 脱炭素社会の実現に向け、だれもが地球温暖化対策を 

推進しているまち 
 

政策領域 

・ＳＤＧｓ 温室効果ガスの削減        
政策⑨ ☆温室効果ガス排出量の削減に努めます 

 

 施策１７ 事業者・公共施設への省エネルギー、再生可能エネルギー設備の導入  

17-1 事業者や公共施設への省エネルギー機器・設備や、太陽光発電システムをはじめとした再

生可能エネルギー設備の導入を進め、市全体の温室効果ガス排出量の削減に努めます。 

17-2 住宅やオフィスビル等について、ＺＥＨ（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）・ＺＥＢ（ネ

ット・ゼロ・エネルギー・ビル）の導入などによる建物のエネルギー収支ゼロ化を推進します。 

17-3 環境負荷の低減や省力化のため、流通事業者が進める輸送網の集約や輸配送の共同化に資

する施設や設備の整備に対し、助成制度による支援を行います。 

17-4 市のごみ処理施設等で自家発電した電力を市の他施設で消費できる仕組みを構築し、電力

の地産地消を推進します。 

 

 施策１８ 環境にやさしい脱炭素型ライフスタイルへの転換  

18-1 医療・福祉施設、商業施設や住居等が、利便性の高い公共交通沿線にまとまって立地し、

これらの生活利便施設等に公共交通でアクセスできるなど、コンパクトなまちづくりを推進し、

自動車利用の低減やエネルギーの効率的な利用等に繋げます。 

18-2 電気自動車やプラグインハイブリッド自動車など、環境性能に優れた自動車の普及を推進

します。 

18-3 省エネルギー・再生可能エネルギー設備が導入されるよう、助成制度を実施するとともに、

普及啓発等を行います。 

18-4 市民に対し、グリーンくらしきエコアクション※の実践など、環境に配慮したライフスタ

イルの普及啓発を行います。 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

市全体から排出される温室効果ガスの削減割合 

＜総合計画指標＞（H25年度 34,519千ｔ-CO2 比） 

5.0％削減 

（H29） 
― 

8.3％削減 

（※） 

産業部門での年間温室効果ガス排出量 
26,401千 t-CO2 

（H29） 
― 

26,208千 t-CO2 

（※） 

世帯当たりの年間温室効果ガス排出量 
＜総合計画指標＞ 

5,037kg-CO2 

（H29） 
― 

4,300kg-CO2 

（※） 

太陽光発電システムの導入件数（10ｋＷ未満） 
＜総合計画指標＞ 

18,642件 ― 25,000件 

（注）現状値欄に（H29）がある数値については、令和元年の数値が未公表のため、最新の数値（平成 29年度）を掲載しています。 

また、上記（※）があるめざそう値については、今後、国と県の動向を見ながら、再設定します。  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 学校屋内運動場照明

LED化事業 

環境に配慮した学校施設

を整備する。 

小学校・中学校・高等学校の屋内運動場照明の LED化を

計画的に進める。令和 3年度は東中学校他 3校で実施す

る。 

44,000  

 

★ 道路照明維持管理事

業 

道路照明等の LED化によ

り電気使用料削減を図

る。 

市内の道路照明・トンネル照明等の LED化を進めるとと

もに、地域に対しても補助金を交付し、防犯灯の LED化

を促進させる。 

144,748  

 

★ エネルギー使用量削

減推進事業 

市の施設のエネルギー使

用量と温室効果ガスの排

出量の削減 

省エネ法により義務づけられたエネルギー使用量の削

減計画を策定し、市の施設のエネルギー使用の合理化を

図る。 

5,461  

 

★ 水道施設における環

境負荷の低減 

省エネルギー化の推進等

による環境負荷の低減 

片島浄水場における空調設備の更新及び照明の LED 化

実施。 

24,638  

 

★ ESCO事業 施設設備の省エネ改修工

事を実施し CO2 排出量の

削減とコストを縮減す

る。 

省エネ改修工事を実施済みの 10 施設の ESCO 事業を継

続し、設備が老朽化している施設を対象に、新たに ESCO

事業を導入する。 

306,685  

 

★ 認定エコハウス・太陽

光発電等導入促進事

業 

認定エコハウス・太陽光

発電等の導入促進 

認定エコハウスの普及促進と、住宅用の太陽光発電シス

テムやリチウムイオン蓄電池などの導入促進を図るた

め、各種補助金を交付する。 

71,096  

 

 企業誘致推進事業 地域経済の活性化や雇用

の維持・創出、税収の増加

を図る。 

企業の立地・設備投資に対して奨励金を交付する。市内

物流業者の環境負荷軽減に係る設備投資も対象。 

874,761 

 

★ （仮称）倉敷西部クリ

ーンセンター整備事

業 

電力の地産地消の推進 

 

（仮称）倉敷西部クリーンセンターの整備に伴い、施設

で発電した電力を、自営線及び自己託送等で他の公共施

設へ供給する仕組みを構築する。 

- 

 

 倉敷市職員チャレン

ジエコ通勤 

渋滞緩和、公共交通の維

持、CO2排出削減、健康増

進 

5日/月の利用を上限として、4人で 1つの駐車場枠をシ

ェアし、普段は公共交通機関、自転車、徒歩などでエコ

通勤を行う。 

- 

 

★ 電気自動車等導入費

補助事業 

電気自動車等の導入促進 電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・充電設備

及び燃料電池自動車の導入促進を図るため、各種補助金

を交付する。 

22,500  

 

★ 中小企業への省エネ

設備導入促進事業 

 

事業者の省エネ設備導入

促進 

 

専門家による省エネ診断に基づき、CO2 削減効果が一定

量以上見込まれる設備更新を行う中小企業に対し、補助

金を交付する。 

15,000  

 

★ 脱炭素型ライフスタ

イル普及啓発事業 

環境に配慮したライフス

タイルの普及啓発 

市民に対し、グリーンくらしきエコアクションの実践な

ど、環境に配慮したライフスタイルの普及啓発を行う。 

- 

 

★は総合計画実施計画記載事業 
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政策領域 

・ＳＤＧｓ 

適応策の実施 

       

政策⑩ ☆地域特性に応じた適応策を実施します 

 

 

 施策１９ 市民生活・事業活動等への影響に対する適応策  

19-1 気候変動によって既に起こっている影響や今後起こり得る影響に対処するため、情報を収

集・整理し、地域特性に応じた適応策を計画的に実施します。 

19-2 熱中症予防のため、市民への普及啓発を進めます。 

19-3 感染症対策のため、下水道施設を整備することにより、病原体を媒介する蚊等の発生を抑

制します。 

19-4 災害時の電源利用として、電気自動車等と住宅等の間で相互に電力供給するために活用す

る充放電設備（Ｖ２Ｈ）や外部給電器等の設置を促進します。 

19-5 生物多様性の保全を図るため、生物分布の経年変化を把握し、調査結果を公表するなど、

自然環境への意識や理解の醸成を図ります。 

 

 施策２０ 頻発化・激甚化が懸念される災害への適応策  

20-1 下水道施設の整備、雨水利用の促進等に取り組みます。 

20-2 市道整備時に、歩道の舗装を透水性舗装とすることで、降った雨を直接河川や水路に流さ

ずに地下に浸透させ雨水の流出を抑制します。 

20-3 田んぼダムの導入、ため池ハザードマップの整備、農業用ため池の改修等に取り組み、大

雨などに対する防災・減災を図ります。 

20-4 立地適正化計画に基づき、土砂災害や水害などの災害リスクの低い場所へ、居住と都市機

能の誘導を図ります。 

20-5 大規模災害マニュアルや土砂災害マニュアルを作成し、局地的な集中豪雨等による水害や

土砂災害に対応します。 

20-6 ハザードマップやタイムラインを作成し、「自助・共助・公助」の防災理念のもと、防災訓

練や防災教育などを通じて、市民のさらなる防災・減災意識や知識の向上を図ります。 

20-7 平成３０年７月豪雨災害の経験や課題を踏まえ、災害廃棄物処理計画の改定や官民共通の

初動マニュアルを作成します。 

20-8 自然災害から事業者が従業員・資産を守り、業務の早期復旧体制を作るためのＢＣＰ（事

業継続計画）の策定を促進します。 

20-9 災害発生時の情報収集拠点となる倉敷館などの観光施設に停電時でも利用できる無線公

衆ＬＡＮを整備し、観光客の安心・安全の確保を図ります。 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

熱中症搬送患者数 317人 ― 
300人以下 

を維持 

自主防災組織カバー率＜総合計画指標＞ 73.3％ ― 90％ 

  

○防  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 適応策普及啓発事業 適応策の普及啓発 市民・事業者に対し、気候変動の影響による被害の回避・

軽減対策である適応策について、情報提供・普及啓発を

行う。 

- 

 熱中症予防啓発事業 熱中症を予防し、発症者

を減らす。 

救急講習会、ホームページ、SNSで普及啓発することに

より、熱中症を予防する。 

- 

 

 熱中症予防普及啓発

事業 

熱中症予防に関する普及

啓発 

熱中症が増加する夏季を中心に市民に対して正しい知

識と予防について普及啓発を行う。 

- 

★ 下水道事業 公共用水域の水質汚濁の

防止、生活環境・公衆衛生

の向上 

下水道施設の整備や既存施設の維持管理などを適切に

行うとともに接続率の向上にも努め、公共用水域におけ

る良好な水環境を継続的に実現する。 

8,588,450  

★ 感染症対策事業 感染症を予防する。 正しい知識の普及啓発。患者発生時には二次感染防止の

ための保健指導及び接触者への健康診断を行う。また 1･

2類感染症発生時の患者移送体制の整備を行う。 

224,872  

★ 新型コロナウイルス

ワクチン接種事業 

新型コロナウイルスワク

チンの接種体制を構築す

る。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた国家的

プロジェクトであるワクチン接種を迅速かつ円滑に実

施する。 

3,125,030  

★ 電気自動車等導入費

補助事業 

電気自動車等の導入促進 電気自動車・プラグインハイブリッド自動車・充電設備

及び燃料電池自動車の導入促進を図るため、各種補助金

を交付する。 

22,500  

 自然環境基礎調査事

業 

生物多様性の保全 自然環境への意識や、理解の醸成のため、生物分布の経

年変化を把握し、調査結果を公表する。 

- 

 道路新設改良事業街

路事業 

降った雨を直接河川や水

路に流さずに地下に浸透

させ雨水の流出を抑制す

る。 

市道整備時に透水性舗装を用いた歩道の整備を進める。 9,300 

★ 田んぼダム普及啓発

事業 

大雨時での内水被害の軽

減を図る。 

大雨時、水田内に雨水を貯留させて、下流域の内水被害

を軽減させる「田んぼダム」の普及啓発を行う。 

630  

★ ため池防災減災事業 

 

農業用水の確保と決壊に

よる災害への防災・減災

を図る。 

ため池の改修・廃止を行う。また防災上重要なため池に

ついて、ハザードマップの作成・周知を行うとともに、

水位監視システムを設置する。 

157,317  

 届出制度の活用 災害リスクを踏まえた居

住や都市機能の誘導を図

る。 

立地適正化計画に基づく届出制度を活用し、土地開発業

者等に対して、災害リスクに関する情報や本計画の趣旨

等を積極的に提供する。 

- 

 大規模水害対応事業 大規模水害時の迅速的確

な対応 

大規模災害マニュアルや土砂災害マニュアルを作成、改

訂し、それに沿った訓練を実施する。訓練の反省を活か

しマニュアルをさらに改訂することにより、局地的な集

中豪雨等による水害や土砂災害に対応する。 

- 

★ 高梁川流域データ活

用による防災力強化

事業 

高梁川流域圏域で共同利

用できるシステムの活用

推進を図る。 

防災関連オープンデータを活用し、容易に地域の防災マ

ップ等を作成することができるシステムを提供する。 

3,725  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 高梁川流域防災力強

化事業 

高梁川流域圏域の一体性

を醸成し、圏域内の防災

力強化を図る。 

高梁川流域圏域の防災力強化を目的に、住民の自主的避

難を促すための防災講演会や避難所運営演習等を実施

する。 

1,129  

 

★ 学校防災教育推進事

業 

防災に関する知識や実践

力を身につけるとともに

防災意識の向上を図る。 

小学校において、地域の災害リスクや避難行動を考える

学習資料として活用するハザードマップや、マイ・タイ

ムライン検討ツールの逃げキッドを作成する。 

1,987  

 

★ 災害予防事業 市民の防災意識向上を図

る。 

災害に強いまちづくりめざし、防災意識向上のため、防

災知識の啓発や全市一斉総合防災訓練等を実施すると

ともに、地区防災計画の策定支援を行う。 

3,503  

★ 水防センター整備事

業 

高梁川流域の大規模水害

発生時に、水防活動等を

円滑に行う。 

災害時は水防活動の現場指令や水防団員の待機等のた

めに、平常時は水防活動訓練や防災学習等で活用できる

施設を整備。（令和 2年度～5年度） 

- 

★ 地域健康危機管理体

制推進事業（情報提

供） 

緊急時に迅速かつ有効な

対応ができるよう健康危

機管理体制を強化する。 

新たな感染症の発生や大規模災害時に備え、平時から市

民に適切な情報提供を行い、危機管理意識の向上を促

す。 

- 

 SDGs災害廃棄物処理

官民連携事業 

発災時に、官民連携によ

る速やかな災害廃棄物処

理体制構築のため、平時

から連携を強化する。 

平成 30 年 7 月豪雨災害の課題と経験を踏まえ、令和 2

年度に策定した倉敷市災害廃棄物処理計画（改定版）及

び官民共通の初動マニュアルを活用し、発災時のスムー

ズな体制構築のため、官民連携による図上訓練等を行

う。 

152 

 がんばる中小企業応

援事業 

地域経済を支える市内中

小企業者の新たな事業展

開を支援する。 

市内中小企業者が行う、BCP策定、事業継続力強化計画

策定に係る経費の一部に対する助成。 

11,505 

★ 高梁川流域誘客環境

整備事業 

観光客の利便性を向上さ

せ、観光満足度と再来訪

意欲を高める。 

フリーWi-Fiの整備など、圏域へ観光誘客するための基

盤整備を行うことで、観光客の利便性と、観光満足度の

向上を図る。 

13,700  

★ 災害予防事業 

（危機管理課分） 

頻発する災害に備えるた

め、災害対策本部機能を

強化する。 

情報収集の多機能化、伝達手段の多様化、IT化の推進な

ど、災害対策本部機能の充実強化を図る。 

27,563  

★ 緊急情報提供無線シ

ステム管理運営事業 

災害時、緊急情報を迅速・

確実に市民提供する。 

災害発生時、市民に対し緊急情報を迅速かつ確実に提供

するため、緊急情報提供無線システムの管理運営を実施

する。 

52,216  

★ 安全・安心な施設情

報の発信事業 

安全･安心な施設情報を

利用者に発信することで

安全体制を確立する。 

防火･防災管理上の基準に適合するホテル、旅館等不特

定多数が宿泊する施設や大規模な就業施設、大学等の情

報を消防局ホームページで発信する。 

- 

★ 地域健康危機管理体

制推進事業（関係機

関との調整） 

緊急時に迅速かつ有効な

対応ができるよう健康危

機管理体制を強化する。 

新たな感染症の発生や大規模災害時に医療の確保が迅

速に行えるよう関係機関との調整を図る。 

319  

★ 真備緊急治水対策事

業 

小田川の安全性向上及び

災害時等の緊急車両の通

行等を確保する。 

国と市で協力して、小田川の堤防道路を 7m 程度に拡幅

等を行い、堤防強化を図る。 

15,500  

★ 避難経路等確保事業 避難時に支障となる狭あ

い道路を解消し、安全な

避難道路等を確保する。 

真備町岡田 78 号線や真備町有井 6 号線等の拡幅等を行

い、安全な避難道路等の確保を図る。 

194,100  
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 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 水江橋梁（仮称）新

設事業 

外水による浸水被害を防

止する。 

小田川合流点の付替え事業に伴い、船穂町水江に橋りょ

うを新設する。 

124,000  

★ 建築物耐震診断等助

成事業 

建築物の耐震診断を促進

することによって、地震

による人的被害及び経済

的被害を軽減する。 

木造住宅、その他建築物の耐震診断等の費用の一部を助

成する。 

 

13,280  

★ 建築物耐震改修等助

成事業 

建築物の耐震改修を促進

することによって、地震

による人的被害及び経済

的被害を軽減する。 

木造住宅及び耐震診断が義務化された一定の大規模施

設の耐震改修工事や、危険なブロック塀等の除却工事に

要する費用の一部を助成する。 

120,409  

★ 浸水対策事業 浸水被害から、市民の生

命・財産を守る。 

排水機場などの各施設の改修等を行う。 432,190  

★ 災害備蓄品整備事業 防災協定や災害時備蓄品

の充実等により防災体制

の一層の強化を図る。 

避難所開設時における避難生活用品や、災害対応用資機

材などを整備する。また、一般企業・業界団体等と防災

協定を拡充し、防災体制の強化を図る。 

57,884  

★ 備中地区消防相互支

援事業 

高梁川流域 6 消防本部全

体の消防力を高める。 

高梁川流域 6 消防本部がもてる能力及び資機材を融通

し合う又は協力することにより、流域全体の消防力を高

める。 

- 

★ 備中地区消防指令業

務共同運用事業 

備中地区 6 消防本部で消

防指令業務を共同運用

し、消防力の強化を図る。 

消防通信指令業務の共同運用に係る検討／令和元年度

末に作成した基本計画及び実施計画をもとに、消防指令

業務の共同運用について検討を進める。 

- 

★ 消防団機庫建設事業 

 

消防団施設の強化 

 

老朽化した消防機庫の建替えを行う。児島方面隊味野分

団第 4部の機庫新築工事、地質調査及び機庫用地造成工

事を行う。 

34,700  

★ 自主防災組織育成事

業 

自主防災組織の結成促進

と活動の活性化を図る。 

出前講座等を活用して自主防災組織の結成促進と活動

の活性化を図る。新規結成組織には、避難誘導灯や緊急

告知ＦＭラジオ等の災害備蓄品を支給し、組織の運営を

支援する。 

12,028  

★ 要援護者避難支援事

業 

災害に備えた避難支援体

制を整え、配慮を要する

方の支援の充実を図る。 

特に配慮を必要とする被災者に対応するため、災害時の

福祉避難所の充実を図る。市と自主防災組織・民生委員・

倉敷市社会福祉協議会・警察・消防機関との間で災害時

要援護者の情報を共有するために、災害時要援護者から

の情報提供の同意確認を行う。 

10,190  

★ 高梁川流域救急隊員

合同研修事業 

救急隊員の質の向上 

 

高梁川流域の消防本部の救急隊員を対象に、その資質向

上のため、救急医療に関する分野に精通した講師を招へ

いし、研修会を行う。 

- 

★ 救急高度化推進整備

事業 

救命率の向上 心肺停止となった人に対し、すぐそばにいる人が適切な

応急手当ができるよう応急手当の講習を開催し、救命率

の向上を図る。 

- 

★は総合計画実施計画記載事業 
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共通目標 ５つの基本目標を達成するための「人づくり」 

 

政策領域 

・ＳＤＧｓ 

環境意識の向上 

    

政策⑪ ★環境意識を持ち行動できる人を育てます 

 

 

 施策２１ 市民への環境学習の推進  

21-1 環境学習の拠点である環境学習センターにおいて、講座や体験学習、施設見学などの充実

を図り、市民の環境意識の向上、日々の実践を促進します。 

 

21-2 市民意識啓発・知識習得のため、子どもから大人まで多くの市民が身近なところで、環境

学習・体験の場や機会が得られるよう、環境関連の出前講座や施設見学、自然観察会や環境イ

ベント等の充実を図ります。 

 

21-3 ホームページや広報紙のほか、ＳＮＳを活用し、環境に関する情報発信を行います。 

 

21-4 地域やＮＰＯ等の団体と連携・協働し、環境学習や体験活動を進めます。 

 

 

 施策２２ 次世代を担う子どもたちへの環境教育の推進  

22-1 市民・団体・事業者・行政などが相互に連携を図りながら、家庭・学校・地域など多様な

場で、環境学習プログラムづくりや山・川・海の自然環境を生かした体験型学習プログラムづ

くりなど、子どもたちへの環境教育の充実を図ります。 

 

22-2 自らの学びを支援するため、計画的に施設や設備を充実させるとともに、より魅力的な事

業を実施するよう努めます。 

 

 

 

 

 

環境指標 
現状値 

（R元） 

実績値 

（R3） 

5年後めざそう値 

（R7） 

環境学習満足度＜総合計画指標＞ 88.9％ ― 90.5％ 

環境教育・環境学習講座受講者数 13,380人 ― 14,500人 

  



28 
 

 「政策」や「施策」を効率的・効果的に実施するための主要な事業一覧  

 

 事業名 目的 実施内容 R3予算額 

（千円） 

★ 郷土くらしきを大切

にする心育成プロジ

ェクト事業 

郷土倉敷を愛し、親しみ、

心豊かに成長できるよ

う、心の育成を図る。 

自分たちの学校生活や身の回りの環境を、よりよく改善

する方法について協議するため「倉敷こどもミーティン

グ」などを開催する。 

92  

 

★ 教育普及事業、自然史

博物館まつり事業 

多様な主体と連携して学

習機会を提供し、市民の

学習意欲を高める。 

自然史博物館友の会をはじめ関連団体との協働で、自然

観察会、各種講座、自然史博物館まつり等を実施する。

学校等への出前講座による講師派遣を行う。 

997  

 

★ 生涯学習推進事業 市民へ学習機会を提供す

るとともに、市政に関す

る啓発を図る。 

市民への学習機会の提供と市政に関する啓発として出

前講座を実施する。また、市職員等に対する生涯学習の

啓発として、生涯学習研修会を実施する。 

698  

 

★ 出前自然史博物館事

業 

高梁川流域圏域での自然

に関する教養を高める。 

自然観察会「高梁川流域自然たんけん」を開催する（令

和 3 年度は浅口市と新見市を予定）。展示ユニット「ま

ちかど博物館」を公共施設等へ貸し出す。 

59  

 

★ 環境フェスティバル

実施事業 

市民への環境意識啓発 

 

6月の環境月間に、幅広い市民層を対象に、各種団体・

企業等と連携して、環境関連啓発イベントを実施する。 

4,521  

 

★ 環境意識啓発事業 

 

環境意識啓発、環境・経

済・社会の好循環の創出 

大学と連携して制作した、環境をテーマにした絵本を活

用して、子どもや若い世代向けに環境意識啓発を行う。 

- 

 

★ 高梁川流域河川ごみ

等調査啓発事業 

海ごみの発生抑制等 海ごみの発生要因である河川ごみの発生抑制や生態系

に及ぼす影響等に関する啓発活動を実施する。 

206  

 

★ 環境学習推進事業 市民への環境学習の推進 親子で参加できる自然体験学習や、地域での環境学習を

担う人材を育成するため、講座や施設見学などの環境学

習を推進する。 

5,299  

 

★ 環境学習センター運

営事業 

環境学習の拠点運営 環境関連図書、環境学習用機材、会議室の貸出など、環

境学習センターを運営する。 

12,960  

 

★ 食育推進事業 市民が健全な心身を培

い、豊かな人間性を育む。 

第二次倉敷市食育推進計画に基づき、倉敷市食育推進会

議や「くらしき 3ベジプロジェクト」の推進、食育イベ

ントの開催、食育普及媒体の活用等により、関係団体・

機関と連携・協働して食育を推進する。 

1,275  

 

★ 学校における食育の

推進 

学校教育活動全体を通じ

て、児童生徒が望ましい

食習慣を身につけること

ができるようにする。 

学校給食に地場産物を計画的に取り入れたり、指導教材

の充実を図ったりしながら、学校における食育を推進す

る。 

- 

 

★ 環境交流スクエア管

理運営事業 

市民の環境に対する理解

及び学習を促進するとと

もに、相互交流を図る。 

環境交流スクエアを適切に維持、管理及び運営する。 

 

85,675  

 

★ 高梁川流域こどもサ

ミット事業 

各地域の歴史や文化を学

び合うことで、交流を図

る。 

高梁川流域圏域の中学生が、SDGs に関するテーマで討

論を行う「こどもサミット」を実施する。 

- 

 

★は総合計画実施計画記載事業 
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３ 環境指標一覧 
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環境指標と「目標値」 

 

基本目標 

 

政策 

１ 

自然環境が守られ、環境

と経済・社会とのバラン

スが保たれているまち 

① 豊かな自然環境を保全し、自然とのふれあいを促進します 

② 
環境・経済・社会の好循環の創出により、持続可能なまち

づくりを推進します 

２ 

潤いと安らぎ、歴史的・

魅力的な景観を有してい

るまち 

③ 
まちの緑化を推進し、潤いと安らぎのある生活空間の充実

を図ります 

④ 
瀬戸内海と高梁川の恵みを生かし、伝統に根づいた風格の

ある美しい倉敷の景観づくりを推進します 

３ 

水と空気と大地がきれい

で、常に安全でおししい

水が届き、安心して暮ら

すことができるまち 

⑤ 良好な水環境・クリーンな大気環境の保全に努めます 

⑥ 快適な生活環境の確保に努めます 

４ 

リデュース・リユース・

リサイクルが徹底され、

環境に配慮した循環型社

会が形成されているまち 

⑦ 廃棄物の発生抑制・再使用を進めます 

⑧ 廃棄物の適正な分別・リサイクルを進めます 

５ 

脱炭素社会の実現に向

け、だれもが地球温暖化

対策を推進しているまち 

⑨ 温室効果ガス排出量の削減に努めます 

⑩ 地域特性に応じた適応策を実施します 

共

通 

5つの基本目標を達成す

るための「人づくり」 
⑪ 環境意識を持ち行動できる人を育てます 
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指標 単位 
基準値 めざそう値 

R元 5年後(R7) 10年後(R12) 

身近なところで、生き物（動物、昆虫や植物など）にふれあえる場や機会

（イベントを含む）があると思う人の割合＜総合計画指標＞ 
％ 32.8 38.0 43.0 

自然にふれたり､学んだりする活動に参加している子どもの数 

＜総合計画指標＞ 
人 11,533 14,500 18,000 

環境マネジメントシステムを導入し、環境経営に取り組んでいる事業者の
割合 

％ 53.0 58.1 61.5 

倉敷市･高梁川流域ＳＤＧｓパートナーの登録数 

＜総合計画指標＞ 
件 

令和３年

度開始 
150 300 

企業が補助金を受けて行う、環境に配慮した研究・開発、設備投資の件数 件 2 
５か年計 

15 

10か年計

30 

身近な地域の緑の量が多いと感じている人の割合 

＜総合計画指標＞ 
％ 35.1 37.1 38.5 

都市公園の整備（１人当たりの面積） m2/人 8.2 9.0 9.5 

倉敷市の景観を良くする取組に関わりたい思う人の割合 

＜総合計画指標＞ 
％ 44.1 50.0 57.0 

倉敷市の景観が良くなったと感じている人の割合 

＜総合計画指標＞ 
％ 35.8 42.0 49.0 

河川海域のＢＯＤ・ＣＯＤ・全窒素・全りん環境基準適合率 ％ 73.7 84.2 100 

大気環境基準達成率 

＜総合計画指標＞ 
％ 84.7 85.6 86.4 

汚水処理人口普及率 

＜総合計画指標＞ 
％ 92.7 96.3 97.1 

清掃活動に参加している人の割合 

＜総合計画指標＞ 
％ 65.5 72.0 75.0 

水道水を飲料水として直接飲んでいる人の割合（直接飲用率） 

＜総合計画指標＞ 
％ 96.9 97.5 98.0 

１人１日当たりの家庭ごみ排出量 

＜総合計画指標＞ 
ｸﾞﾗﾑ 509 469 440 

事業ごみ（一般廃棄物）の年間排出量 

＜総合計画指標＞ 
ｔ 70,849 66,817 62,814 

リサイクル率 

＜総合計画指標＞ 
％ 11.4 22.3 25.3 

最終処分率 ％ 1.8 
1％台以下

を維持 

1％台以下

を維持 

市全体から排出される温室効果ガスの削減割合 

＜総合計画指標＞（H25年度 34,519千ｔ-CO2 比） 
％ 5.0 8.3 11.6 

産業部門での年間温室効果ガス排出量 千ｔ-CO2 26,401 26,208 26,043 

世帯当たりの年間温室効果ガス排出量 

＜総合計画指標＞ 
kg-CO2 5,037 4,300 3,800 

太陽光発電システムの導入件数（10ｋＷ未満） 

＜総合計画指標＞ 
件 18,642 25,000 30,000 

熱中症搬送患者数 人 317 
300人以下

を維持 

300人以下

を維持

 自主防災組織カバー率 

＜総合計画指標＞ 
％ 73.3 90 100 

環境学習満足度 

＜総合計画指標＞ 
％ 88.9 90.5 92.0 

環境教育・環境学習講座受講者数 

 
人 13,380 14,500 15,500 

 



【基本理念】

～豊かな緑と水に囲まれた環境、

　　　　花と緑あふれる暮らしを未来につなぎます。～

倉敷市第二次緑の基本計画の施策の体系図

資料４－①

倉敷市第二次緑の基本計画

第二次緑の基本計画に係る第１期実施計画

（令和２年度実績及び令和３年度計画）

 土木部公園緑地課 

倉　　敷　　市

●基本方針１　倉敷の豊かな緑を次世代に引き継ぎます

●基本方針２　花と緑にあふれ、安全で快適に暮らせるまちを創ります

●基本方針３　優しい心を育み、緑のまちづくりを展開していきます

1



＜基本方針１＞　倉敷の豊かな緑を次世代に引き継ぎます（緑の保全）

○指標１　　緑地率（緑地の確保）

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 目標年次
（Ｈ２８） （Ｈ２９） （Ｈ３０） （Ｒ０１） （Ｒ０２） （Ｒ１７）

7.2% 7.2% 7.2% 7.2% 7.3% 7.7%

872.0ha 873.7ha 872.9ha 874.5ha 879.3ha 929.2ha

17.2% 17.2% 17.2% 17.2% 17.2% 17.5%

6,073.8ha 6,084.6ha 6,089.8ha 6087.0ha 6095.2ha 6,170.5ha

＜基本方針２＞　花と緑にあふれ、安全で快適に暮らせるまちを創ります（緑の創出）

○指標２　　都市公園等の整備（一人当たり面積）
　　

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 目標年次

（Ｈ２８） （Ｈ２９） （Ｈ３０） （Ｒ０１） （Ｒ０２） （Ｒ１７）

8.1㎡/人 8.1㎡/人 8.1㎡/人 8.2㎡/人 8.2㎡/人 10.0㎡/人

392.2ha 393.3ha 392.7ha 393.6ha 394.0ha 476.3ha

14.9㎡/人 15.0㎡/人 15.1㎡/人 15.0㎡/人 15.0㎡/人 17.2㎡/人

721.3ha 724.3ha 725.6ha 723.1ha 723.2ha 818.5ha

○指標３　　身近な都市公園等に歩いていける地域の割合（市街化区域）

実績値 実績値 実績値 実績値 実績値 目標年次

（Ｈ２８） （Ｈ２９） （Ｈ３０） （Ｒ０１） （Ｒ０２） （Ｒ１７）

※身近な都市公園等：　街区公園、近隣公園、地区公園、遊園、開発遊園、住宅遊園、子ども広場

※歩いていける地域：　街区公園の一般的な誘致圏と言われる２５０ｍを設定

都市公園等

※都市公園等とは，都市公園及び公共施設緑地の合計

区分

身近な都市公園等に
歩いていける地域の割合

78.0% 78.4% 78.8% 79.2% 79.4% 80.0%

都市公園

目標とする指標の進捗状況　　

区分

市街化区域

市域全体

区分

2



＜基本方針３＞　「優しい心を育み、緑のまちづくりを展開していきます」

〇指標４　　身近な地域の緑の量が多いと感じている人の割合について

40.0%
緑の量が多いと感じている人の割

合
（非常に多い＋多い）

33.9% 19.6% 28.7% 35.1% 34.3%

【質問】　あなたがお住いの身近な地域の緑の量について、どのように感じてますか。

区分
基準値
（Ｈ２
６）

実績値
（Ｈ２
８）

実績値
（Ｈ３
０）

実績値
（Ｒ０
１）

実績値
（Ｒ０
２）

目標年次
（Ｒ１
７）

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

0.4

0.45

（Ｈ２６） （Ｈ２８） （Ｈ３０） （Ｒ０１） （Ｒ０２） （Ｒ１７）

緑の量が多いと感じている人の割合

実績 目標

0.075150301 0.26753507 0.452905812 0.137274549

0.028056112

0.02004008

0.019038076

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答構成

（998

件）

回答構成比率

非常に多い 多い 普通 少ない 非常に少ない わからない 未回答 0.075150301

0.077720207

0.080808081

0.083333333

0.078125

0

0.090909091

0.043478261

0.26753507

0.272020725

0.277777778

0.30952381

0.1796875

0.196078431

0.295454545

0.391304348

0.452905812

0.443005181

0.449494949

0.410714286

0.53125

0.509803922

0.454545455

0.391304348

0.137274549

0.147668394

0.121212121

0.107142857

0.15625

0.235294118

0.068181818

0.130434783

0.028056112

0.025906736

0.015151515

0.047619048

0.0390625

0.019607843

0.022727273

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（998件）

70歳以上

（386件）

60歳代

（198件）

50歳代

（168件）

40歳代

（128件）

30歳代

（51件）

20歳代

（44件）

20歳未満

（23件）

年齢別・回答構成比率

非常に多い 多い 普通 少ない 非常に少ない わからない 未回答

0.075150301

0.121212121

0

0.096774194

0.12

0.097014925

0.078947368

0.076433121

0.063265306

0.26753507

0.454545455

0.285714286

0.193548387

0.36

0.343283582

0.385964912

0.27388535

0.204081633

0.452905812

0.272727273

0.5

0.612903226

0.36

0.455223881

0.412280702

0.458598726

0.465306122

0.137274549

0.090909091

0.142857143

0.064516129

0.08

0.089552239

0.087719298

0.121019108

0.17755102

0.028056112

0.060606061

0

0.032258065

0

0

0.00877193

0.01910828

0.042857143

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（998件）

真備地区

（33件）

船穂地区

（14件）

茶屋町地区

（31件）

庄地区

（25件）

玉島地区

（134件）

児島地区

（114件）

水島地区

（157件）

倉敷地区

（490件）

地域別・回答構成比率

非常に多い 多い 普通 少ない 非常に少ない わからない 未回答



〇指標５　　緑のまちづくり活動に関わりたいと思っている人の割合について

【質問】今後、まちづくりに対して、どう考えますか。

60.0%
緑のまちづくり活動に関わりたい

と思っている人の割合
（積極的に＋できれば関わりたい）

53.6% 50.9% 55.0% 52.7% 49.4%

区分
基準値

（Ｈ２６）
実績値

（Ｈ２８）
実績値

（Ｈ３０）
実績値

（Ｒ０１）
実績値

（Ｒ０２）
目標年次

（Ｒ１７）

0.038076152 0.455911824 0.1102204410.048096192

0.265531062

0.049098196

0.033066132

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

回答構成

（998件）

回答構成比率

積極的に関わりたい できれば関わりたい できれば関わりたくない 関わりたくない わからない その他 未回答

0.038076152

0.033678756

0.03030303

0.035714286

0.0546875

0.058823529

0.045454545

0.043478261

0.455911824

0.422279793

0.505050505

0.505952381

0.4375

0.450980392

0.386363636

0.47826087

0.110220441

0.093264249

0.131313131

0.089285714

0.1640625

0.098039216

0.090909091

0.130434783

0.048096192

0.044041451

0.04040404

0.053571429

0.0625

0.058823529

0.045454545

0.043478261

0.265531062

0.261658031

0.247474747

0.244047619

0.265625

0.31372549

0.386363636

0.304347826

0.049098196

0.098445596

0.015151515

0.035714286

0.0078125

0

0.022727273

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（998件）

70歳以上

（386件）

60歳代

（198件）

50歳代

（168件）

40歳代

（128件）

30歳代

（51件）

20歳代

（44件）

20歳未満

（23件）

年齢別・回答構成比率

積極的に関わりたい できれば関わりたい できれば関わりたくない 関わりたくない わからない その他 未回答

0.038076152

0.052631579

0.071428571

0

0.04

0.02238806

0.01754386

0.038216561

0.046938776

0.455911824

0.473684211

0.428571429

0.483870968

0.4

0.552238806

0.438596491

0.375796178

0.455102041

0.110220441

0.078947368

0.214285714

0.064516129

0.16

0.037313433

0.122807018

0.133757962

0.116326531

0.048096192

0

0.071428571

0

0

0.029850746

0.043859649

0.076433121

0.053061224

0.265531062

0.289473684

0.214285714

0.387096774

0.28

0.276119403

0.298245614

0.267515924

0.253061224

0.049098196

0.105263158

0

0.064516129

0.04

0.059701493

0.035087719

0.076433121

0.03877551

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

合計

（998件）

真備地区

（33件）

船穂地区

（14件）

茶屋町地

区…

庄地区

（25件）

玉島地区

（134件）

児島地区

（114件）

水島地区

（157件）

倉敷地区

（490件）

地域別・回答構成比率

積極的に関わりたい できれば関わりたい できれば関わりたくない 関わりたくない わからない その他 未回答

0.46

0.48

0.5

0.52

0.54

0.56

0.58

0.6

0.62

（Ｈ２６） （Ｈ２８） （Ｈ３０） （Ｒ０１） （Ｒ０２） （Ｒ１７）

緑のまちづくり活動に関わりたいと思っている人の割合

実績 目標

4



倉敷市第二次緑の基本計画（令和２年度実績・令和３年度計画）調査表    

実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

倉敷市森林整備計画により森林のもつ公益的
機能を活用するため森林の整備及び保全を実
施する。

倉敷市森林整備
計画

倉敷市森林整備計画により森林のもつ公益的機能
を活用するため森林の整備及び保全を実施した。 ―

倉敷市森林整備計画により森林のもつ公益的機能
を活用するため森林の整備及び保全を実施する。 ― 農林水産課

水源林の保育及び管理を行うとともに、森林
諸機能の維持増進を図り、水源を確保し、災
害の防止に努める。

水源林管理事業 間伐や撫育、下刈り作業などにより高梁川上流地
帯の水源林の保全を図った。
新見市　９１ｈａ

4,282
間伐や撫育、下刈り作業などにより高梁川上流地
帯の水源林の保全を図る。
新見市　９１ｈａ

6,065 農林水産課

松くい虫被害対策のため薬剤散布と被害木の
伐倒駆除を推進する。

松くい虫の予防
及び駆除

鷲羽山の１３ｈａについて、薬剤地上散布を年２
回行う。また、松くい虫被害木の伐倒及び伐倒木
への薬剤散布を行った。

11,140
鷲羽山の１３ｈａについて、薬剤地上散布を年２
回行う。また、松くい虫被害木の伐倒及び伐倒木
への薬剤散布を行う。

10,988 農林水産課

地区山火事予防協議会を中心に情報収集及び
啓発活動を推進する。

林野火災予防啓
発・広報

県事業活用　山火事予防啓発物品の配布（チラ
シ，花の種，ポケットティッシュ）
山火事予防看板
造林事業に対する補助を行う。

1,333

県事業活用　山火事予防啓発物品の配布（チラ
シ，花の種，ポケットティッシュ）
山火事予防看板
造林事業に対する補助を行う。

1,768 農林水産課

森林等の緑を保全するとともに、ふれあいの
場を整備維持管理する

ふれあいの森等
管理事業

ふれあいの森、愛宕山公園、美しい森（倉敷・真
備）の維持管理を行った。 15,443

ふれあいの森、愛宕山公園、美しい森（倉敷・真
備）の維持管理を行う。 16,423 農林水産課

病害虫防除を行い、森林を健全な状態で保全
する

松林保全事業 おかやま森づくり県民税を利用し、観光地である
鷲羽山周辺の松を保全する樹幹注入事業を実施
１月　樹幹注入作業
松　３４２（薬剤　１，６２２本）

4,996

おかやま森づくり県民税を利用し、観光地である
鷲羽山周辺の松を保全する樹幹注入事業を実施す
る。 4,929 児島支所産業課

幹線道路沿いや山道等に、タバコの投げ捨て
防止の呼びかけを重点にした山火事予防看板
を設置及び老朽化に伴う更新を行う。

山火事予防看板
設置事業

幹線道路沿いや山道等に、タバコの投げ捨て防止
の呼びかけを重点にした山火事予防看板の点検を
実施
看板設置　４件(在庫分）

0

幹線道路沿いや山道等に、タバコの投げ捨て防止
の呼びかけを重点にした山火事予防看板の設置及
び点検を実施する。 0 消防・予防課

管内の山火事予防重点地域で、林野火災防御
訓練を実施し、地域住民に山火事予防意識の
高揚を図る。

山林火災防御訓
練

管内の山火事予防重点地域で林野火災防御訓練を
実施し、地域住民に山火事予防意識の高揚を図っ
た。
訓練件数　２件

―

管内の山火事予防重点地域で林野火災防御訓練を
実施し、地域住民に山火事予防意識の高揚を図
る。 ― 消防・予防課

２）水辺の
保全・活用

水質環境保全のために、工場・事業場に対し
て排出水の規制や指導を行う。また、児島湖
流域清掃大作戦の実施や環境保全推進員制度
等により、水環境保全の啓発活動を推進す
る。

水質汚濁防止対
策事業

工場・事業場等の水質汚濁物質の発生源に対する
規制及び指導を行った。

2,957

工場・事業場等の水質汚濁物質の発生源に対する
規制及び指導を行う。また、令和３年１１月７日
に倉敷市役所周辺で児島湖流域清掃大作戦を実施
する。

4,441 環境政策課

市内の河川・海域の水質汚濁状況の把握及び
工場・事業場の排水の水質分析を行う。

水質調査事業 水質汚濁防止法第１５条「常時監視」及び第１６
条「測定計画」に基づき、河川１８地点、海域２
１地点の公共用水域で水質調査を実施し、水質の
状況把握に努めた。

15,716

水質汚濁防止法第１５条「常時監視」及び第１６
条「測定計画」に基づき、河川１８地点、海域２
１地点の公共用水域で水質調査を実施し、水質の
状況把握に努める。

14,753
環境監視セン

ター

高梁川流域圏域において生物多様性エコツ
アーを推進することで、生物多様性の保全と
持続的な利用に向けて行動できる人材を育成
し、地域の活性化を図る。

生物多様性エコ
ツアーの相互実
施支援事業

高梁川流域圏域において生物多様性エコツアーを
推進するため、エコツアーの開催に関心のある団
体等に対し、実践的な講習会とエコツアーを実施
した。
令和２年１０月４日実施
（午前の部２３名、午後の部４６名）

459

高梁川流域圏域において生物多様性エコツアーを
推進するため、エコツアーの開催に関心のある団
体等に対し、実践的な講習会とエコツアーを実施
する。 535 環境政策課

下水道の維持管理等を行う。 下水道事業 処理場、ポンプ場の管理等の維持管理を行った。
水島外４下水処理場、１６ポンプ場など 683,308

処理場、ポンプ場の管理等の維持管理を行う。
水島外４下水処理場、１６ポンプ場など 704,387

下水施設課
下水建設課

農業集落を対象に、生活環境の改善を図り、
農業用水や河川などの水質保全のため、排水
処理施設の整備を行う。

農業集落排水施
設事業

農業集落排水処理施設の維持管理を行った。
倉敷地区　浅原、船穂東部地区　堅盤谷・加瀬、
船穂西部地区、真備地区　箭田川南 10,285

農業集落排水処理施設の維持管理を行う。
倉敷地区　浅原、船穂東部地区　加瀬、船穂西部
地区、真備地区　箭田川南 10,300 下水施設課

親子で、魚ふれあい体験や底びき網船乗船等
の漁業体験学習を行う。

漁業体験学習事
業

中止
0

高梁川流域事業として漁業体験学習を実施する。
859 農林水産課

普通河川、準用河川、それに付随する水門及
びポンプ場等の維持管理

河川維持管理事
業

普通河川、準用河川、それに付随する水門及びポ
ンプ場等の維持管理を行った。 100,926

普通河川、準用河川、それに付随する水門及びポ
ンプ場等の維持管理を行う。 105,625 土木課

倉敷川沿いの河川緑地、親水広場等の維持管
理に努めるとともに、絶滅危惧種に指定され
たミズアオイの自生地の整備・保全に努め
る。

倉敷川植栽管理
事業

倉敷川沿いの河川緑地、親水広場等の維持管理を
行った。

22,486

倉敷川沿いの河川緑地、親水広場等の維持管理を
行う。

23,000 土木課

県が整備した沙美緑地の維持管理を行う。 沙美緑地管理運
営事業

県が整備した沙美緑地の維持管理を行った。
6,757

県が整備した沙美緑地の維持管理を行う。
6,615 公園緑地課

６月、海水浴場の海開きの前に、地元住民、
学校、企業等と連携し、海岸清掃を実施す
る。

リフレッシュ瀬
戸内事業

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

―
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止する
予定 ― 企画経営室

まび水辺の楽校の維持管理をする。 まび水辺の楽校
の維持管理

災害復旧されておらず使用不可であり、維持管理
業務は未実施　※管理面積　約４９千㎡ 0

災害復旧後、空き缶やごみの回収、巡回パトロー
ルを毎月実施する。 85 真備支所市民課

３）農地の
保全・活用

農作物栽培を通じて農業と食の重要性に対す
る理解を深めることや、家族の憩いの場・地
域交流の場として、市民農園を整備し管理運
営する。

市民農園管理事
業

遊休農地を利用した市民農園の維持管理を行っ
た。
（２３園、２７，１４０㎡） 4,870

遊休農地を利用した市民農園の維持管理を行う。
（２３園、２７，１４０㎡）

4,258 農林水産課

・農業施策と連携し
た農地の保全、耕作
放棄地の再生・活
用、環境保全型農業

推奨

（１）倉敷
の豊かな緑
を次世代に
引き継ぎま
す【保全】

①骨格とな
る緑の保
全・活用

１）丘陵地
の保全・活
用

・病害虫防除や林野
火災予防などで森林
を健全な状態で保全
・森林ボランティア
活動の支援や啓発を
通じ、良質な自然環
境を次世代に継承

・河川や海岸などの
水辺を親水空間、レ
クリエーション空間
として活用しながら
良質な自然環境を保
全
・生物多様性の保全
のために、希少な野
生動植物が生息・生
育する区域では、良
好な環境の保全・創
出に努める
・下水道整備の推
進、排水に関する企
業等への指導徹底な
どにより、河川やた
め池、用水の水質保
全・浄化に努める

（１）倉敷
の豊かな緑
を次世代に
引き継ぎま
す【保全】

①骨格とな
る緑の保
全・活用

２）水辺の
保全・活用

資料４－②

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署
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実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

中山間地域において、耕作放棄の発生防止や
水源のかん養等多面的機能の確保を図るた
め、交付金により支援する。

中山間地域等直
接支払事業

農業生産条件の不利な中山間地域において，農用
地維持管理の協定を締結して農業生産活動等を行
う集落を補助金により支援した。

1,580
農業生産条件の不利な中山間地域において，農用
地維持管理の協定を締結して農業生産活動等を行
う集落を補助金により支援する。

1,578 農林水産課

国の耕作放棄地対策の対象とならない農地で
実施される再生・利用の取り組みを市単独の
補助金交付により支援する。

耕作放棄地対策
事業

耕作放棄地の発生防止や再生利用の取組を補助金
により支援した。 978

耕作放棄地の発生防止や再生利用の取組を補助金
により支援する。 950 農林水産課

農業祭で実施している採れたて新鮮野菜の即
売や共進会の開催などを行ない、地産地消を
推進する。

くらしき農業ま
つりの開催

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、農業
祭は中止。農林水産業功労者表彰のみを行った。
表彰式：１２月１７日（木）　受賞者：４２名，
１団体

184

農業祭で実施している採れたて新鮮野菜の即売や
共進会の開催などを行い、地産地消を推進する。

2,545 農林水産課

地元産品、特産品の消費推進を行う。 地産地消推進事
業

ＨＰ等で農林水産物直売所のＰＲ、倉敷駅でのス
イートピーＰＲイベント、市内の主な農林水産物
について、旬の時期や選び方、食べ方などを掲載
した冊子「くらしき農産物ガイド」等の活用を通
して、地産地消を推進した。
※コロナ禍により事業縮小

416

ＨＰ等で農林水産物直売所のＰＲ、市内外での農
産物ＰＲ、市内の主な農林水産物について、旬の
時期や選び方、食べ方などを掲載した冊子「くら
しき農産物ガイド」等の活用を通して、地産地消
を推進する。

946 農林水産課

地場産物を使ったレシピの紹介などにより、
郷土料理を含めた地産地消の啓発を行う。

食育推進事業 　関連団体や市関連部署と連携し，郷土料理を含
めた調理実習を行ったり，地場産物を使った弁当
を提供をしたりして，若い世代への普及啓発を
行った。また，ＨＰやフェイスブック等を活用
し、広く啓発した。

1,008

地場産物を使ったレシピをもとに，令和３年度か
ら推進する「くらしき３ベジプロジェクト」でも
関連団体や市関連部署と連携し，地産地消の啓発
を行う。さらに、ＨＰ等を活用し、広く啓発す
る。

1,275 健康づくり課

鷲羽山に代表される風光明媚な瀬戸内の豊か
な自然を次代に継承するために公園や園地の
管理等を行う。

瀬戸内海国立公
園及び園地の管
理

地元団体等と協力して、国立公園の維持管理を
行った。（鷲羽山、王子が岳、由加山、通仙園） 23,097

地元団体等と協力して、国立公園の維持管理を行
う。（鷲羽山、王子が岳、由加山、通仙園） 23,534 公園緑地課

鳥を観察できる、市内１２か所の「探鳥コー
ス」の案内板などの補修を随時行い、身近な
自然に親しんでもらう。

探鳥コース・野
鳥観察地の維持
管理

市内１２か所ある「探鳥コース」のコースを確認
した。設置している案内板などの補修を随時行っ

た。（１か所）
173

市内１２か所ある「探鳥コース」のコースを確認
し、設置している案内板などの補修を随時行う。 ― 環境政策課

ヌートリア食害防護フェンスの設置など、ミズア
オイ自生地の整備・管理に協力した。また、 春夏
には市民に対して，種まき会と観察会で啓発を
行った。

53

ヌートリア食害防護フェンスの設置など、ミズア
オイ自生地の整備・管理に協力する。また、春に
は市民に種まき会等の啓発活動を行う。 73 環境政策課

自然保護団体、地域住民と協力し、スイゲンゼニ
タナゴ等の保護活動を推進した。 1,750

自然保護団体、地域住民と協力し、スイゲンゼニ
タナゴ等の保護活動を推進する。 623 環境政策課

野草園の維持管理を行う。 野草移植地管理 野草移植地である種松山野草園の維持管理を行っ
た。 495

野草移植地である種松山野草園の維持管理を行
う。 497 環境政策課

自然環境保全条例の規定に基づいて自然保護
監視員を委嘱し、自然環境の保全と回復に関
する施策への協力や情報提供を得る。

自然保護監視員
の委嘱

自然環境研修会等を開催した。自然保護監視員だ
よりをホームページ等に掲載することにより、自
然保護の重要性を認識してもらった。

81
自然環境研修会等を開催する。自然保護監視員だ
よりをホームページ等に掲載することにより、自
然保護の重要性を認識してもらう。

182 環境政策課

史跡等の文化財において、歴史・文化資源の
保全を図りつつ、公園的な利用ができるよ
う、除草など継続的な維持管理を行う。

文化財等の保全
と公園的活用の
推進

史跡等の状況を保全するため、福田貝塚・一の口
水門等において、除草や草刈り、樹木の伐採など
を行った。

1,751
史跡等の状況を保全するため、定期的に除草や草
刈りなどの維持管理作業を行う。 1,687 文化財保護課

自然保護監視員や市民からの情報をもとに、
巨樹・老樹等の調査を行う。

巨樹・老樹等の
維持管理

自然保護監視員や市民からの情報をもとに巨樹・
老樹等の調査を行った。既設の巨樹説明看板を補
修した。（１か所）

36
自然保護監視員や市民からの情報をもとに巨樹・
老樹等の調査を行う。巨樹説明看板を補修する。 39 環境政策課

市指定天然記念物の防除対策として薬剤の地
上散布を行う。
松くい虫防除２回　　葉ダニ防除１回

市指定天然記念
物松くい虫等防
除事業

市内に３か所ある市指定天然記念物の松につい
て、防虫等の対策として薬剤散布を２回行った。
・影向の松（中帯江）
・雨笠の松（玉島黒崎）
・鳳凰の松（片島町）
松くい虫防除１回　　葉ダニ防除１回

171

市内に３か所ある市指定天然記念物の松につい
て、防虫等の対策として薬剤散布を行う。

171 文化財保護課

良好な景観の形成に重要な樹木で，条件に該
当し，自然，歴史・文化等からみて，樹容が
景観上の特徴を有するものを景観重要樹木と
して指定します。

景観重要樹木の
指定

良好な景観の形成に重要な樹木で、条件に該当
し、自然、歴史・文化等からみて、樹容が景観上
の特徴を有するものを景観重要樹木としての指定
するための検討を進めた。市内の民間で所有して
いる候補樹木を調査した。

―

良好な景観の形成に重要な樹木で、条件に該当
し、自然、歴史・文化等からみて、樹容が景観上
の特徴を有するものを景観重要樹木としての指定
するための検討を引き続き進める。

― 都市計画課

景観形成重点地区候補地において景観形成基
準を策定する。

景観形成重点地
区候補地におい
ての景観形成基
準の策定

景観計画の改定に伴い、倉敷駅周辺地区を景観形
成重点地区に指定し、景観形成基準等を設定し
た。 ―

今後，４地区（下津井周辺地区・旧玉島港周辺地
区・酒津地区・児島ジーンズストリート周辺地
区）の候補地について、景観形成重点地区指定の
検討を進める。

― 都市計画課

各小学校区の史跡や緑などをめぐるくらしき
まち歩きさと歩きマップを活用して、地域の
緑に親しむ。

運動で健康づく
り推進事業

　各小学校区の史跡や緑などをめぐるくらしきま
ち歩き、さと歩きマップを活用したウォーキング
大会を開催するなど地域の緑に親しんだ。
　現在６４学区中，５５学区のマップを公開して
おり広く市民に啓発を行った。

340

各小学校区の史跡や緑などをめぐるくらしきまち
歩き、さと歩きマップを活用して、学区単位で
ウォーキング大会を開催するなど地域の緑に親し
む。
現在６４学区中，５５学区のマップを公開してお
り広く市民に啓発を行っていくとともに，防災の
目線を取り入れた内容に改訂する。

913 健康づくり課

希少野生生物の
生息・生育環境
の保全事業

２）地域を
代表する緑
の保全・活
用

・文化財等と一体と
なり、歴史・文化的
風景を形成している
樹林地の保全に努
め、必要に応じて条
例による保全区域等
の指定、管理協定制
度などの活用を検討
する
・巨樹や老樹など地
域のランドマークと
なる樹林を次世代に
継承
・文化財の歴史・文
化的価値を保全しつ
つ、多くの方が来訪
できるよう継続的な
維持管理を行い、公
園的な活用を図る

の推奨
・農業者や消費者の
理解を深め、環境保
全型農業を推奨する
とともに、地産地消
及び旬産旬消の推進
に努める
・開発が計画された
際には、開発事業者
に対して、生物多様
性など環境への配
慮、緑化の推進など
を指導する
・遊休農地では、地
権者の意向を踏まえ
ながら市民農園など
市民が身近に土とふ
れあえる場としての
活用を図る

（１）倉敷
の豊かな緑
を次世代に
引き継ぎま
す【保全】

②特徴的な
緑の保全・
活用

１）優れた
自然環境の
保全・再
生・活用

・優れた自然環境の
保全・再生、自然に
ふれる場として活用
・貴重な野生動植物
の生息・生育に適し
た自然環境の保全・
再生を図るととも

に、特に保全が必要
な区域では、条例に
よる緑の保全区域等
の指定を検討する

倉敷市生物多様性地域戦略に基づき、希少野
生生物の生息・生育環境の保全を行う。
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実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

地域の文化財とその周辺の緑の維持管理を推
進する。

歴史・文化資源
と一体となった
緑の維持管理の
推進

国指定史跡である箭田大塚古墳とその周辺につい
て、定期的に除草や草刈り、清掃等を行った。

631

国指定史跡である箭田大塚古墳周辺の環境整備を
行う。

660 文化財保護課

（１）倉敷
の豊かな緑
を次世代に
引き継ぎま
す【保全】

②特徴的な
緑の保全・

活用

３）暮らし
に密着した
緑の保全・
活用

・生活や歴史・文化
と一体となり良好な
景観を形成する緑の
保全・再生に努める
・里山では、間伐や
竹林整備、生物多様
性に配慮した整備な
ど里山保全活動の支
援を図る
・里山を保全・管
理・活用する仕組み
づくりの検討

良好な景観、環境を形成する緑を法や条例に
よる保全地域、保全区域の指定を検討する。

緑地の保全地
域・区域の指定

都市緑地法等の一部を改正する法律で、市民緑地
の設置管理計画の認定制度が創設され、その認定
を市長が行う法改正が行われたことを踏まえ、条
例等の制定について継続検討とした。

―

都市緑地法等の一部を改正する法律で、市民緑地
の設置管理計画の認定制度が創設され、その認定
を市長が行う法改正が行われたことを踏まえ、条
例等の制定を検討する。

― 公園緑地課

市街地での公園整備を推進する。また、適正
な配置で街区公園を設置する。

街区公園の整備 街区公園整備のための工事を行った。
（仮称）乙島高崎公園ほか 20,015

街区公園整備のための工事を行う。
（仮称）木見駅前公園ほか 20,441 公園緑地課

利用しやすい公園づくり、市民のニーズに対
応した公園づくりを進めるため街区公園を魅
力ある公園に再整備する。また、小規模な公
園・遊園の統廃合や機能の見直しを検討す
る。

公園の再整備 公園のトイレ水洗化を進めたり、市民のニーズに
対応した施設整備により、快適な公園にした。
トイレ水洗化：水島緑地福田公園トイレ２ 187,047

公園のトイレ水洗化を進めたり、市民のニーズに
対応した施設整備により、快適な公園にする。
トイレ美装化：水島緑地福田公園トイレ３ 47,400 公園緑地課

適正に配置し、住民に憩いと安らぎの場を提
供する。

近隣公園の整備 適正配置に向けて、検討した。
0

適正配置に向けて、引き続き検討する。
0 公園緑地課

特殊公園の目的に即して適正な管理と機能の
充実に努める。

特殊公園（風
致・歴史・墓
園）の管理

足高公園、殿ケ居地公園、種松山山頂園地などの
維持管理を行った。 4,329

足高公園、殿ケ居地公園、種松山山頂園地などの
維持管理を行う。 4,329 公園緑地課

都市の自然環境の保全、景観向上を目的とし
た都市緑地の適切な維持管理に努め、市街地
の遊休地などを積極的に都市緑地の整備を検
討する。

緑地の整備
・維持管理

水島緑地管理
Ａ～Ｈ地区の清掃等管理を行った。

109,431

水島緑地管理
Ａ～Ｈ地区の清掃等管理を行う。

109,431 公園緑地課

子ども広場の維持管理を行う。 子ども広場の維
持管理

子ども広場の維持管理を行った。
子ども会連合会の代表者から要望があり、広場の
修繕を行なった。

592
子ども広場の維持管理を行う。
子ども会連合会の代表者から、広場の修繕につい
て連絡があれば、修繕を行う予定。

2,055 生涯学習課

王墓の丘史跡公園の維持管理を行う。 文化財保護事業 王墓の丘史跡公園について、公園部分の維持管理
を行うとともに、緑地部分の草刈りや樹木の伐採
等を行った。

8,209
王墓の丘史跡公園について、公園部分の維持管理
を行うとともに、緑地部分の草刈りや樹木の伐採
等を行う。

7,496 文化財保護課

鉄道跡地を緑豊かな自転車・歩行者道として
維持管理する。

「風の道」の維
持管理

鉄道跡地を緑豊かな自転車・歩行者道として維持
管理した。 3,000

鉄道跡地を緑豊かな自転車・歩行者道として維持
管理する。 3,000 児島支所建設課

１）公共施
設の緑化

緑豊かな街並み空間をつくるため、保育園・
幼稚園・学校等の既存のコンクリート塀等を
撤去し、生垣設置を進める。

公共施設緑化事
業

事業への緑化の要望が無かったため実績はない。

0

事業の実施主体からの要望に基づき，公共施設等
に生垣を設置する。 2,000 公園緑地課

地域の道路沿いにおいて、花を育てるボラン
ティア団体に花苗を配布し、地域を花で飾
る。

地区花いっぱい
運動

地区花いっぱい団体に花苗を無料配布し、地域を
花で飾った。 2,631

地区花いっぱい団体に花苗を無料配布し、地域を
花で飾る。 2,838 公園緑地課

快適な生活環境を維持するために、街路樹や
緑地等の維持管理を行う。

街路緑地等管理 街路１４２路線及び倉敷駅北広場、亀島南緑地等
の維持管理を行った。 139,742

街路１４２路線及び倉敷駅北広場、亀島南緑地等
の維持管理を行う。 139,176 公園緑地課

地域の人が安らぐ空間づくりとして，市内保
育園・認定こども園の園庭の整備，充実を図
る。

保育園・認定こ
ども園花いっぱ
い事業

地域の人が心安らぐ空間づくりとして、市内保育
園１２園、分園１園及び認定こども園６園の花壇
の整備充実を図った。１９園の花壇整備

―
地域の人が心安らぐ空間づくりとして、市内保育
園１２園、分園１園及び認定こども園７園の花壇
の整備充実を図る。

― 保育・幼稚園課

緑のカーテンプロジェクトの一環として，公
立保育園・認定こども園の園庭芝生化を行
い，子どもたちの屋外活動の促進や情緒安定
の向上を図る。

保育園・認定こ
ども園園庭芝生
化事業

公立保育園・認定こども園の園庭の芝生維持管理
を行った。（全体で１３園）

162

公立保育園・認定こども園の園庭の芝生維持管理
を行う。（全体で１３園）

506 保育・幼稚園課

植物による壁面緑化が室温の上昇を抑える効
果を持つことを体験することにより、自然環
境の大切さや身近な緑に関心をもってもらう
ことを目的とする。

学校・園壁面緑
化事業

幼稚園４３園　　小学校６３校　　中学校２６校
高等学校　５校　　特別支援学校　１校

2,416

幼稚園４１園　　小学校６３校　　中学校２６校
高等学校　５校　　特別支援学校　１校

2,748
教育・教育企画

総務課
（各学校）

市庁舎をはじめとする公共施設において、適
正な緑の維持管理を行う。

公共施設等の緑
の維持管理の充
実

市庁舎緑地管理、除草・剪定等業務委託を行っ
た。 4,197

市庁舎緑地管理、除草・剪定等業務委託を行う。

5,557 総務課

（２）花と
緑にあふ
れ、安全で
快適に暮ら
せるまちを
創ります
【創出】

②フラワー
ガーデンシ
ティの形成
（緑化の推
進）

１）公共施
設の緑化

・公共施設の緑化推
進、教育施設の生
垣・花壇整備や芝生
化等緑化の推進
・街路での街路樹整

学校における壁面緑
化活動の実施（ゴー
ヤ等の栽培による
【緑のカーテン事
業】）

285,539
水島緑地福田公園の再整備（６か年計画）のう
ち、人工芝グラウンド本部棟及び防球ネットの整
備を行った。

水島緑地福田公園の再整備（６か年計画）のうち
４年目を行う。 440,000 スポーツ振興課

３）その他
の公園・緑
地等の整備

・風致公園・歴史公
園・墓園などの目的
に即した適正管理
・緑地や都市緑地な
どの適切な維持管理
・生物多様性に配慮
した公園・緑地の整
備

２）都市基
幹公園の整
備

・市域のバランスや
社会情勢の変化に応
じた再整備を行う

倉敷市運動公園利活用基本構想に基づく運動
公園の整備等を行う。

運動公園利活用
推進事業

（２）花と
緑にあふ
れ、安全で
快適に暮ら
せるまちを
創ります

①フラワー
ガーデンシ
ティの形成
（都市公園
等の整備）

１）身近な
都市公園等
の整備

・公園が少ない地域
を優先とした街区公
園の整備
・多様なニーズを反
映した利用満足度の
高い公園の整備、個
性ある公園の整備
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実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

学校等の校園庭を芝生化し、地球温暖化対策
及び教育環境の充実を図る。

校庭芝生化事業 学校・園の校園庭周辺の芝生化を行うために、芝
生を植え付け、散水設備を整備した。
茶屋町東幼稚園（７４㎡）※全体で２５校園（平
成２１年度からの累計　１３，２２７㎡）

604

学校・園の校園庭周辺の芝生化を行うために、芝
生を植え付け、散水設備を整備する。

1,082 教育施設課

街路樹の植栽により可能な限り道路の緑化に
努める。

街路事業 街路樹の植栽により可能な限り道路の緑化。
植栽実績０本 0

街路樹の植栽により可能な限り道路の緑化に努め
る。【新田上富井線（低木・シャリンバイ）】 9,600 街路課

新設の道路の植樹により可能な限り道路の緑
化に努める。

道路新設改良事
業

新設の道路の植樹により可能な限り道路の緑化。
（新設道路０ｍ、植栽実績０本） 0

新設の道路の植樹により可能な限り道路の緑化に
努める。 0 街路課

市営住宅の団地整備にあたって、住民に潤い
を与える緑地の整備をする。

市営住宅整備事
業

川辺・箭田・有井地区の災害公営住宅整備にあ
たって、復興事業として、住民に潤いを与える緑
地の整備を行なった。令和３年３月事業完了。川
辺地区緑化面積３７２㎡，箭田地区緑化面積２２
３㎡有井地区緑化面積１１６㎡

2,513,555 住宅課

愛称通り（倉敷中央通り・鷲羽山通り・水島
商店街通り）などにフラワーボックスを設置
し季節の花で飾る。

フラワーロード
事業

市内のフラワーロード（５．９Ｋｍ）のフラワー
ボックス（１，９００個）に年３回花苗を配布し
た。

市内のフラワーロード（５．９Ｋｍ）のフラワー
ボックス（１，９００個）に年３回花苗を配布す
る。

公園緑地課

駅・バスステーション及びその周辺商店街等
にフラワーボックスを設置し、訪れる人々を
花でもてなす。

もてなし花壇事
業

４月ペチュニア、７月ジニア、１１月パンジーを
配布した。

４月ペチュニア、７月ポーチュラカ、１１月パン
ジーを配布する。 公園緑地課

駅前から美観地区に至る間にあるポケット的
なスペースを花で飾り、市民、来訪者に安ら
ぎを与える。

ポケットパーク
の維持管理

阿知フラワーポッケの花の植栽管理を行った。
６月,９月,１１月植替え 1,397

阿知フラワーポッケの花の植栽管理を行う。

1,470 公園緑地課

開発行為にあたって自然環境保全法、都市計
画法、倉敷市開発行為指導要綱等の趣旨によ
り、緑の保全が図られるよう規制・指導す
る。

開発行為等の規
制及び指導

許可件数　２１３件（３０４，２７６．４１㎡）
開発行為

0

開発行為にあたって自然環境保全法、都市計画
法、倉敷市開発行為指導要綱等の趣旨により、緑
の保全が図られるよう規制・指導する。 0 開発指導課

開発行為にあたって自然環境保全法、都市計
画法、倉敷市開発行為指導要綱等の趣旨によ
り、緑の保全が図られるよう規制・指導す
る。

開発行為等の規
制及び指導

届出件数１０４件（２７４，９５１㎡）
協議件数０件（０㎡）

―

開発行為にあたって自然環境保全法、都市計画
法、倉敷市開発行為指導要綱等の趣旨により、緑
の保全が図られるよう規制・指導する。 ― 環境政策課

開発行為にあたって自然環境保全法、都市計
画法、倉敷市開発行為指導要綱等の趣旨によ
り、緑の保全が図られるよう規制・指導す
る。

開発行為等の規
制及び指導

規制・指導の件数
３，０００㎡未満　１０１件
３，０００㎡以上　　２４件
倉敷市自然環境保全条例施行規則を改正して、緑
化基準の見直しを実施した。

―

開発行為にあたって自然環境保全法、都市計画
法、倉敷市開発行為指導要綱等の趣旨により、緑
の保全が図られるよう規制・指導する。 ― 公園緑地課

１０ｈａ以上の大規模開発に対して、県・
市・開発事業者の3者で自然保護協定を結び
自然環境の保全に努める。

自然保護協定の
締結

１０ｈａ以上の大規模開発に対して、県・市・開
発事業者の３者で自然保護協定を結び自然環境の
保全に努めた。

―
１０ha以上の大規模開発に対して、県・市・開発
事業者の３者で自然保護協定を結び自然環境の保
全に努める。

― 環境政策課

倉敷市埋立行為等の規制に関する条例により
土地の埋立て、盛土及びたい積にあたって
は、災害の防止及び生活環境の保全の両面か
ら、規制や跡地の緑化指導を行う。

埋立行為等の規
制及び指導

許可件数　２件（１７，７８７．９㎡）埋立

0

倉敷市埋立行為等の規制に関する条例により土地
の埋立て、盛土及びたい積にあたっては、災害の
防止及び生活環境の保全の両面から、規制や跡地
の緑化指導を行う。

0 開発指導課

倉敷市埋立行為等の規制に関する条例により
土地の埋立て、盛土及びたい積にあたって
は、災害の防止及び生活環境の保全の両面か
ら、規制や跡地の緑化指導を行う。

土砂等による土
地の埋立に対す
る緑化の指導

倉敷市埋立行為等の規制に関する条例に基づく土
地の埋立てに対して、自然環境の保全の面から、
倉敷市自然環境保全条例に基づき緑化の指導を
行った。

―

倉敷市埋立行為等の規制に関する条例に基づく土
地の埋立てに対しては、自然環境の保全の面か
ら、倉敷市自然環境保全条例に基づき緑化の指導
を行う。

― 環境政策課

緑地協定を締結することにより、団地などの
民有地緑化を推進する。

緑地協定による
民有地緑化の推
進

緑地協定を締結することにより、団地などの民有
地緑化を推進するため、調査・研究をした。 ―

緑地協定を締結することにより、団地などの民有
地緑化を推進するため、調査・研究をする。 ― 公園緑地課

くらしきグリーンメイト（緑のカーテン推進
員）とともに緑のカーテンを普及促進する

緑のカーテンの
推進

遮光・遮熱効果及び蒸散作用を持つ「つる性植
物」を住宅・事業所等の壁面に設置する「緑の
カーテン」の普及を推進した。
・グリーンメイトの登録数　１８３人
・緑のカーテンコンテスト応募数　３６人
・市民にゴーヤ種を配布
　配布数；ゴーヤの種　５，０００袋

239

遮光・遮熱効果及び蒸散作用を持つ「つる性植
物」を住宅・事業所等の壁面に設置する「緑の
カーテン」の普及を推進する。
・グリーンメイトの登録呼びかけ
・緑のカーテン市民モニター募集を実施
・市民にゴーヤの種や苗を配布

272
環境学習セン

ター

民間施設において積極的かつ適正に緑の維持
管理を行うよう推奨する。

民間施設等の緑
の維持管理の充
実

緑の相談で対応した。
民間施設に協力を依頼した。
１０月緑化フェアで相談を受付した。

―
緑の相談で対応する。
民間施設に協力を依頼する。
１０月緑化フェアで相談を受付する。

― 公園緑地課

民間の空き地等を公園的な空間として利用す
る取り組みを支援する。

市民緑地認定制
度の充実

都市緑地法の改正により、土地所有者等の民間主
体が設置し、住民に公開する緑地等を市が認定す
る制度が創設されたので、倉敷市公園条例、規則
等の改正を検討した。

―

都市緑地法の改正により、土地所有者等の民間主
体が設置し、住民に公開する緑地等を市が認定す
る制度が創設されたので、条例、規則等の整備を
引き続き検討する。

― 公園緑地課

③安心・安
全な市街地
の形成

避難場所となる都市公園等を防災訓練の場と
して活用する。

総合防災訓練の
実施

学校の体育館で避難所訓練を実施した。

―

公園での予定なし。学校の体育館等で計画中

― 危機管理課

（２）花と
緑にあふ

れ、安全で
快適に暮ら

１）都市公
園等の防災
機能の充実

・避難場所となる都
市公園等を防災訓練
の場として活用
・避難場所となる公
園にベンチトイレ設

３）民有地
の緑化

・啓発活動、生垣・
花壇設置の助成、緑
の情報提供等によ
り、住宅地など民有
地の緑化を推進
・商業地・工業地に
ついて、各種法や条
例に即し、事業所内
の緑化を指導する
・民間開発では、各
種法や条例に基づく
緑地の整備や緑化を
適正に指導する
・景観計画との連携
を図りながら、緑に
関する情報の提供を
行う

（２）花と
緑にあふ
れ、安全で
快適に暮ら
せるまちを
創ります
【創出】

②フラワー
ガーデンシ
ティの形成
（緑化の推
進）

２）拠点等
における良
質な緑の創
出

・駅、バスステー
ション、愛称通りな
ど市民、来訪者が多
く行き交う拠点で重
点的に花と緑の空間
を演出

16,234 17,409
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実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

ハザードマップなどを用いて、避難場所とな
る都市公園等の場所を周知する。

避難場所となる
都市公園等の周
知

ハザードマップなどを用いて、避難場所となる都
市公園等の場所を周知した。
（ハザードマップ各地区を合計２２０，３００
部，新規印刷）
倉敷地区９７，０００枚，水島地区４１，８００
枚，児島地区３０，０００枚，玉島地区２９，０
００枚，真備船穂地区２０，０００枚，全体２，
５００枚）

6,239

ハザードマップなどを用いて、避難場所となる都
市公園等の場所を周知する。

0 防災推進課

一時避難場所となる都市公園に防災機能を有
した公園施設の設置を検討する。

防災機能を有し
た公園施設の設
置検討

復興防災公園（仮称）整備事業において，用地測
量，用地買収等を行った。 147,429

復興防災公園（仮称）整備事業において，敷地造
成工事，用地買収等を行う。 168,965 公園緑地課

公害防止協定及び環境基本協定締結工場につ
いては緑地面積を維持または拡大するよう指
導する。また、工場立地法対象外の工場につ
いても、法の趣旨に沿った緑化を指導する。

環境保全協定等
の締結

公害防止協定及び環境保全協定締結工場について
は緑地面積を維持または拡大するよう指導した。
また、工場立地法対象外の工場についても、倉敷
市自然環境保全条例の趣旨に沿った緑化を指導し
た。

―

公害防止協定（環境保全協定を含む）の締結によ
り、緑化を進める。また、事前協議において、敷
地面積が増加する場合は、緑化の指導を行う。 ― 環境政策課

特定工場の新増設に係る事項を事前に届け出
ることを義務づけ、工場立地に関する準則等
に基づき、工場立地が環境の保全を図りつつ
適正に行われるようにする。

工場緑化の推進 特定工場の新増設に係る事項を事前に届け出るこ
とを義務づけ、工場立地に関する準則等に基づ
き、工場立地が環境の保全を図りつつ適正に行わ
れるようにした。届出件数２１件

―

特定工場の新増設に係る事項を事前に届け出るこ
とを義務づけ、工場立地に関する準則等に基づ
き、工場立地が環境の保全を図りつつ適正に行わ
れるようにする。

― 商工課

緩衝緑地の維持管理を行うため県に負担金を
支払う。

緩衝緑地事業 県への維持管理費負担金（水島緩衝緑地事業費負
担金）中畝東塚・明神地区 21,140

県への維持管理費負担金（水島緩衝緑地事業費負
担金）中畝東塚・明神地区 21,140 公園緑地課

公園樹木の剪定など適正な維持管理をおこな
い、安心・安全な公園づくりに努める。

安心・安全な公
園の維持

市内公園１０９１公園（遊園含む）の樹木の剪定
27,626

公園樹木の剪定など適正な維持管理を行ない、安
心・安全な公園づくりに努める。 18,905 公園緑地課

１）緑化イ
ベント等の
充実

全国都市緑化月間に「花と緑いっぱいのまち
倉敷」をテーマに緑に関する講演、体験教室
等の各種行事を展開する。

くらしき都市緑
化フェアの開催

市民団体等により実行委員会を編成し、１０月に
くらしき都市緑化フェアを開催した。
来場者　２，９８０人

1,665
市民団体等により実行委員会を編成し、１０月に
くらしき都市緑化フェアを開催する。 1,665 公園緑地課

緑化推進、公園管理等に貢献した市民・団体
等に対し、その労をねぎらうとともに功績を
讃え、緑化に対する意欲を高める。

緑化功労者の表
彰

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，見
送った。 0

緑化活動に功労のあった個人・団体を表彰する。

24 公園緑地課

花と緑の美しいまちづくりを推進していくた
め、家庭・自治会等で四季折々に育てられて
いる花と緑の優秀な花壇等を顕彰することに
より、市民参加による都市緑化の促進を図
る。

花いっぱいコン
クールの実施

第９回倉敷市花いっぱいコンクールを実施
応募総数３９点（家庭部門２３点、コミュニ
ティー部門４点、学校・職場部門１２点、） 38

第１０回倉敷市花いっぱいコンクールを実施す
る。

40 公園緑地課

市民の皆様と協力して酒津公園に桜を植樹す
ることにより，緑化意識の向上と花と緑あふ
れるまちづくりを推進する。

酒津公園さくら
植樹イベントの
実施

酒津公園さくら植樹イベントを実施した。
参加者６６名
桜に関する講義・苗木を１０本植樹 260

酒津公園さくら植樹イベントを実施する。

253 公園緑地課

６月の環境月間に環境関連啓発事業を実施す
る。

環境フェスティ
バル実施事業

６月６日（土）に実施予定の環境フェスティバル
は、新型コロナウイルスの影響で中止 105

６月の環境月間に環境関連啓発事業を実施する。
4,521

環境学習セン
ター

市民と協働して、自然史博物館まつりを実施
する。

自然史博物館ま
つり事業

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止し
た。なお，代替イベントとして，博物館まつりで
実施していた小規模なイベントなどを中心に土日
祝日に分散して行う「自然史博物館 秋冬スペ
シャル」を実施した。

57

１１月に，市民と協働して自然史博物館まつりを
実施する（実施の可否についてはコロナウイルス
感染拡大状況を見て検討する）。 550 自然史博物館

倉敷市さつき展
示会の開催

令和２年３月３１日の倉敷市さつき会解散により
令和２年度から中止。 0

令和２年度から中止。
0 観光課

倉敷市菊花展の
開催

１０月～１１月に倉敷みらい公園にて、倉敷市菊
花展を開催した。 993

１０月～１１月に倉敷みらい公園にて、倉敷市菊
花展を開催する。 1,000 観光課

緑の意義や維持管理に関するホームページ、
パンフレット等を作成・配布し緑化知識の向
上を図る。

緑の情報提供 緑の意義や維持管理に関するホームページ、パン
フレット等を作成・配布し緑化知識の向上を図
る。２２回ＨＰを書き換えた。

―
緑の意義や維持管理に関するホームページ、パン
フレット等を作成・配布し緑化知識の向上を図
る。

― 公園緑地課

講習会の実施や緑の相談所を通して、緑の育
て方や維持管理について知識の向上を図る。

講習会等の実施 花とみどりの推進会議（８月・３月開催）におい
て講演会を実施した。
（８月：開催，３月：開催）

65
花とみどりの推進会議において講演会を実施す
る。 51 公園緑地課

緑に対する市民意識や市内の緑の分布状況等
の調査・研究により収集した情報を広く市民
に提供する。

緑の施策の周知 改定された緑の基本計画の内容を広く市民に周知
するため、概要版を窓口等で配布した。 ―

改定された緑の基本計画の内容を広く市民に周知
するため、概要版を窓口等で配布する。 ― 公園緑地課

緑化相談所の開設回数、場所等の拡大を図る
とともに、相談員の知識向上を図り、広く市
民の相談に応じる体制の充実を図る。

緑の相談所の充
実

随時、公園緑地課で緑の相談を受け付ける。ま
た、緑化フェア会場内に相談コーナーを設置し、
記念樹配布の際には、緑化推進員が相談を受け付
けた。
１０月緑化フェアで相談受付
１月、２月の緑のリサイクル開催時に相談受付
１１月、３月の記念樹の配布時に相談受付

―

随時、公園緑地課で緑の相談を受けつける。ま
た、緑化フェア会場内に相談コーナーを設置し、
記念樹配布の際には、緑化推進員が相談を受け付
ける。 ― 公園緑地課

秋に菊花展を開催する。

２）緑に関
する情報の
提供

・講習会、ホーム
ページ、パンフレッ
ト、広報紙などを通
じた緑に関する情報
提供

せるまちを
創ります
【創出】

置など防災機能の充
実

２）暮らし
を守る緑の
充実

公園内の見通しの確
保など多様な世代が
安全・安心に利用で
きる公園づくり

（３）優し
い心を育

み、緑のま
ちづくりを
展開してい

きます
【展開】

①花と緑を
愛する優し
い心の育成

・イベントなどの開
催による緑のまちづ
くりの意識を醸成
・緑化推進に貢献し
た市民及び団体を表
彰
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実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

市内の都市公園に緑に対する理解を深めるた
めの講習会や研修・学習のできる施設や緑の
相談所等を設置した緑の拠点の整備を検討す
る。

緑の拠点の整備 緑に関する講習会や研修・学習のできる施設とし
ての緑の拠点の整備を継続して検討することとし
た。 ―

緑に関する講習会や研修・学習のできる施設とし
ての緑の拠点の整備を検討する。

― 公園緑地課

緑豊かな街づくりを推進するため、不要に
なった樹木を市が譲り受け、希望者に譲渡す
ることにより、樹木の有効な活用を図る。

緑のリサイクル
事業

不要になった樹木の提供３３件
一般公開；１月１７日
譲渡本数；２４３本

399
緑豊かな街づくりを推進するため、不要になった
樹木を市が譲り受け、希望者に譲渡することによ
り、樹木の有効な活用を図る。

401 公園緑地課

結婚・誕生を記念して苗木を配布し、家庭の
緑化を進める。

記念樹の配布 結婚・誕生を記念して苗木を配布
９４８本（１１月　５２７本、３月　４２１本） 1,539

結婚・誕生を記念して苗木を配布し、家庭の緑化
を進める。 1,513 公園緑地課

緑の羽根による募金の支部緑化事業として地
域･学校等に苗木を配布し、地域緑化を進め
る。

地域緑化事業 緑の羽根による募金の支部緑化事業として地域･
学校等に苗木を配布し、地域緑化を進めた。
１１月　４２箇所・４２８本を配布

1,623
緑の羽根による募金の支部緑化事業として地域･
学校等に苗木を配布し、地域緑化を進める。 1,873 公園緑地課

講習会や講座等の実施や緑の相談所を通し
て，緑の育て方や維持管理について知識の向
上を図る。

講習会等の実施 公民館や市民学習センターでは、一部実施できな
かった講座もあったが、「季節の園芸」や「楽し
い寄せ植え」、「楽しいガーデニング教室」「イ
ンテリア盆栽」「知って役立つ庭木剪定のコツ」
などの講座を開催することで、植物の栽培に関す
る知識の習得や、自然の素晴らしさを実感しても
らい、緑化に対する意識の高揚を図った。

―

公民館や市民学習センターでは、「楽しい寄せ植
え」をはじめ、「樹木医から学ぶ身近な緑、町の
緑の管理」「癒しの山野草」「花と緑のある暮ら
し楽しく学ぼう栽培のテクニック」などの講座を
開催することで、植物の栽培に関する知識の習得
や、自然の素晴らしさを実感してもらい、緑化に
対する意識の高揚を図る。

―
市民学習セン

ター

広報くらしき及びテレビ等のマスメディアを
通して、緑化意識の高揚を図る。

広報紙発行事業 各事業の所管課からの依頼により、広報くらしき
を通して、緑化意識の高揚を図った。
【広報くらしき：公園緑地課関連分】
＜Ｒ２年４月号掲載＞
「花いっぱいガーデン・バスツアーの参加者募
集」
＜Ｒ２年９月号掲載＞
「くらしき都市緑化フェアの教室」
＜Ｒ２年１０月号掲載＞
「くらしき都市緑化フェア」
＜Ｒ２年１１月号掲載＞
「酒津公園さくら植樹イベントの参加者募集」
＜Ｒ３年１月号掲載＞
「緑のリサイクル 樹木の一般公開・譲渡」
＜Ｒ３年２月号掲載＞
「開発行為などを行う事業者、土地所有者・占有
者の皆さんへ」
＜Ｒ３年３月号掲載＞
「花いっぱいコンクールの作品募集」

―

各事業の所管課からの依頼により、広報くらしき
を通して、緑化意識の高揚を図る。

―
くらしき情報発

信課

広報チャンネル
広報事業

緑の基本計画に関することは実施していない。
―

各事業の所管課からの依頼により、広報チャンネ
ルを通して緑化意識の高揚を図る。 ―

くらしき情報発
信課

（３）優し
い心を育
み、緑のま
ちづくりを
展開してい
きます
【展開】

①花と緑を
愛する優し
い心の育成

２）緑に関
する情報の
提供

・講習会、ホーム
ページ、パンフレッ
ト、広報紙などを通
じた緑に関する情報
提供

広報くらしき及びテレビ等のマスメディアを
通して、緑化意識の高揚を図る。

コミュニティメ
ディア広報事業

緑の基本計画に関することは実施していない。

―

各事業の所管課からの依頼により、コミュニティ
メディア（FMくらしき）を通して緑化意識の高揚
を図る。

―
くらしき情報発

信課

倉敷市及び周辺地域の自然に関する標本、文
献等資料の収集と調査研究を行い、研究報告
などで成果を公表する。また、特別展を実施
するなど環境教育を行う。
・市内の海岸や里山・里地等の植物相調査
・県内の植物分布調査ほか

自然史博物館展
示事業

展示事業として，特別展「岡山県のレッドデータ
生物２０２０」や特別陳列「新着資料展２０２
０」などを開催した。
第４展示室「植物の世界」の自由展示コーナーで
はミニ展示「タンポポ調査・西日本２０２０」，
「地方植物誌の著者による採集標本」，「干支
（ウシ）にちなんだ植物」，「『環境省レッドリ
スト２０２０』に掲載された絶滅危惧植物」を開
催した。

1,899

展示事業として，特別展「きらめき☆ときめき昆
虫展」や特別陳列「新着資料展２０２１」などを
開催する。
第４展示室「植物の世界」においてミニ展示等を
開催する。 1,031 自然史博物館

倉敷市及び周辺地域の自然に関する標本、文
献等資料の収集と調査研究を行い、研究報告
などで成果を公表する。

自然史博物館調
査研究事業

調査研究事業として，市内や県内の自然等の調
査，研究を行った。
・２月　自然観察会「倉敷みらい公園の生き物し
らべ」実施（６３名参加）
・２月　博物館講座「学芸員研究紹介」実施（２
１名参加）
・３月　倉敷市立自然史博物館研究報告第３６号
発行

912

調査研究事業として，市内や県内の自然等の調
査，研究を行う。
・市内の海岸や里山・里地等の植物相調査
・県内の植物分布調査ほか
・研究報告の発行 908 自然史博物館

（３）優し
い心を育

み、緑のま
ちづくりを
展開してい

きます
【展開】

①花と緑を
愛する優し
い心の育成

２）緑に関
する情報の

提供

・講習会、ホーム
ページ、パンフレッ
ト、広報紙などを通
じた緑に関する情報
提供
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実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

学校・団体への学習支援や出前講座等へ講師
を派遣する。また、市民と協働して自然観察
会や各種講座を実施する。

自然史博物館教
育普及事業

植物関連の出前講座は５回対応した。植物等の標
本同定会や自然観察会，各種講座を行った。
・８月　「自然の標本なんでも相談会」実施（２
６名参加）
・９月　自然観察会「おかやま自然探訪６６」実
施（３２名参加）
・９月　自然観察会「ミズアオイ観察会」実施
（５０名参加）
・１２月　高山植物スライド会「花の百名山を訪
ねて７」実施（３２名参加）

540

植物等の標本同定会や自然観察会，各種講座を行
う。スライド映写会「旅先の自然と植物たち１」
の上映を行う。

506 自然史博物館

市内の公園や探鳥コースなどで見られる植物
の写真撮影や名前調べを行い、ホームページ
で公開する。

植物等の紹介 倉敷市内の公園や探鳥コースで見られる植物の写
真撮影や名前調べを行いホームページで公開し
た。

―
倉敷市内の公園や探鳥コースで見られる植物の写
真撮影や名前調べを行いホームページやＳＮＳで
公開する。

― 自然史博物館

小学生を対象とした地球温暖化や再生可能エ
ネルギーに関する体験型講習（こどもエコラ
イフチャレンジ）やＮＰＯ等と連携したイベ
ント（STOP温暖化くらしき）を開催し、温室
効果ガスの削減を啓発する。

地球温暖化対策
学習推進事業

小学生を対象とした地球温暖化や再生可能エネル
ギーに関する体験型講習（こどもエコライフチャ
レンジ）やＮＰＯ等と連携したイベント（ＳＴＯ
Ｐ温暖化くらしき）を開催し、温室効果ガスの削
減を啓発した。
１２月にこどもエコライフチャレンジを開催し
た。（２回目は２月実施予定だったが新型コロナ
ウイルスの影響で中止）

1,313

小学生を対象とした地球温暖化や再生可能エネル
ギーに関する体験型講習（こどもエコライフチャ
レンジ）やＮＰＯ等と連携したイベント（ＳＴＯ
Ｐ温暖化くらしき）を開催し、温室効果ガスの削
減を啓発する。 2,137

環境学習セン
ター

グリーンくらしきエコアクションの普及定着
による、低炭素型ライフスタイルへの転換を
図る

グリーンくらし
きエコアクショ
ンの周知

グリーンくらしきエコアクション改訂版を環境イ
ベントや施設見学者に広く配布し、普及啓発を実
施した。

0
グリーンくらしきエコアクション改訂版を各種環
境イベント等で広く配布し、普及啓発を実施す
る。

0
環境学習セン

ター

学校教育を通し
ての緑化教育の
実践

花の栽培
校庭花壇等の草取り
水やり等 ―

花の栽培
校庭花壇等の草取り
水やり等 ―

教育・指導課
（各学校）

緑の少年隊の活
動支援（県）

緑の少年隊による募金活動
―

緑の少年隊による募金活動
―

教育・指導課
（各学校）

年間指導計画に基づく環境教育を推進する。 環境教育の推進 学校訪問を市内１／３の小・中学校で実施した。
―

学校訪問を市内１／３の小・中学校で実施する。
―

教育・指導課
（各学校）

山の学習・自然教室・特別活動などにおける
体験学習を通して、緑や自然に対する意識の
高揚を図る。

山の学習・自然
教室等の充実

山の学習→市内の小学校
自然教室→市内の中学校
感染症対策のため、実施を見送った学校もある ―

山の学習→市内の小学校
（市外宿泊もしくは市内日帰り）
自然教室→市内の中学校（市外宿泊） ―

教育・指導課
（各学校）

環境教育を推進し、環境意識の向上を図るた
め、各種環境学習講座や自然観察会、海辺・
水辺教室など屋外体験学習を実施する。

環境学習推進事
業

・野鳥観察会（２月）　１５人
・秋エコイベント（全４講座）計７０人　等

４月～８月の環境イベント（観察会、夏講座等）
については、新型コロナウイルス感染拡大の影響
により、すべて中止。

1,616

環境教育を推進し、環境意識の向上を図るため、
各種環境学習講座や自然観察会、海辺教室など屋
外体験学習を実施する。

4,968
環境学習セン

ター

市内の小中学生を対象に、市内の大好きな景
色やこんな街になってほしいと願う風景を
テーマに作品を募集する。

景観絵画展の実
施

市内の小中学生を対象に、市内の大好きな景色や
こんな街になってほしいと願う風景をテーマに作
品を募集
応募数　　３２８点
・小学校　３１９点
・中学校　　　９点

22

市内の小中学生を対象に、市内の大好きな景色や
こんな街になってほしいと願う風景をテーマに作
品を募集する。

22 都市計画課

子ども達が、ふるさとを愛し、親しみ、心豊
かに成長できるような取組を総合的に行う。

郷土くらしきを
大切にする心育
成プロジェクト
事業

市民憲章を活用した事業及び子どもミーティング
事業(新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防
止するため中止) 8

市民憲章を活用した事業及び子どもミーティング
事業

92 教育・指導課

市内の小中学生を対象に、緑化意識の普及、
啓発のために、みどりや花に関するポスター
を募集する。

緑化ポスターコ
ンクールの実施

応募数３３６点（小学校１３４点、中学校２０２
点）
表彰数　４８点（小学校２４点、中学校２４点）

120
小学４年生から中学３年生を対象に、花やみどり
に関するポスターを募集する。 120 公園緑地課

春・夏の年2回開催する花とみどりの推進会
議を通して、市民に花の種等を配布し、花
いっぱいの街づくりを進める。

花とみどりの推
進会議の充実

８月・３月に花とみどりの推進会議を開催し、市
民に花の種等を配布し、花いっぱいの街づくりを
進めた。

760
春・夏の年２回開催する花とみどりの推進会議を
通して、市民に花の種等を配布し、花いっぱいの
街づくりを進める。

734 公園緑地課

緑化推進員の研修を実施するなど知識向上を
図るとともに、増員・強化を図る。

緑化推進員の育
成

３月に水島中央公園において樹木観察会を実施
し、知識の向上を図った。 0

緑化推進員連絡会を開催し、意見交換を行うとと
もに、緑化に関する勉強会を行い、知識の向上を
図る。

0 公園緑地課

真備町緑化協会の活動を支援する。 緑化協会への助
成

真備町緑化協会へ補助金を支出して、活動を支援
した。 1,200

真備町緑化協会へ補助金を支出して、活動を支援
する。 1,344 公園緑地課

自然保護団体との協働による自然環境調査や
自然保護意識の高揚を図る。

自然保護対策補
助金

「倉敷の自然をまもる会」に対し補助金を交付
し、育成を図った。 180

「倉敷の自然をまもる会」に対し補助金を交付
し、育成を図る。 180 環境政策課

花の栽培等の学校行事を通して、児童生徒が
緑にふれることにより、緑の意義や大切さを
学ぶ。

（３）優し
い心を育
み、緑のま
ちづくりを
展開してい
きます
【展開】

①花と緑を
愛する優し
い心の育成

３）花と緑
を愛する市
民や団体の
育成・支援

・学校や地域で緑の
大切さや知識を学ぶ
機会の充実
・緑化活動グループ
づくり、緑化リー
ダーの育成

7



実施計画（平成28年～令和17年度）

事業の概要 事業内容　
実績額

（千円）
事業内容　　

予算額
（千円）

基本方針 目標 施策 主要な施策の内容 事業名
令和２年度実績 令和３年度計画

担当部署

市民生活にゆとりとうるおいを与える都市公
園の適正な維持管理を行う。

都市公園の管理 都市公園の適正な維持管理
都市公園　８４０箇所
遊園　２５１箇所

592,247
都市公園の適正な維持管理
都市公園　８５３箇所
遊園　２５１箇所

615,666 公園緑地課

公園施設の老朽化などによる事故を未然に防
ぐとともに、時代のニーズに合わせた公園施
設の見直しを行い、より安全・安心で快適に
利用できる公園を維持する。

公園施設長寿命
化対策事業

公園施設長寿命化計画の見直し及び計画に基づく
更新等を実施
種松山公園ほか
１３公園１６施設を更新

130,464

公園施設長寿命化計画に基づき更新等を行う。
真備総合公園ほか
２公園１４施設を更新予定 98,000 公園緑地課

自治会、子ども会、老人クラブ等との連携を
図り、地域に密着した公園等の維持管理を図
る。

コミュニティー
活動との連携

自治会、子ども会、老人クラブ等との管理委託契
約による公園等の維持管理 81,272

自治会、子ども会、老人クラブ等との管理委託契
約による公園等の維持管理をする。 84,024 公園緑地課

鷲羽山ビジターセンターの管理運営 鷲羽山ビジター
センターの管理
運営事業

鷲羽山ビジターセンターの管理運営費

7,229
鷲羽山ビジターセンターの管理運営費

7,229 観光課

自然環境保全基金が宝くじ協会の助成を得て
建設した田之浦パークセンターの維持管理を
行う。

田之浦パークセ
ンターの維持管
理

田之浦パークセンターの維持管理費

1,098
田之浦パークセンターの維持管理費

1,106 公園緑地課

処理場、ポンプ場において、植栽の適正な維
持管理をおこなう。

処理場、ポンプ
場の維持管理

処理場、ポンプ場において、植栽の適正な維持管
理を行った。 45,425

処理場、ポンプ場において、植栽の適正な維持管
理を行う。 47,262 下水施設課

高齢者に生きがい対策事業として地域の公共
の公園等の清掃管理を委託する。

公園等清掃管理
委託事業

高齢者の生きがい対策事業として、地域の公共の
公園等の清掃管理を委託した。
委託数　２４７件

25,375
高齢者の生きがい対策事業として、地域の公共の
公園等の清掃管理を委託する。 26,140 健康長寿課

２）助成制
度等の充実

生垣や花壇設置の助
成など、緑化に取り
組む市民への支援制
度の充実

ボランティア団体と連携を図り、街路や公園
緑地課の維持管理体制づくりを進める。

ボランティア活
動との連携

ボランティア団体と連携を図り、公園の維持管理
を図った。
酒津公園：桜植樹
倉敷みらい公園：花壇維持管理

―

ボランティア団体と連携を図り、公園の維持管理
を図る。
酒津公園：桜植樹
倉敷みらい公園：花壇維持管理

― 公園緑地課

緑豊かな街づくりに向けて、生垣設置に対し
補助金を交付し生垣化を進める。

生垣設置の推進 市の基準を満たす生垣設置者に対して、補助金を
交付した。
件数：６件　　本数：２２７本

319
市の基準を満たす生垣設置者に対して、補助金を
交付する。 1,200 公園緑地課

花と緑あふれるまちづくりを目指すため、市
の定める要件を満たして新設される花壇に対
して補助金を交付する。

花壇設置の推進 市の基準を満たす花壇設置者に対して、補助金を
交付した。
件数：１件 25

市の基準を満たす花壇設置者に対して、補助金を
交付する。

1,000 公園緑地課

基金の利息により、民有地緑化事業の充実を
図る。
・生垣設置補助金・花壇設置補助金

緑化基金運用事
業の充実

基金の利息が低下しているので、運用先の多角化
を検討した。 ―

基金の利息が低下しているので、運用先の多角化
を検討する。 ― 公園緑地課

アダプト・プログラムに加入すると、アダプ
ト・サインやボランティア保険への加入、ほ
うきやごみ袋等の支給を行う。

ボランティア人
材養成・アダプ
トプログラム実
施事業

アダプト・プログラムに加入した団体に、アダプ
ト・サインやボランティア保険への加入、ほうき
やごみ袋等の支給した。

762

アダプト・プログラムに加入した団体に、アダプ
ト・サインやボランティア保険への加入、ほうき
やごみ袋等の支給を行う。

836 市民活動推進課

３）協働に
よる緑のま
ちづくり

市民・団体・企業等へ緑についての情報提供
や働きかけを行うなど、さまざまな機会をと
らえて連携を図り、一体となって緑の街づく
りを推進する。

市民・企業・行
政の連携

市が実施する緑化啓発イベントに環境や緑化に理
解のある団体が参加した。
参加団体：岡山県造園建設業協会倉敷支部 0

市が実施する緑化啓発イベントに環境や緑化に理
解のある企業の参加を図る。

0 公園緑地課

公園等の内、適所を市民に開放し、草花を栽
培し楽しめる場の提供に努める。

公園の開放 市民による公園内での花壇づくり推奨した。
―

市民による公園内での花壇づくり推奨する。
― 公園緑地課

利用満足度の向上、愛着の醸成、協働の維持
管理につながるワークショップなど市民参加
型の公園づくりを目指す。

市民参加型の公
園づくり

公園を整備する際には、積極的に地元調整を行い
市民参加型の公園づくりを目指した。 0

公園を整備する際には、積極的に地元調整を行い
市民参加型の公園づくりを目指す。 0 公園緑地課

オープンガーデンの仕組みづくりを調査検討
する。

オープンガーデ
ンの推進

個人の庭を見学するオープンガーデンバスツアー
を予定していたが、コロナの影響により実施でき
なかった。

0
個人の庭を開放し、見学することができるオープ
ンガーデンの仕組みづくりを調査検討する。 116 公園緑地課

国・県その他関係機関との連携により総合的
かつ効果的な緑化の推進を図る。

他機関との連携 （公社）岡山県緑化推進協会会員として国・県等
と連携した。 250

（公社）岡山県緑化推進協会会員として国・県等
と連携する。 250 公園緑地課

（３）優し
い心を育
み、緑のま
ちづくりを
展開してい
きます
【展開】

②フラワー
ガーデンシ
ティの展開

・ワークショップを
活用した市民参加型
の公園づくり
・個人の庭を開放し
見学できるオープン
ガーデンの仕組みづ
くりの調査・検討

（３）優し
い心を育
み、緑のま
ちづくりを
展開してい
きます
【展開】

②フラワー
ガーデンシ
ティの展開

１）公園や
樹木等の適
正な維持管
理

・地域の方が愛着を
持って気軽に利用で
きるよう公園・樹木
を適正に維持管理
・地域の方と連携
し、施設の美化清掃
活動を推進
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生活排水対策推進計画とは

生活排水対策を推進するための計画であり、生活排水対策重点
地域を含む市町村は、水質汚濁防止法の規定により計画を定めな
ければならない。

当該計画には、生活排水対策の実施の推進に関する基本的方針、
生活排水処理施設の整備に関する事項を定めることが求められて
いる。

この計画により、下水道、農業集落排水、合併処理浄化槽等の
施設整備事業の推進と、市民の意識の高揚を図り、市民の自覚と
協力の下に官民一体となった生活排水対策の推進を図る。

1



倉敷市生活排水対策推進計画について

倉敷市は、岡山県から生活排水対策重点地域に指定（岡山県内では、岡山市、倉敷市、

玉野市、総社市、井原市、真庭市が指定されている。）されており、生活排水対策の推進を実
施するための計画を定めなければならない。

・平成４年 岡山県知事が倉敷市域を生活排水対策重点地域として指定

・平成６年 倉敷市生活排水対策推進計画を策定

・平成24年 第二期計画として目標年度を10年延伸

※河川水質目標であるBOD 5.0mg/L以下を平成30年度に初めて達成し、令和元年度も達成したところ。

引き続き、対策の推進を継続する必要がある。

・令和３年 第三期計画として目標年度を10年延伸

※第二期の目標を基本的に踏襲し、倉敷市第三次環境基本計画の計画期間最終年度である令和12年度を

目標年度に設定し、第二期計画から10年延伸した。
2



倉敷市第三期生活排水対策推進計画の構成

• 第1章 生活排水対策の実施の推進に関する基本的方針

計画の策定理由、方針、目標

• 第2章 倉敷市の現状
自然的状況、社会的状況、河川水質及び啓発活動の取り組み状況など

• 第3章 生活排水処理施設の整備に関する事項

処理施設の整備方針、計画について関係部局で策定された計画を集約

• 第4章 生活排水対策に係る啓発に関する事項

生活排水対策推進にとって重要な啓発活動の方針、計画、体制

• 第5章 その他生活排水対策の実施の推進に関し必要な事項

関係部局・関係行政機関等との連携

3

資料５



倉敷市第三期生活排水対策推進計画の概要

・必要性

公共用水域の水質改善には、生活排水対策の推進が必要

・方針

次の2点を基本方針として掲げ、各種対策を推進している

(1)生活排水処理施設整備を総合的、有機的に推進する。

(2)水質汚濁防止について市民の意識啓発を総合的に推進する。

・目標

①水質環境基準設定河川 ：水質環境基準達成・維持

②水質環境基準未設定河川：水質指標としてBOD 5mg/L以下達成・維持
4


